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Ⅱ．経営方針㻌

１．�経営基本理念㻌

私たちは、京築地域の「農」を育む活動を通じて、 

「食」にこだわり、組合員・地域に笑顔と元氣を発信します。 

２．�基本方針㻌

基本目標㻌

㻌

㻌

㻌 㻌 㻌 ＪＡ自己改革の着実な実践をはかるため、上記の３つを基本目標とし、「食と農を基軸として地域に根差した

協同組合」として「持続可能な農業と豊かで暮らしやすい地域社会」の実現を目指した総合事業を展開するとと

もに、「地域に寄り添い、地域と共に成長し、地域になくてはならないＪＡへ」を合言葉に、京築地域の更なる農

業の発展、地域から信頼されるＪＡを目指して参ります。㻌

㻌

◆営農・経済事業部門㻌

㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 第３次中期経営計画の初年度として「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」の実現に向け、営農部門で

は、担い手経営体の個別対応による相談機能拡充、米・麦・大豆の栽培技術の指導による品質・数量向上支

援、園芸主要品目の専任担当者による生産販売活動の強化、直売所を中心とした安全・安心な京築農産物

の提供と食の交流拠点機能の発揮、集落営農の法人化支援を通じた多様な担い手の育成に取り組みます。

経済部門では、主要肥料銘柄の集約、大型規格農薬の普及拡大等による生産資材価格の引き下げを図りま

す。また、予約注文書による生産資材価格の「見える化」、低コスト生産技術、最新農業機械の情報提供・実

演等を通して、組合員の所得増大の実現を目指します。これらの取り組みを着実に実施するために、経営資

源を営農・経済事業部門に重点化し、体制を強化します。㻌

◆信用事業部門㻌

組合員・利用者の満足度向上を目的とした事業展開を図り、｢農業と地域に貢献できる地域金融機関｣とし

て、より「便利」でより「安心」なＪＡバンクをめざします。この目標の達成に向け、信頼されるＪＡを徹底的に追及

した活動を展開し、収益力の向上と顧客基盤の拡充を図るとともに、事業推進体制の強化に取り組みます。㻌

㻌 㻌 㻌 ◆共済事業部門㻌

ＪＡ共済は、地域に根ざした農業協同組合の共済事業として、組合員等利用者一人ひとりのライフスタイル

やライフサイクルに応じた「ひと、いえ、くるま」の生活総合保障を提供し、地域における満足度・利用度 㻺㼛㻚１を

めざします。㻌

㼇 行 動 指 針 㼉㻌

１． お客様には誠意をもって、迅速・正確・丁寧・親切・公平に応対します。㻌

２． ＪＡを代表していることを認識し責任をもって行動します。㻌

３． 組合員・利用者に信頼と満足を提供できる専門知識を身につけます。㻌

４． 健康に注意し、職員相互の融和をはかり、明るい職場をつくります。㻌

５． 報告、連絡、相談を励行します。㻌

「農業者の所得増大」㻌 ・㻌 「農業生産の拡大」㻌 ・㻌 「地域の活性化」 
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　１．業務の運営の組織

　◆組織機構図（令和元年６月末現在）
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◆�組合員数及びその増減㻌

㻌 㻌 㻌 （単位：人）㻌

区㻌 㻌 㻌 分㻌 平成２９年度㻌 平成３０年度㻌 増㻌 㻌 㻌 減㻌

正㻌 組㻌 合㻌 員㻌 㻝㻟㻘㻠㻟㻜㻌 㻝㻟㻘㻜㻜㻜㻌 △㻠㻟㻜㻌

㻌 個㻌 人㻌 㻝㻟㻘㻟㻡㻣㻌 㻝㻞㻘㻥㻞㻠㻌 △㻠㻟㻟㻌

㻌 法㻌 人㻌 㻣㻟㻌 㻣㻢㻌 㻟㻌

准㻌 組㻌 合㻌 員㻌 㻝㻞㻘㻢㻜㻞㻌 㻝㻞㻘㻣㻤㻝㻌 㻝㻣㻥㻌

㻌 個㻌 人㻌 㻝㻞㻘㻡㻡㻟㻌 㻝㻞㻘㻣㻟㻞㻌 㻝㻣㻥㻌

㻌 法人等㻌 㻠㻥㻌 㻠㻥㻌 㻜㻌

合㻌 㻌 㻌 計㻌 㻞㻢㻘㻜㻟㻞㻌 㻞㻡㻘㻣㻤㻝㻌 △㻞㻡㻝㻌

㻌

◆�出資口数及びその増減㻌

㻌 㻌 㻌 （単位：口）㻌

区㻌 㻌 㻌 分㻌 平成２９年度㻌 平成３０年度㻌 増㻌 㻌 㻌 減㻌

正㻌 組㻌 合㻌 員㻌 㻞㻘㻝㻜㻞㻘㻞㻟㻟㻌 㻞㻘㻜㻡㻜㻘㻥㻢㻟㻌 △㻡㻝㻘㻞㻣㻜㻌

准㻌 組㻌 合㻌 員㻌 㻢㻥㻥㻘㻢㻞㻢㻌 㻣㻠㻜㻘㻥㻤㻟㻌 㻠㻝㻘㻟㻡㻣㻌

小㻌 㻌 㻌 計㻌 㻞㻘㻤㻜㻝㻘㻤㻡㻥㻌 㻞㻘㻣㻥㻝㻘㻥㻠㻢㻌 △㻥㻘㻥㻝㻟㻌

処分未済持分㻌 㻞㻣㻘㻢㻝㻜㻌 㻟㻝㻘㻠㻣㻠㻌 㻟㻘㻤㻢㻠㻌

合㻌 㻌 㻌 計㻌 㻞㻘㻤㻞㻥㻘㻠㻢㻥㻌 㻞㻘㻤㻞㻟㻘㻠㻞㻜㻌 △㻢㻘㻜㻠㻥㻌

（㻌摘㻌 㻌要㻌 ）㻌 㻌 㻌 㻔１㻕㻌 出資１口金額㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻝㻘㻜㻜㻜 円㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌
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◆�組合員組⧊のᴫἣ㻌 （平成３１年３᭶３１᪥⌧ᅾ）㻌

㻌 㻌 㻌 （単位：人）㻌

組㻌 ⧊㻌 ྡ㻌 ᵓ成員数㻌 組㻌 ⧊㻌 ྡ㻌 ᵓ成員数㻌

㎰ ஦ 組 合㻌 㻔ᡞ数㻕㻌 㻝㻞㻘㻝㻠㻞㻌 ኟ ⛅ 䛺 䛩 㒊 ఍㻌 㻟㻜㻌

ዪ ᛶ 㒊㻌 㻥㻠㻝㻌 䛺 ⰼ 㒊 ఍㻌 㻠㻜㻌

㟷 ኊ 年 㒊㻌 㻤㻞㻌 ㇏ ὠ そ 䛥 䛔 㒊 ఍㻌 㻞㻟㻌

年 金 ཭ の ఍㻌 㻝㻞㻘㻟㻢㻡㻌 㛗 ஭ 㔝 ⳯ 㒊 ఍㻌 㻡㻌

䜋 䛖 䜙 䛔 の ఍㻌 㻟㻡㻌 ᪂ ⏣ ཎ ᯝ ᶞ 㒊 ఍㻌 㻝㻜㻤㻌

㟷 Ⰽ⏦࿌఍ （ ㇏⠏ᆅ区 ）㻌 㻡㻡㻠㻌 ㇏ ὠ ᯝ ᶞ 㒊 ఍㻌 㻝㻠㻌

䜏 䜔 䛣 ᆅ 区 㟷 Ⰽ ⏦ ࿌ ఍㻌 㻞㻟㻞㻌 ≏ ᕝ ᯝ ᶞ 㒊 ఍㻌 㻥㻌

ᬑ ㏻ స 㒊 ఍㻌 㻝㻘㻟㻣㻣㻌 䜖 䛪 ᑓ 㛛 㒊㻌 㻟㻣㻌

┤ ኎ ᡤ 㒊 ఍㻌 㻝㻘㻢㻢㻤㻌 䛔 䛱 䛨 䛟 ᑓ 㛛 㒊㻌 㻟㻟㻌

➿ 㒊 ఍㻌 㻝㻜㻞㻌 ⾜ ᶫ 䛔 䛱 䛨 䛟 㒊 ఍㻌 㻟㻞㻌

䝤 䝻 䝑 䝁 䝸 䞊 㒊 ఍㻌 㻝㻜㻤㻌 䝝 䜴 䝇 䛔 䛱 䛨 䛟 ◊ ✲ ఍㻌 㻣㻌

䝺 䝍 䝇 㒊 ఍㻌 㻡㻠㻌 ⰼ ༘ 㒊 ఍㻌 㻥㻣㻌

䝇 䜲 䞊 䝖 䝁 䞊 䞁 㒊 ఍㻌 㻢㻝㻌 ≏ ᕝ ⰼ 䛝 㒊 ఍㻌 㻝㻣㻌

㇏ ⠏ ᆅ 区 䛔 䛱 䛤 㒊 ఍㻌 㻠㻝㻌 ㇏ ὠ ⰼ ༘ 㒊 ఍㻌 㻣㻌

䜏 䜔 䛣 ᆅ 区 䛔 䛱 䛤 㒊 ఍㻌 㻞㻥㻌 ᥇ ✀ ᑓ 㛛 㒊 ఍㻌 㻞㻟㻌

⨾ ኪ ྂ ⓑ 䛽 䛞 㒊 ఍㻌 㻟㻤㻌 Ⲕ 㒊 ఍㻌 㻤㻌

຾ ᒣ 䛽 䛞 㒊 ఍㻌 㻡㻌 䜲 䞁 䝅 䝵 䝑 䝥 㒊 ఍㻌 㻥㻣㻌

㻌

◆�ᆅ区୍ぴ㻌

⾜ᶫᕷ䞉㇏๓ᕷ䞉ி㒔㒆及び⠏ୖ㒆୍円の区ᇦ㻌 （⾜ᶫᕷ䞉ⱉ⏣⏫䞉䜏䜔䛣⏫䞉㇏๓ᕷ䞉⠏ୖ⏫䞉ྜྷ

ᐩ⏫䞉ୖẟ⏫）㻌

㻌

◆�⫋員数㻌

㻌 㻌 （単位：人）㻌

区㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 分㻌 平成２９年度ᮎ㻌
平成３０年度ᮎ㻌

㻌 䛖䛱⏨㻌 䛖䛱ዪ㻌

正
⫋
員
数㻌

୍⯡஦ົ⫋員㻌 㻞㻟㻤㻌 㻞㻟㻞㻌 㻝㻣㻥㻌 㻡㻟㻌

Ⴀ㎰ᣦᑟ員㻌 㻟㻣㻌 㻟㻡㻌 㻟㻡㻌 㻜㻌

⏕άᣦᑟ員㻌 㻝㻌 㻝㻌 㻜㻌 㻝㻌

その௚ᑓ㛛ᢏ⾡⫋員㻌 㻣㻌 㻣㻌 㻣㻌 㻜㻌

小㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 計㻌 㻞㻤㻟㻌 㻞㻣㻡㻌 㻞㻞㻝㻌 㻡㻠㻌

ᖖ 㞠㻌 㻞㻜㻤㻌 㻞㻜㻞㻌 㻢㻣㻌 㻝㻟㻡㻌

⮫᫬䞉䝟䞊䝖㻌 㻡㻌 㻣㻌 㻡㻌 㻞㻌

合㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 計㻌 㻠㻥㻢㻌 㻠㻤㻠㻌 㻞㻥㻟㻌 㻝㻥㻝㻌

㻌 㻌 㻌 㻌

㻌

㻌
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３䠊஦ᴗᡤのྡ⛠及びᡤᅾᆅ㻌

◆ᗑ⯒୍ぴ㻌

㻌 㻌 （௧࿴ඖ年䠒᭶ᮎ⌧ᅾ）㻌

ᗑ⯒ྡ㻌 ఫ㻌 㻌 ᡤ㻌 㟁ヰ␒ྕ㻌
䠝䠰䠩㻌

タ⨨ྎ数㻌

⥲ ົ 金 ⼥ ᮏ ᗑ㻌 ㇏๓ᕷ኱ᏐⲨᇼ 㻡㻜㻜㻌 㻜㻥㻣㻥㻙㻤㻞㻙㻡㻡㻡㻡㻌 㻌

Ⴀ ㎰ ⤒ 済 ᮏ 㒊㻌 ⾜ᶫᕷすᐑᕷ 㻡㻙㻝㻝㻙㻝㻌 㻜㻥㻟㻜㻙㻞㻠㻙㻞㻢㻝㻝㻌 㻌

⠏ ᇛ ᨭ ᗑ㻌 ⠏ୖ㒆⠏ୖ⏫኱Ꮠ⠏ᇛ 㻢㻣㻥㻌 㻜㻥㻟㻜㻙㻡㻞㻙㻜㻜㻜㻠㻌 １ྎ㻌

ୗ ᇛ ஭ ᨭ ᗑ㻌 ⠏ୖ㒆⠏ୖ⏫኱ᏐᏳṊ 㻝㻢㻜㻙㻝㻌 㻜㻥㻟㻜㻙㻡㻞㻙㻜㻡㻜㻠㻌 㻌

ୖ ᇛ ஭ ᨭ ᗑ㻌 ⠏ୖ㒆⠏ୖ⏫኱Ꮠᮏᗉ 㻝㻤㻟㻠㻙㻝㻌 㻜㻥㻟㻜㻙㻡㻠㻙㻜㻜㻝㻞㻌 㻌

᳝ ⏣ ᨭ ᗑ㻌 ⠏ୖ㒆⠏ୖ⏫኱Ꮠ᳝⏣ 㻥㻞㻜㻙㻝㻌 㻜㻥㻟㻜㻙㻡㻢㻙㻜㻝㻞㻟㻌 １ྎ㻌

㇏ ๓ す 㒊 ᨭ ᗑ㻌 ㇏๓ᕷ኱Ꮠᅄ㑻୸ 㻝㻣㻥㻌 㻜㻥㻣㻥㻙㻤㻞㻙㻤㻣㻝㻞㻌 㻌

㇏ ๓ ୰ ኸ ᨭ ᗑ㻌 ㇏๓ᕷ኱ᏐⲨᇼ 㻡㻜㻜㻌 㻜㻥㻣㻥㻙㻤㻞㻙㻤㻣㻝㻢㻌 １ྎ㻌

୕ ẟ 㛛 ᨭ ᗑ㻌 ㇏๓ᕷ኱Ꮠ୕ẟ㛛 㻥㻜㻝㻙㻠㻌 㻜㻥㻣㻥㻙㻤㻞㻙㻤㻣㻝㻣㻌 㻌

㇏ ๓ ༡ 㒊 ᨭ ᗑ㻌 ㇏๓ᕷ኱Ꮠ⸆ᖌᑎ 㻢㻞㻙㻝㻌 㻜㻥㻣㻥㻙㻤㻞㻙㻤㻣㻝㻥㻌 㻌

ྜྷ ᐩ ᨭ ᗑ㻌 ⠏ୖ㒆ྜྷᐩ⏫኱Ꮠᗈὠ 㻞㻟㻣㻙㻞㻌 㻜㻥㻣㻥㻙㻞㻞㻙㻜㻣㻢㻢㻌 １ྎ㻌

⠏ ᮾ ᨭ ᗑ㻌 ⠏ୖ㒆ୖẟ⏫኱ᏐᆶỈ 㻝㻟㻞㻥㻙㻝㻌 㻜㻥㻣㻥㻙㻣㻞㻙㻞㻜㻝㻜㻌 １ྎ㻌

၈ ཎ ᨭ ᗑ㻌 ⠏ୖ㒆ୖẟ⏫኱Ꮠୖ၈ཎ 㻝㻝㻡㻜㻙㻞㻌 㻜㻥㻣㻥㻙㻞㻞㻙㻝㻟㻝㻥㻌 㻌

㛗 ᓙ ᨭ ᗑ㻌 ⾜ᶫᕷ኱Ꮠ୰ὠ⇃ 㻠㻤㻝㻙㻟㻌 㻜㻥㻟㻜㻙㻞㻞㻙㻜㻟㻟㻣㻌 㻝 ྎ㻌

୰ ி ᨭ ᗑ㻌 ⾜ᶫᕷ኱Ꮠୗ⛳⏣ 㻟㻞㻞㻌 㻜㻥㻟㻜㻙㻞㻞㻙㻜㻢㻤㻟㻌 㻝 ྎ㻌

⾜ ᶫ ୰ ኸ ᨭ ᗑ㻌 ⾜ᶫᕷ୰ኸ 㻝㻙㻞㻙㻝㻟㻌 㻜㻥㻟㻜㻙㻞㻟㻙㻞㻝㻟㻞㻌 㻌

⾜ ᶫ ༡ ᨭ ᗑ㻌 ⾜ᶫᕷ኱Ꮠ௒஭ 㻝㻞㻢㻥㻙㻝㻌 㻜㻥㻟㻜㻙㻞㻞㻙㻝㻜㻜㻞㻌 㻝 ྎ㻌

ⱉ ⏣ ᨭ ᗑ㻌 ி㒔㒆ⱉ⏣⏫ி⏫ 㻞㻙㻠㻙㻝㻌 㻜㻥㻟㻙㻠㻟㻢㻙㻝㻜㻟㻝㻌 㻝 ྎ㻌

㇏ ὠ ᨭ ᗑ㻌 ி㒔㒆䜏䜔䛣⏫ᅜ分 㻞㻟㻝㻌 㻜㻥㻟㻜㻙㻟㻟㻙㻞㻟㻝㻝㻌 㻝 ྎ㻌

≏ ᕝ ᨭ ᗑ㻌 ி㒔㒆䜏䜔䛣⏫≏ᕝᮏᗉ 㻠㻣㻜㻙㻝㻌 㻜㻥㻟㻜㻙㻠㻞㻙㻜㻜㻜㻣㻌 㻝 ྎ㻌

ఀ Ⰻ ཎ ᨭ ᗑ㻌 ி㒔㒆䜏䜔䛣⏫≏ᕝୗఀⰋཎ 㻝㻤㻤㻟㻙㻠㻟㻌 㻜㻥㻟㻜㻙㻠㻟㻙㻡㻞㻝㻝㻌 㻌

຾ ᒣ ᨭ ᗑ㻌 ி㒔㒆䜏䜔䛣⏫຾ᒣୖ⏣ 㻥㻟㻠㻙㻟㻌 㻜㻥㻟㻜㻙㻟㻞㻙㻞㻢㻝㻝㻌 㻌

㻌

ᗑ⯒እ䠟䠠䞉䠝䠰䠩タ⨨ྎ数㻌 䠑ྎ㻌

䕻ᗑ⯒እ䠝䠰䠩タ⨨ሙᡤ㻌

タ㻌 ⨨㻌 ሙ㻌 ᡤ㻌 ྎ㻌 数㻌

Ⴀ ㎰ ⤒ 済 ᮏ 㒊㻌 㻌 㻝 ྎ㻌

⾜ ᶫ ᕷ ᙺ ᡤ㻌 （㖟⾜䛸のඹྠ㐠⾜）㻌 㻝 ྎ㻌

ⱉ ⏣ ⏫ ᙺ ሙ㻌 （㖟⾜䛸のඹྠ㐠⾜）㻌 㻝 ྎ㻌

㇏ ๓ ᕷ ᙺ ᡤ㻌 （㖟⾜䛸のඹྠ㐠⾜）㻌 㻝 ྎ㻌

຾ ᒣ 䜰 䜾 䝸 䝉 䞁 䝍 䞊㻌 㻌 㻝 ྎ㻌

㻌
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Ⅳ．主要な業務の内容㻌

㻌

１．�全般的な概況㻌 〔㻌 取組みとその結果・実績及び対処すべき課題㻌 〕㻌

㻌

①� 㻌 業㻌 㻌 況㻌

平成３０年度の世界経済は景気拡大を維持しながらも、反グローバリズムや保護主義の台頭など自由貿易

と逆行する動きや、米中貿易摩擦など先行きが非常に不透明な状況にありました。特に米中貿易摩擦の激化

は、世界経済に大きな悪影響を及ぼすのではないかと懸念されるところです。㻌

国内情勢に目を向けると、日本経済は、日銀による大規模な金融緩和政策のもと、設備投資の増加や雇用

環境の改善など、緩やかながらも回復基調となりました。しかし、景気の回復と人口減少が相まって人手不足

が深刻化し、個人消費の動きが依然として力強さを欠くため、景気回復の実感を十分には得られていない状

況にあります。㻌

こうした中、昨年１２月３０日の米国抜きのＴＰＰ１１の発効につづき、日ＥＵ・ＥＰＡは本年２月１日に発効致し

ました。加えて、現在日米間で物品貿易協定（ＴＡＧ）の交渉が本格化しており、これにより、我が国の食料自

給率、農畜産物価格は低下し、農業者の所得の減少が懸念されるところです。㻌

当ＪＡは、「私たちは、京築地域の「農」を育む活動を通じて、「食」にこだわり、組合員・地域に笑顔と元氣を

発信します」を経営基本理念とし、「第２次中期経営計画」において、「農を中心とした活動」「地域に信頼を築く

活動」「やりがいのある職場活動」の３つの柱を定めて事業展開を進めて参りました。㻌

また、第４２回ＪＡ福岡県大会における決議事項である、「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」「地域の

活性化」を引続き基本目標とし、更なる自己改革を進めるため、以下の取り組みの一環として、大型の直売所

「京築恵みの郷㻌 ゆくはし店」やパッケージセンターの整備、また、他の金融機関と遜色のない高度でかつ専門

的なサービスを提供するため、支店の再編整備を実践しているところです。㻌

㻌

Ⅰ．「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」への挑戦㻌

Ⅱ．「地域の活性化」への貢献㻌

Ⅲ．組合員の「積極的な参加と利用（アクティブ・メンバーシップ）」の促進㻌

㻌

財務状況においては、自己資本比率㻌 １１．５６％、固定比率㻌 １０７．５７％、収益面では、事業利益㻌 ３億１，

９６３万円、当期剰余金㻌 １億３，２１８万円となりました。㻌

なお、主な事業活動と成果については、以下のとおりです。㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌
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䐠�平成３０年度㻌 主要事業実績㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 （༢఩䠖ⓒ万円、％）㻌

事㻌 業㻌 項㻌 目㻌 計㻌 㻌 画㻌 実㻌 㻌 績㻌 㐩㻌 成㻌 率㻌

㈍㻌 㻌 売㻌

㈍ 売 品 ㈍ 売 高㻌 㻡㻘㻞㻜㻡㻌 㻠㻘㻤㻤㻝㻌 㻥㻟㻚㻣㻌

米㻌 㻝㻘㻣㻞㻜㻌 㻝㻘㻤㻞㻜㻌 㻝㻜㻡㻚㻤㻌

㣫 料 用 米㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻣㻜㻌 㻤㻢㻌 㻝㻞㻟㻚㻣㻌

㯏㻌 㻝㻢㻜㻌 㻝㻢㻟㻌 㻝㻜㻞㻚㻜㻌

大 ㇋㻌 㻝㻝㻜㻌 㻝㻝㻣㻌 㻝㻜㻢㻚㻟㻌

㔝 ⳯ 㢮㻌 㻤㻡㻡㻌 㻢㻥㻢㻌 㻤㻝㻚㻡㻌

果 ᶞ 㢮㻌 㻞㻟㻤㻌 㻝㻤㻥㻌 㻣㻥㻚㻢㻌

ⰼ ༘ 㢮㻌 㻣㻜㻌 㻡㻟㻌 㻣㻢㻚㻝㻌

Ⲕ㻌 㻣㻌 㻠㻌 㻢㻞㻚㻤㻌

✀ 㻌 㻌 㻌 Ꮚ 㻔 Ỉ ✄ ・ 㯏 㻕㻌 㻡㻟㻌 㻢㻜㻌 㻝㻝㻟㻚㻠㻌

直 売 所㻌 㻝㻘㻥㻞㻞㻌 㻝㻘㻢㻤㻥㻌 㻤㻣㻚㻤㻌

㈓㻌 㻌 金㻌 期 ᮎ ṧ 高㻌 㻝㻡㻤㻘㻡㻜㻜㻌 㻝㻡㻡㻘㻥㻡㻥㻌 㻥㻤㻚㻟㻌

融㻌 㻌 資㻌 期 ᮎ ṧ 高㻌 㻝㻟㻘㻠㻞㻜㻌 㻝㻟㻘㻟㻢㻞㻌 㻥㻥㻚㻡㻌

ඹ㻌 㻌 済㻌

㛗 期 ඹ 済 ᪂ ዎ ⣙ Ｐ 䡐㻌 㻣㻘㻝㻜㻜㻘㻜㻜㻜㻌㻼㼠㻌 㻣㻘㻠㻝㻝㻘㻣㻠㻣㻌㻼㼠㻌 㻝㻜㻠㻚㻟㻌

㛗 期 ඹ 済期ᮎ保᭷ Ｐ 䡐㻌

（保᭷高）㻌

㻝㻢㻘㻡㻜㻜㻘㻜㻜㻜㻌㻼㼠㻌

（㻡㻘㻝㻝㻜 億円）㻌

㻝㻢㻘㻞㻜㻠㻘㻢㻜㻜㻌㻼㼠㻌

（㻡㻘㻜㻟㻞 億円）㻌

㻥㻤㻚㻞㻌

自 動 ㌴ ඹ 済 ௳ ᩘ㻌 㻝㻥㻘㻜㻜㻜 ௳㻌 㻝㻤㻘㻥㻤㻝 ௳㻌 㻥㻥㻚㻥㻌

自 ㈺ ㈐ ዎ ⣙ ௳ ᩘ㻌 㻝㻜㻘㻟㻜㻜 ௳㻌 㻝㻜㻘㻜㻢㻞 ௳㻌 㻥㻣㻚㻢㻌

ⅆ ⅏ ඹ 済 ௳ ᩘ㻌 㻝㻘㻤㻜㻜 ௳㻌 㻝㻘㻢㻢㻣 ௳㻌 㻥㻞㻚㻢㻌

യ ᐖ ඹ 済 ௳ ᩘ㻌 㻝㻝㻘㻜㻜㻜 ௳㻌 㻝㻜㻘㻤㻡㻡 ௳㻌 㻥㻤㻚㻢㻌

㉎㻌 㻌 ㈙㻌

㉎ ㈙ 品 供 給 高㻌 㻠㻘㻢㻜㻜㻌 㻠㻘㻣㻜㻠㻌 㻝㻜㻞㻚㻞㻌

生 産 資 ᮦ㻌 㻝㻘㻡㻞㻟㻌 㻝㻘㻠㻝㻡㻌 㻥㻞㻚㻥㻌

生 活 資 ᮦ㻌 㻤㻡㻡㻌 㻣㻞㻡㻌 㻤㻠㻚㻤㻌

農 業 機 Ე ・ ㌴ ୧㻌 㻠㻣㻝㻌 㻡㻠㻢㻌 㻝㻝㻢㻚㻜㻌

⇞ 料㻌 㻝㻘㻣㻡㻝㻌 㻞㻘㻜㻝㻢㻌 㻝㻝㻡㻚㻝㻌

福㻌 㻌 ♴㻌 福 ♴ 取 ᢅ 高㻌 㻝㻝㻝㻌 㻝㻝㻞㻌 㻝㻜㻜㻚㻥㻌

ⴿ㻌 㻌 ⚍㻌 ⴿ ⚍ 取 ᢅ 高㻌 㻡㻣㻡㻌 㻢㻜㻞㻌 㻝㻜㻠㻚㻣㻌

㻌

�対処すべき㔜要な課題㻌ی

（１）㻌 自己改革に関する取り組み㻌

当 㻶㻭 では自己改革に関する基本目標として、「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」「地域の活性化」をᥖ

䛢ております。㻌 㻌

農業者の世௦交௦によるᢸい手不足、農産物の消費・物ὶᵓ㐀のᛴ激なኚ化、高㱋化・人口減少による地

域♫会の⑂ᘢ➼のཝしい環境ኚ化のなか、基本目標を㐩成するため、௒まで以ୖの๰ពᕤኵにより、積極的に

᪂たな事業展開に取り組䜣で参ります。㻌 㻌

ලయ的には、支店・給Ἔ所の再編整備や組合の財務状況をぢながら、中㛗期計画での農業関㐃᪋設➼再編

計画も策定し、更なる経営基┙の改善・改革と効果的・効率的な事業యไをᵓ築するとともに、収支ᵓ㐀の㌿᥮

をᅗることで、農業関㐃への資※投資を行い、地域農業とともに成㛗・発展するＪＡを目ᣦします。㻌

（２）㻌 䝁ンプ䝷䜲アンス（ἲ௧㑂Ᏺ）ែ勢の更なる඘実・強化㻌

当ＪＡは♫会的㈐௵及びබඹ的౑࿨を果たすため、䝁ンプ䝷䜲アンス基本᪉㔪୪びに䝁ンプ䝷䜲アンス㐠営規

⛬➼に๎り䝁ンプ䝷䜲アンス・プログ䝷ムを策定・実践し、更なる䝁ンプ䝷䜲アンスែ勢の強化にດめて参ります。㻌
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２．平成３０年度ྛ事業の概況㻌 〔㻌 活動・実績㻌 〕㻌

㻌

䕺㻌 信用事業㻌

㻌

信用事業は、㈓金・㈚ฟ・Ⅽ᭰など、いわゆる金融業務といわれる内容の業務を行っています。この信用

事業は、ＪＡ・県信㐃・農ᯘ中金という୕ẁ㝵の組⧊が᭷機的に結びつき、「ＪＡバンク」として大きな力を発᥹

しています。全国⥙の大きなᏳ心感と、ＪＡならではの地域にᐦ╔したど㔝を持ち、地域における䝘ンバー䝽

ンかつ䜸ンリー䝽ンの金融機関を目ᣦしています。㻌

㻌 平成３０年度は、「組合員・地域からᚲ要とされる金融機関」の実現に向け、組合員・地域ఫẸへのゼၥ活

動とྛ✀相ㄯ会に取り組み、年金཭の会㻌６０２ྡの᪉が᪂規会員となり⥲会員㻌 １２，３６５ྡとなりました。㻌

㈓金については、ྛ✀䜻䝱ン䝨ーンの᭷効活用により、平成３０年度ᮎで、１，５５９億円となりました。㻌

また、㈚ฟ金は㻌１５．８億円の᪂規実行を行い、平成３０年度ᮎで、１３３．６億円となりました。㻌

㻌

䕻㻌 ㈓金業務㻌

組合員はもちろ䜣地域ఫẸのみなさまや事業主のみなさまからの㈓金をお㡸かりしています。㻌

ᬑ通㈓金、当ᗙ㈓金、スーパー定期、定期㈓金、⥲合口ᗙなどのྛ✀㈓金を目的、期間、金㢠にあわ

䛫て䛤利用いただいております。㻌

㻌 㻌

✀㻌 㻌 㢮㻌 お㡸ධ期間㻌 お㡸ධ㢠㻌 特㻌 㻌 ᚩ㻌

⥲合口ᗙ㻌 ฟしධれ自由㻌 １円以ୖ㻌

給୚、年金➼のཷ取り、බඹ料金➼のお支ᡶ

い、自動融資での೉ධれなど大ኚ౽利な口

ᗙです。㻌

スーパー㻌

定期㈓金㻌

１、２、３、６䞄月、㻌

１年䡚５年㻌
１円以ୖ㻌

㡸ධ᫬の利率が‶期日までኚわらない☜定

利回りၟ品（Ᏻ全᭷利）です、⥲合口ᗙにセッ

䝖すれ䜀自動融資が利用できます。㻌

大口定期㻌

㈓㻌 㻌 金㻌
ྠୖ㻌

１㻘０００万円㻌

以ୖ㻌
１䞄月から㡸けධれできる高金利ၟ品です。㻌

期日ᣦ定㻌

定期㈓金㻌

᭱㛗３年㻌

（内ᤣ⨨１年）㻌

１円以ୖ䡚㻌

３００万円ᮍ‶㻌

ᤣ⨨期間経㐣ᚋは、１䞄月以ୖ๓にᣦ定する

ことにより、自由に期日を設定でき、元金の一

㒊支ᡶもできます。（個人のみ）㻌

年金感ㅰ㻌

定期㈓金㻌
１年㻌

１万円以ୖ䡚㻌

３００万円以内㻌

ＪＡで年金をཷ給されている᪉が対㇟で、店頭

⾲♧金利の０．１％ୖ஌䛫ၟ品です。㻌

ኚ動金利㻌

定期㈓金㻌
１年䡚３年㻌 １円以ୖ㻌

㡸けධれた定㢠㈓金の金利が、金融情勢に

あわ䛫て༙年に一度ぢ直しされるၟ品です。

䝬䝛䠉プ䝷ンのᖜがᗈがります。㻌

定期積金㻌 １年䡚５年㻌 １㻘０００円以ୖ㻌
目的に合わ䛫た資金計画が↓理なくできるၟ

品です。㻌

（ὀ１）� ୖグ一ぴ⾲は概␎であり、ヲ⣽については᭱ᐤりの❆口でおᑜ䛽下さい。㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌
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㻌 㻌 䕻㈚ฟᴗົ㻌

㻌 㻌 ⤌ྜဨ䜈䛾㈚ฟ䜢䛿䛨䜑䚸ᆅᇦఫẸ䛾ⓙ䛥䜎䛾ᬽ䜙䛧䜔䚸㎰ᴗ⪅䞉஦ᴗ⪅䛾ⓙ䛥䜎䛾஦ᴗ䛻ᚲせ䛺

㈨㔠䜢㈚ฟ䛧䛶䛔䜎䛩䚹㻌

㻌 㻌 䜎䛯䚸ᆅ᪉බඹᅋయ䚸㎰ᴗ㛵㐃⏘ᴗ䛺䛹䜈䜒㈚ฟ䛧䚸ᆅᇦ⤒῭䛾㉁ⓗྥୖ䞉Ⓨᒎ䛻㈉⊩䛧䛶䛔䜎䛩䚹

䛥䜙䛻䚸ఫᏯ㔠⼥ᨭ᥼ᶵᵓ䚸䠄ᰴ䠅᪥ᮏᨻ⟇㔠⼥බᗜ䛾⼥㈨䛾⏦㎸䜏䛾䛚ྲྀḟ䛞䜒䛧䛶䛔䜎䛩䚹㻌

㻌

㈚ฟ㔠ṧ㧗䠄ᖹᡂ䠏䠍ᖺ䠏᭶ᮎ䠅㻌 㻌 䠄༢఩䠖ⓒ୓෇䠅㻌

⤌ྜဨ➼㻌 ᆅ᪉බඹᅋయ➼㻌 䛭䛾௚㻌 ィ㻌

㻥㻘㻞㻝㻡㻌 㻣㻤㻣㻌 㻟㻘㻟㻢㻜㻌 㻝㻟㻘㻟㻢㻞㻌

㻌

㈚ฟၟရ୍ぴ⾲㻌 㻌 㻌
䠄༢఩䠖ⓒ୓෇䠅㻌

㈨㔠ྡ㻌 ⏝㏵㻌 ㈚ฟඛ㻌 ㈚ฟ㝈ᗘ㻌 ㈚ฟᮇ㛫㻌

ᡭ
ᙧ
㈚
௜㻌

㈓㔠䠄ᐃᮇ✚㔠ྵ

䜐 䠅 ᢸ ಖ ㈚ ௜㻌
≉䛻ᐃ䜑䛺䛔㻌 ㈓㔠ዎ⣙⪅㻌

ᢸಖ䛸䛧䛶㉁ධ䜜䛥䜜

䛯㈓㔠㢠䛾⠊ᅖ㻌

ᙜヱ㈓㔠䛾‶ᮇ᪥㻌

௨ෆ䛷䠍ᖺ௨ෆ㻌

ඹ ῭ ᢸ ಖ㻌

㈚ ௜㻌
ྠୖ㻌

ඹ῭ዎ⣙䛾䛒

䜛⤌ྜဨ䞉ಶே㻌
㈚௜ྍ⬟㢠䛾⠊ᅖ㻌

䠒䞄᭶௨ෆ䛷㻌

ඹ῭ዎ⣙ᮇ㝈௨ෆ㻌

ド㻌

᭩㻌

㈚㻌

௜㻌

䠦 䠝 ఫ Ꮿ㻌

䝻 䠉 䞁㻌

ఫᏯ䛾᪂⠏䞉㻌

㉎ධ䞉ቑᨵ⠏䞉㻌

೉䜚᥮䛘➼㻌

⤌ྜဨ㻌

䠄ಶே䠅㻌

䠎䠌䠌୓෇௨ୖ㻌

䠑㻘䠌䠌䠌୓෇௨ෆ㻌

㻔஦ᴗ㈝䛾䠍䠌䠌䠂௨ෆ㻕㻌

䠏ᖺ௨ୖ䠏䠑ᖺ௨ෆ㻌

䠄༠఍ᆺ䠅㻌

䠦 䠝 ↓ ᢸ ಖ㻌

ఫ Ꮿ 䝻 䞊 䞁㻌

ఫᏯ䛾ቑᨵ⠏➼

㻔ఫᏯ䛻㝃ᖏ䛩㻌

㻌 䜛タഛ䞉᪋タ➼㻕㻌

ྠୖ㻌
䠍䠌୓෇௨ୖ㻌

䠍㻘䠌䠌䠌୓෇௨ෆ㻌

䠍ᖺ௨ୖ䠍䠑ᖺ௨ෆ䠄䛖䛱

ᤣ⨨䠒䞄᭶௨ෆ䠅㻌

䠄༠఍ᆺ䠅㻌

䠦 䠝 䝣 䝸 䞊㻌

䝻 䞊 䞁㻌
≉䛻ᐃ䜑䛺䛔㻌 ྠୖ㻌

䠏䠌䠌୓෇௨ෆ㻌 䠓ᖺ௨ෆ㻌 䠄༠఍ᆺ䠅㻌

䠍䠌୓෇௨ୖ㻌

䠑䠌䠌୓෇௨ෆ㻌
䠍䠑ᖺ௨ෆ㻌 㻔஑⥲ಙᆺ㻕㻌

䠦 䠝 ᩍ ⫱㻌

䝻 䞊 䞁㻌

ᑵᏛᏊᘵ䛾㻌

Ꮫ㈝➼㻌
ྠୖ㻌 䠍㻘䠌䠌䠌୓෇௨ෆ㻌

ᤣ⨨ᮇ㛫䜢ྵ䜑㻌

䠍䠑ᖺ௨ෆ㻌

䠦 䠝 䝬 䜲 䜹 䞊㻌

䝻 䞊 䞁㻌
⮬ື㌴㉎ධ➼㻌 ྠୖ㻌 䠍㻘䠌䠌䠌୓෇௨ෆ㻌

䠍䠌ᖺ௨ෆ㻌

䠄༠఍ᆺ䠅㻌

䠦䠝㎰ᶵ䝝䜴䝇

䝻 䞊 䞁㻌

㎰ᶵල㉎ධ➼㻌

㈨㔠㻌
ྠୖ㻌 䠍㻘䠌䠌䠌୓෇௨ෆ㻌

䠍䠌ᖺ௨ෆ㻌

䠄䛖䛱ᤣ⨨䠎ᖺ௨ෆ䠅㻌

Ⴀ ㎰ ㈨ 㔠㻌
㎰ᴗ㛵㐃᪋タ➼

䛾ྲྀᚓ㈨㔠㻌

⤌ྜဨ㻌

䠄ἲே➼ྵ䜐䠅㻌

ᡤせ㈨㔠䛾⠊ᅖෆ㻌

䠄༠఍ᆺ䠅㻌
䠎䠌ᖺ௨ෆ㻌

ᢸ䛔ᡭ⫱ᡂᨭ᥼

㈨㔠䞉⏕άᨵၿ㈨

㔠䞉㎰ᴗእ஦ᴗ㈨

㔠䞉୍⯡㈨㔠➼㻌

ヲ⣽䛿᭱ᐤ䜚䛾❆

ཱྀ䛷䛚ᑜ䛽ୗ䛥䛔㻌
ྠᕥ㻌 ྠᕥ㻌 ྠᕥ㻌

㈚㻌

㉺㻌

䠦䠝Ⴀ㎰㻌

䝻䞊䞁㻌

Ⴀ㎰䛻ᚲせ䛺㻌

㐠㌿㈨㔠㻌

⤌ྜဨ㻌

䠄ಶே䠅㻌
䠏䠌䠌୓෇௨ෆ㻌 䠍ᖺ䠄䠍ᖺ᭦᪂䠅㻌

䠦䠝䜹䞊䝗䝻䞊䞁㻌 ≉䛻ᐃ䜑䛺䛔㻌 ྠୖ㻌 ྠୖ㻌 ྠୖ㻌

䠄ὀ 㻝䠅ୖグ୍ぴ⾲䛿ᴫ␎䛷䛒䜚䚸ヲ⣽䛻䛴䛔䛶䛿᭱ᐤ䜚䛾❆ཱྀ䛷䛚ᑜ䛽䛟䛰䛥䛔䚹㻌
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䕺ඹ済事業㻌

ＪＡのඹ済事業は、相஫ᢇຓ（ຓけ合い）の⢭⚄を理念とし、常に組合員・利用者の信頼と期ᚅにᛂえ、

「Ᏻ心」と「‶足」を提供します。㻌

ＪＡඹ済は、᭱Ⰻの保㞀・価格・サービスによる「䜂と・いえ・くるまの⥲合保㞀」の提供を通じて、組合員・

利用者の㇏かな生活づくりにດめます。㻌

㻶㻭 ඹ済は、事業活動の積極的な取組みを通じて、㇏かでᏳ心してᬽらすことのできる地域♫会づくりに

貢献します。㻌

地域における組合員・利用者の保㞀඘足とᑗ᮶にわたる事業基┙の維持・拡大に向け、地域特性にᛂじ

た䜶リア戦␎を展開し、３䠭ゼၥ活動➼を通じた組合員・利用者との᥋Ⅼ強化および保㞀提᱌型᥎進の取組

強化にດめました。㻌

この結果、㛗期᪂ዎ⣙を㻌 ７４１万䝫䜲ン䝖ᣲ積することができましたが、保᭷䝫䜲ン䝖については、減少ഴ

向が続き、期ᮎ保᭷㻌１，６２０万䝫䜲ン䝖となりました。㻌

㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 䈜「᥎進䝫䜲ン䝖は、ඹ済金㢠➼に所定の᥮⟬率を஌じて⟬ฟしております。」㻌

✀㻌 㻌 ู㻌 保㞀目的の目Ᏻ㻌 特㻌 㻌 ᚩ㻌

⤊ ㌟ ඹ 済㻌
一生ᾭにわたる㻌

万一の保㞀㻌

万一の場合にも、ṧされた䛤ᐙ᪘をしっかりᏲります。⑓気

や⅏ᐖの保ドも組み合わ䛫やすい生ᾭᏳ心プ䝷ンです。㻌

་ ⒪ ඹ 済㻌
先進་⒪にも備えられる㻌

඘実の་⒪保㞀㻌

さま䛦まな⑓気・ケ䜺そしてが䜣によるධ㝔・手⾡・ᨺᑕ⥺

἞⒪を保ドするᏳ心プ䝷ンです。ඹ済期間やධ㝔ඹ済金の

支ᡶ㝈度日ᩘ、それにධ㝔ぢ⯙保㞀や先進་⒪保㞀の௜

加についても、䝙ーズに合わ䛫てお㑅びいただけます。㻌

が 䜣 ඹ 済㻌
「が䜣」をᖜᗈく㻌

一生ᾭを通じて保㞀㻌

が䜣になっても、一生ᾭにわたってධ㝔から⒪㣴までᖜᗈく

保㞀する඘実プ䝷ンです。㻌

௓ 護 ඹ 済㻌
一生ᾭにわたって㻌

備えられる௓護保㞀です。㻌

බ的௓護保㝤ไ度に㐃動して、ᖜᗈい要௓護状ែに対ᛂ

したᏳ心プ䝷ンです。㻌

ண定利率ኚ動型㻌

年 金 ඹ 済㻌

ゆとりある⪁ᚋのために㻌

増えるᴦしみがある⪁ᚋの保㞀㻌

බ的年金にプ䝷スして⪁ᚋのᬽらしの生活基┙づくりに䛤

活用いただけます。㻌

こ ど も ඹ 済㻌
かけがえのないおᏊさまの㻌

「育つ」と「Ꮫ䜆」を୸䛤と保㞀㻌

おᏊさまの成㛗に合わ䛫てᚲ要となるᩍ育資金を‽備しな

がら、おᏊさまやぶ（ዎ⣙者）が万一の場合も保㞀するᏳ心

プ䝷ンです。㻌

㣴⪁生࿨ඹ済㻌
㈓⵳しながら、万一のときにも㻌

備えられる保㞀㻌

万一の保㞀やྛ✀資金づくりにと計画でき、保㞀と㈓⵳の

୧❧プ䝷ンです。㻌

ᘓ物更生ඹ済㻌
ⅆ⅏はもちろ䜣、地㟈にも㻌

備えられるᘓ物やᐙ財の保㞀㻌

おఫまいや、㌟のまわりのᐙ財、ᐙලなど大ษな財産をⅆ

⅏や自然⅏ᐖからしっかりᏲり、リ䝣䜷ーム資金も‽備でき

るプ䝷ンです。㻌

自 動 ㌴ ඹ 済㻌

自 ㈺ ㈐ ඹ 済㻌

自動㌴の事ᨾによる㻌

ケ䜺や㈺ൾ、ಟ理に備える保㞀㻌

自動㌴の◚ᦆや事ᨾなど、ᵝ䚻なリスクに対ᛂしたプ䝷ン

です。㻌

㻔ὀ 㻝㻕ヲ⣽については᭱ᐤりの❆口でおᑜ䛽ください。㻌

㻌
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䕺営農・㈍売事業㻌

平成３０年産米のస᯶は、ᱵ㞵明け以㝆、高 ከ↷で経㐣し、９月以㝆の日↷不足の影響もありましたが、

主要品✀であるክつくしの収㔞Ⰻዲにより、స況ᣦᩘは福岡県໭ᮾ㒊で、１０５（๓年１０３）のややⰋとなり、

ＪＡの㞟Ⲵᩘ㔞は、１０９，６３３ಥとなりました。㻌

平成３０年度の米㈍売高は、௒年度から米の生産調整のぢ直しが実᪋された中、໭ᾏ㐨・ᮾ໭地༊の一

㒊不సと、平成２７年産からの㟂給緩和改善に向けた主食用米から大㇋や㣫料用米➼のస௜㌿᥮が全国的

に進み、３年㐃続で㐣剰స௜がゎ消されたことから、米価は๓年産をୖ回る価格で᥎⛣し、１９億７１７万円と

なりました。㯏・大㇋については、᧛✀᫬期のኳೃに恵まれ、᤼Ỉ・㝖ⲡ対策の現地ᅡ場◊ಟ➼の実᪋によ

る収㔞向ୖをᅗり、㯏のⲴཷ実績は、計画対比㻌１１９．１㻑の㻌 ５，１５６䡐となり、స௜面積は、㻌 １，６６４㼔㼍 とな

りました。大㇋は᧛✀ᚋの少㞵により、特に㇏築地༊の収㔞が下がり、Ⲵཷ実績は、計画対比㻌 ９９．２㻑の㻌８

５８䡐となり、స௜面積は、８４８㼔㼍 となりました。㻌

ᅬⱁ品目のいちじくについては、昨年８月にす㒊㞟Ⲵ場（築ୖ⏫）の保෭ᗜ設⨨により、㞟Ⲵయไのぢ直

しをᅗり、全地༊のいちじくのⲴཷけᚋの品㉁保持がなされ、㈍売༢価の向ୖに⧅がりました。また、昨年に

引き続き、䜅くれ䜣䠲䠢（䝧ジタブ䝹・䝣䝹ー䝒）センターを活用した産地維持対策の実᪋と、行ᶫ㥐๓での㈍売

促進䜲䝧ン䝖（ビ䝳ーティ䝣䝹ー䝒䝣䜵スティバ䝹）を開ദし、地元消費者に京築ブ䝷ン䝗のいちじくのᐉఏを行

いました。また、１１月にはす㒊㞟Ⲵ場でパッケージセンターを✌ാし、䝺タスの䝷ッ䝢ングや䜲䝏䝂のパックワ

めస業をＪＡが行い、生産者のປാ力の㍍減による産地維持・拡大を実᪋しました。⛅෤㔝⳯の価格につい

ては、全国的な㇏సにより、特に䝺タスは、１１月以㝆低価格で᥎⛣し、計画を大きく下回り、㈍売金㢠は、９

億４㻘４１５万円、㐩成率㻌８０㻚７㻑となりました。㻌

直売所㒊門については、ᑠ規模店⯒の㈍売の低下ഴ向が続き、๓年より㻌 ５㻘２３０万円減少し、１６億８㻘９３

３万円となりました。㈍売高合計は、๓年より㻌 １億９，７４５万円減少の４８億８㻘１０８万円となりました。㻌

また、平成３０年度農業᣺⯆支᥼策はᬑ通స㒊門で、２１９万円、ᅬⱁ㒊門で、９４８万円、地産地消㒊門

は、１５５万円、合計㻌１㻘３２２万円の支᥼ຓ成を行いました。㻌

㻌

䕺経済事業㻌

⫧料については、全農の「㖭᯶㞟⣙による᪂たなඹྠ㉎ධ」に積極的に取り組み、高度化成（㻝㻠㻙㻝㻠㻙㻝㻠、

㻝㻢㻙㻝㻢㻙㻝㻢）、䠪䠧化成（㻝㻢㻙㻜㻙㻝㻢）に加え、ⱞᅵධり高度化成（㻝㻞㻙㻝㻡㻙㻝㻜㻚㻹䡃㻠、㻝㻞㻙㻝㻠㻙㻝㻞㻚㻹㼓㻠）を２㖭᯶㏣加し

て価格低減を実᪋しました。農⸆については、㝖ⲡ๣の䜻䝱ン䝨ーンを実᪋し、ண⣙ὀᩥ➼での大型規格農

⸆のᬑ及拡大による生産䝁ス䝖低減に引き続き取り組みました。㻌

農業機Ეについては、展♧会・大型特Ṧචチ取得ㅮ⩦会➼を実᪋して᭱᪂の農機情ሗの提供とᏳ全౑

用の࿘▱にດめ、全農低価格䝖䝷クターを７台供給し、๓年比で供給金㢠が、６，８９０万円増の㻌５億４，６４９

万円となりました。生産資ᮦの供給金㢠については、๓年比㻌 ３，５３３万円増の１４億１，５８７万円、生活資

ᮦについては、๓年比㻌６，１２６万円減の㻌７億２，５６１万円となりました。㻌

⇞料については、タ䜲䝲・䜸䜲䝹䜻䝱ン䝨ーン➼で利用促進に取り組み、ཎἜ価格がୖ᪼したため、１億４

２８万円増の㻌２０億１，６７４万円となり、㉎㈙事業全యの供給高は、๓年比㻌 １０３．２％で、１億４，７２５万円

増の㻌４７億４７１万円となりました。㻌

また、経済事業利用㑏元として、大口⫧料・農⸆取引に対し、７１５万円、⫧料・農⸆➼生産資ᮦのண⣙್

引き➼で、５，７５６万円、Ａ㔜Ἔ取引で、１７０万円を㑏元し、㍍Ἔのච⛯㢠は、２，３５２万円となりました。㻌

㻌

䕺その他事業㻌

福♴事業については、ゼၥ௓護・通所௓護事業➼に取り組み、利用者は、年間㻌 ５，３４１ྡ（๓年比１５９

ྡ増）で、取ᢅ高は、１億１，２０２万円となりました。㻌

また、ⴿ⚍事業については、利用௳ᩘは年間㻌４８６௳（๓年比５２௳増）で、取ᢅ高は、６億２５３万円となり

ました。㻌

㻌
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１．事業活動のトピックス

（１）主要行事

４月
１日 人事発令
４日 犀川花き部会総会
１１日 行橋いちじく部会総会
１１日 第６回年金友の会総会
１８日 豊津花卉部会総会
１９日 新田原果樹部会総会
２０日 ハウスいちじく研究会総会
２３日 茶部会総会
２７日 臨時総代会
２８日 勝山ねぎ部会総会

５月
１日 花卉部会総会
１０日 麦・大豆栽培研修会
１１日 ゆず専門部総会
１１日 第６回女性部通常総代会

１２～１５日 年金相談会
１２日 全体職員研修会（コンプライアンス研修）
１８日 レタス部会総会
２４日 豊津そ菜部会反省会
２９日 豊築地区女性講座開講式
３０日 みやこ地区女性講座開講式
３１日 農事組合長代表者会議

６月
１日 スイートコーン出発式

　１２・１４・１９日 総代会事前説明会
１６日 スイートコーン収穫体験（消費者交流）
１７日 スイートコーン祭り
２７日 第５回通常総代会
２９日 第７回年金友の会ゲートボール大会

２９・３０日 豊築西部農機展示会

７月
４日 無人ヘリ飛行競技大会
９日 ブロッコリー部会総会
１０日 直売所部会総代会
１１日 京築農業塾開講式
１１日 な花部会総会
１２日 青壮年部総会
１７日 いちじく専門部総会

１７・２０日 みやこ地区人権研修会
１８日 美夜古白ネギ部会総会
１９日 みやこ地区いちご部会総会
１９日 豊築地区いちご部会総会
２０日 京築恵みの郷「ゆくはし店」起工式

２０・２１日 アグリフェスタ２０１８
２４日 普通作部会豊築支部総代会
２８日 筍部会総会
３１日 インショップ部会総会

８月
１日 みやこ地区青色申告会総会
１日 相続税対策セミナー
３日 青色申告会（豊築地区）総会
２４日 第６回年金友の会囲碁大会

Ⅴ．事業活動に関する事項
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９月
４日 第６回年金友の会グラウンド・ゴルフ大会
８日 ビューティフルーツフェスティバル（JR行橋駅）

１０月
４日 麦作振興大会
７日 長井野菜部会総会
１７日 ＪＡバンク福岡年金友の会グラウンド・ゴルフ県大会
１８日 大豆優良ほ場講習会

１１月
１日 第６回年金友の会ゴルフコンペ

３・１０・１７日 収穫感謝祭（みやこ）・（築上）・（豊前・築東）
４～７日 女性部合併５周年記念の旅

９日 豊前支店起工式
１０～２５日 直売所秋の感謝祭
１０～１３日 年金相談会
１８・１９日 麗宝展（豊築地区）
２２・２３日 麗宝展（みやこ地区）

２９日 役員コンプライアンス研修会

１２月
１日 青壮年部ふれあいバーベキュー2018

１日 全体職員研修会（コンプライアンス研修）
３日 スイートコーン部会生産者大会

５・６日 人権研修会（豊築地区）
１１日 豊津果樹部会総会

１月
１１日 農機初荷式
３０日 夏秋なす部会総会

２月
８・９日 ５ＪＡ合同農機展示会
９日 年金セカンドライフセミナー
１４日 みやこ地区飼料用米生産者研修会
１８日 みやこ地区女性講座閉講式

２２・２３日 みやこ農機・ガス器具合同展示会
２６日 豊築地区女性講座閉講式

３月
１・２日 豊築東部農機展示会

２～１９日 直売所春の感謝祭
１３日 築城支店（仮称）起工式
７日 夏秋なす部会総会
２０日 京築農業塾閉講式
２０日 レタス安定生産研修会

３０日 京築恵みの郷「ゆくはし店」竣工式
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２．農業᣺⯆活動㻌

㻌

（１）㻌 京築地域農業᣺⯆計画に基づく農業支᥼強化による、生産者の所得増大の取り組み㻌

㻌 ①京築地域農業᣺⯆計画の᭱⤊年度にあたり、農業᣺⯆支᥼策の活用により、㯏స、ᅬⱁの᪂規

᱂ᇵ者への᥎進及び面積拡大にດめ、㯏స௜面積 㻝㻘㻢㻢㻠䡄䠽（平成 㻞㻡年実績比 㻝㻜㻢㻚㻟％）となりま

した。㻌

䐠地域農業᣺⯆を目的とし、平成 㻟㻜年度農業᣺⯆支᥼策としてᬑ通స㒊門で 㻞㻝㻥万円、ᅬⱁ㒊門

で 㻥㻠㻤 万円、地産地消㒊門 㻝㻡㻡 万円、合計 㻝㻘㻟㻞㻞 万円の支᥼ຓ成を行いました。㻌

㻌 䐡農業者、農業組⧊➼に対し 㻣㻤㻢 ௳の㟷色⏦࿌ᣦᑟや 㻠㻜 ௳のグᖒ௦行業務➼を行い、農業経営

支᥼を実᪋しました。㻌

㻌 㻌

（２）㻌 ฟ向く営農ᣦᑟయไの強化と㈍㊰拡大の取り組み㻌

㻌 ①生産農ᐙへの情ሗ発信や提᱌活動を強化するため、ᢸい手支᥼ᢸ当者を㓄⨨し、ฟ向く営農ᣦ

ᑟయไによるゼၥ活動を実᪋しました。㻌

㻌 䐠ᕷ場ᢸ当者との㐃ᦠを強化し༢価の向ୖにດめるとともに、更なる農ᐙ所得の向ୖに向けス䜲

ー䝖䝁ーン➼のᕷ場እὶ通（㒑౽ᒁᏯ㓄 㻝㻥，㻤㻥㻜 䡵䡬䡹ཷὀ）の拡大をᅗりました。㻌

㻌 䐡䜲ンシ䝵ップ店⯒との協議を実᪋し、取ᢅ㔞の増大と㈍㊰拡大に取り組みました。また、Ꮫᰯ給食

は地産地消の取組みを強化し、関ಀ機関と地場産取ᢅ㔞の拡大に取り組みました。㻌

㻌

（３）㻌 生産㒊会の⤫合、ᢏ⾡交ὶ、情ሗ発信を強化した生産᣺⯆の取り組み㻌

㻌 ①⛅෤㔝⳯の生産㔞拡大に向け、᤼Ỉ対策実₇会を実᪋しました。㻌

㻌 䐠ᬑ及ᣦᑟセンターと㐃ᦠし、ᢏ⾡ㅮ⩦会や䜋場ᕠ回➼を実᪋しました。㻌

㻌 䐡ᕷ⏫・ᬑ及ᣦᑟセンターとで䝏ームを組み、県育成品✀䜻䜴䜲䝣䝹ー䝒「⏑う䛓」の産地化を進め

ました。㻌

㻌

（４）㻌 ᪂たなᢸい手の育成やᢸい手の䝺䝧䝹アップの取り組み㻌

㻌 ①行政と㐃ᦠし、᪂規ᑵ農者の育成及び支᥼に取り組みました。㻌

㻌 䐠㞟ⴠ営農の組⧊化・ἲ人化支᥼により、⟶内 㻡㻠ἲ人となりました。㻌

䐡「農業ሿ㻔㻝㻥 ྡ㻕」開ദにより、᪂たなᢸい手の᥀り㉳しを行いました。㻌

䐢営農ᣦᑟ員育成のため資格取得にດめ、グ䝺ー䝗Ⓩ㘓者ୖ⣭ 㻞㻝 ྡ、中⣭ 㻝㻡 ྡとなりました。㻌

㻌

（５）㻌 京築地༊ブ䝷ン䝗の☜❧とともに、ฟⲴ㔞の拡大とᏳ定をはかり㈍売先の拡大とከᵝ化の取り組み㻌

㻌 ①㈍売力強化のため、行ᶫ㥐๓で㈍売促進䜲䝧ン䝖（ビ䝳ーティー䝣䝹ー䝒䝣䜵スティバ䝹）を開ദ

し、改めて地元消費者に京築ブ䝷ン䝗のいちじくを 㻼㻾 しました。㻌

㻌 䐠ዎ⣙・相対取引を中心に、ᕷ場及び加ᕤ業者に信頼される産地づくりに取り組みました。㻌

㻌 䐡㻢 次化ၟ品の㈍売拡大と 㻼㻾 活動に取り組みました。㻌

㻌 㻌

（６）㻌 直売所からᏳ全Ᏻ心の農産物情ሗ発信を行い、おᐈさまに႐䜀れる店⯒づくりの取り組み㻌

㻌 ①消費者にᏳ全Ᏻ心を提供するため、生産ᒚṔの回収率向ୖ、ṧ␃農⸆分ᯒ᳨ᰝ㻔年 㻢 回㻕୪び㻌

に食品⾨生᳨ᰝに取り組み、店⯒においてもၟ品の㈍売⟶理にດめました。㻌

䐠㔝⳯᱂ᇵㅮ⩦会を生産者に年 㻞回開ദし、農産物生産拡大に取り組みました。㻌

䐡店⯒での䜲䝧ン䝖の開ദ、㈍売員の᥋ᐈ䝬䝘ー◊ಟ、店⯒䝁ンクー䝹を実᪋し、おᐈᵝに႐䜣でいた

だける店⯒づくりに取り組みました。㻌
 

㻌
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３．地域貢献情ሗ㻌

㻌 䛄私たちは、京築地域の「農」を育む活動を通じて、㻌 㻌

㻌 「食」にこだわり、組合員・地域に笑顔と元氣を発信します。䛅㻌 㻌

㻌 㻌 このＪＡ福岡京築㻌 経営基本理念のもと、農業の᣺⯆と地域♫会の発展に貢献できるよう、さま䛦まな㻌 㻌

㻌 活動を行っています。これらの活動を通じて、これからも地域になくてはならないＪＡを目ᣦしていきます。㻌 㻌

㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌

（１）ᩥ化的・♫会的貢献に関する事項㻌 㻌 㻌 㻌 㻌

㻌 ・地産地消㐠動の実᪋㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌

㻌 㻌 㻌 Ᏻ心・Ᏻ全・᪂㩭な地元農産物をᏛᰯ給食へ供給し、食を通じて地元農産物の᪪がわかる取り組㻌 㻌

㻌 㻌 みを実᪋しています。また、⟶内 㻥 か所の直売所において、「食のᏳ心・Ᏻ全ᐉゝ」をᥖ䛢、農స物㻌 㻌

㻌 㻌 を中心に地産地消㐠動を展開しています。㻌 㻌 㻌 㻌

㻌 ・地域の環境保全㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌

㻌 㻌 㻌 農業資ᮦ（䝬䝹䝏・⫧料⿄➼）のᗫプ䝷回収や౑用期㝈ษれの農⸆回収を行い環境に㓄៖した㻌 㻌

㻌 㻌 活動を行っています。㻌 㻌 㻌 㻌 㻌

㻌 ・食農ᩍ育への貢献㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌

㻌 㻌 㻌 バケ䝒✄᱂ᇵ、⏣᳜えయ㦂や㔝⳯᱂ᇵᣦᑟを通じ、地域のᏊども㐩に農の大ษさをఏえるとともに、㻌

㻌 㻌 消費者に対してもᏳ心・Ᏻ全をＰ䠮する活動を行っています。㻌 㻌

（２）利用者䝛ッ䝖䝽ーク化への取り組み㻌 㻌 㻌 㻌 㻌

㻌 ・年金཭の会㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌

㻌 㻌 㻌 当ＪＡを年金ཷ取ᣦ定していただくと加ධできる年金཭の会ではᵝ䚻なദしを開ദしています。㻌 㻌

㻌 㻌 㻌 グ䝷䜴ン䝗・䝂䝹䝣大会やリ䝣䝺ッシ䝳᪑行を通じ、会員とのぶ╬を深めています。㻌 㻌

㻌 㻌 㻌 また、会員の᪉からのኌで、ᅖ◻大会の開ദを実᪋するなど会員のኌを大ษにして、㐠営を行っ㻌 㻌

㻌 㻌 ています。㻌 㻌 㻌 㻌 㻌

㻌 ・ዪ性㒊㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌

㻌 㻌 㻌 ዪ性組合員を中心にྛ地域の特性を活かした協ྠ活動を行っています。地元農産物を౑用した㻌 㻌

㻌 㻌 料理ᩍᐊを開ദしたり、地域の䜲䝧ン䝖に参加してぶ╬の㍯をᗈ䛢ています。㻌 㻌

㻌 㻌 㻌 また、೺ᗣᩍᐊ、ᐙᗞ⳯ᅬㅮ⩦会➼、地域の᪉も気㍍に参加できるような活動も行っています。㻌 㻌

㻌 ・京築農業ሿ㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌

㻌 㻌 㻌 ᪂規ᑵ農者や農業に⯆࿡のある᪉を対㇟に、農業の基♏をᏛ䜆ことができる農業ሿを開ㅮして㻌 㻌

㻌 㻌 います。全 㻝㻜ㅮの䜹リ䜻䝳䝷ムで、ᮘୖのㅮ義だけでなく実㝿にᅡ場でのయ㦂型のㅮ義も取りධれ㻌 㻌

㻌 㻌 ています。㻌 㻌 㻌 㻌 㻌

㻌 ・高㱋者支᥼㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌

㻌 㻌 㻌 ２つのຓけ合い組⧊があり、௓護保㝤㐺用እの௓護サービスの提供だけでなく、高㱋者᪋設の㻌 㻌

㻌 㻌 ៘ၥで、ḷや㋀りをᢨ㟢し、利用者にᴦし䜣でいただいています。また、㻝 日䝭䝙䝕䜲サービスなど㻌 㻌

㻌 㻌 地域の高㱋者との交ὶや生活඘実活動を行っています。㻌 㻌

㻌 㻌 㻌 㻌

４．情ሗ提供活動㻌 㻌

㻌 ・ＪＡᗈሗㄅ「ス䝬䜲䝹けいちく」㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌

㻌 㻌 㻌 ẖ月 㻝㻣㻘㻢㻜㻜㒊発行し、組合員Ꮿに㓄ᕸしています。ＪＡをより㌟㏆に感じてもらえるようᏘ⠇䛤との㻌 㻌

㻌 㻌 ฟ᮶事やヰ題・ＪＡからのお▱ら䛫などをᥖ㍕し、地域にᐦ╔した情ሗを発信しています。㻌 㻌

㻌 㻌 その他、営農ア䝗バ䜲スなど組合員にᙺ❧つ情ሗも発信しています。㻌 㻌

㻌 ・䝩ーム䝨ージ㻌 （ア䝗䝺ス㻌 㼔㼠㼠㼜䠖㻛㻛㼣㼣㼣㻚㼖㼍㻙㼗㼑㼕㻚㼛㼞㻚㼖㼜㻛）㻌 㻌 㻌

㻌 㻌 㻌 ＪＡと組合員や一般消費者を結䜆᪂しい䝁䝭䝳䝙ケーシ䝵ンの手ẁとして、ＪＡ福岡京築䝩ーム㻌 㻌

㻌 㻌 䝨ージを開設しています。ＪＡの事業内容や䜲䝧ン䝖᱌内などᵝ䚻な情ሗを発信しています。㻌 㻌
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５．リスク⟶理の状況㻌 㻌 㻌

㻌

䕺リスク⟶理のయไ㻌

㻌 㻌

䕻リスク⟶理の基本᪉㔪㻌

㻌

組合員・利用者のⓙᵝにᏳ心してＪＡを䛤利用いただくためには、より೺全性の高い経営を☜保し、信頼性を

高めていくことが㔜要です。㻌

このため、᭷効な内㒊⟶理ែ勢をᵓ築し、直面するᵝ䚻なリスクに㐺ษに対ᛂすべく、経営リスク⟶理ጤ員

会を設⨨し、以下の事項につき᳨ウを行っています。㻌

㻌

㻌 㻌 㻌 ①㻌 事業・㒊門ู、場所ู経営リスクの分㢮☜ㄆに関する事項㻌

㻌 㻌 㻌 䐠㻌 経営ㅖリスクの整理対策計画に関する事項㻌

㻌 㻌 㻌 䐡㻌 経営ㅖリスクの整理対策進ᤖ状況に関する事項㻌

㻌 㻌 㻌 䐢㻌 䝁ンプ䝷䜲アンスែ勢の☜❧に関する事項㻌

㻌 㻌 㻌 䐣㻌 䝁ンプ䝷䜲アンス関㐃のㅖၥ題への対策に関する事項㻌

㻌 㻌 㻌 䐤㻌 その他目的㐩成にᚲ要な事項㻌

㻌

また、収益とリスクの㐺ษな⟶理、㐺ษな資産自己ᰝ定の実᪋などを通じてリスク⟶理యไの඘実・強化に

ດめています。㻌

㻌 㻌

（１）信用リスク⟶理㻌

当ＪＡは、個ูの㔜要᱌௳ཪは大口᱌௳については理事会において対ᛂ᪉㔪を決定しています。また、

通常の㈚ฟ取引については、本店に人事ᑂᰝ課を設⨨しྛ支店との㐃ᦠをᅗりながら、୚信ᑂᰝを行って

います。ᑂᰝにあたっては、取引先の䜻䝱ッシ䝳・䝣ローなどによりൾ㑏⬟力のホ価を行うとともに、ᢸ保ホ価

基‽などཝ格なᑂᰝ基‽を設けて、୚信ุ定を行っています。㈚ฟ取引において資産の೺全性の維持・向

ୖをᅗるため、資産の自己ᰝ定をཝṇに行っています。不Ⰻമᶒについては⟶理・回収᪉㔪をస成・実践し、

資産の೺全化に取り組䜣でいます。また、資産自己ᰝ定の結果、㈚ಽ引当金についてはᚲ要㢠を計ୖし、

資産及び財務の೺全化にດめています。㻌

㻌

（２）ᕷ場リスク⟶理㻌

当ＪＡでは、金利リスク、価格ኚ動リスクなどのᕷ場性リスクを的☜に䝁ン䝖ロー䝹することにより、収益化

及び財務のᏳ定化をᅗっています。このため、財務の೺全性維持と収益力強化とのバ䝷ンスを㔜どしたＡ䠨

䠩を基本に、資産・㈇മの金利感ᛂ度分ᯒなどを実᪋し、金融情勢のኚ化に機ᩄに対ᛂできるᰂ㌾な財務

ᵓ㐀のᵓ築にດめています。㻌

とりわけ、᭷価ドๆ㐠用については、ᕷ場動向や経済ぢ通しなどの投資環境分ᯒ及び当ＪＡの保᭷᭷価

ドๆ䝫ー䝖䝣䜷リ䜸の状況やＡ䠨䠩などを⪃៖し、理事会において㐠用᪉㔪を定めるとともに、経営ᒙでᵓ成

するＡ䠨䠩ጤ員会を定期的に開ദして、日常的な情ሗ交᥮及びពᛮ決定を行っています。㐠用㒊門は、理事

会で決定した㐠用᪉㔪及びＡ䠨䠩ጤ員会で決定された᪉㔪などに基づき、᭷価ドๆの売㈙やリスク䝦ッジを

行っています。㐠用㒊門が行った取引についてはリスク⟶理㒊門が㐺ษなᇳ行を行っているかどうか䝏䜵ッ

クし定期的にリスク㔞の 定を行い経営ᒙにሗ࿌しています。㻌

㻌

㻌

㻌

㻌
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（３）ὶ動性リスク⟶理㻌

当ＪＡでは、資金⧞りリスクについては、㐠用・調㐩について月次の資金計画をస成し、Ᏻ定的なὶ動

性の☜保にດめています。また、ᕷ場ὶ動性リスクについては、投資ุ᩿を行うୖでの㔜要な要⣲と఩⨨

௜け、ၟ品䛤とに␗なるὶ動性（᥮金性）をᢕᥱしたうえで、㐠用᪉㔪などの策定の㝿に᳨ウを行っていま

す。㻌

㻌

（４）䜸䝨䝺ーシ䝵䝘䝹・リスク⟶理㻌

䜸䝨䝺ーシ䝵䝘䝹・リスクとは、業務の㐣⛬、ᙺ職員の活動もしくは、システムが不㐺ษであることཪは

እ生的な事㇟によるᦆኻを⿕るリスクのことです。㻌 当ＪＡでは、収益発生をពᅗし⬟動的な要ᅉにより発

生する信用リスクやᕷ場リスク及びὶ動性リスク以እのリスクで、ཷ動的に発生する事務、システム、ἲ

務などについて事務処理や業務㐠営の㐣⛬において、ᦆኻを⿕るリスクと定義しています。事務リスク、

システムリスクなどについて、事務手続を整備し、事ᨾ・事務䝭スが発生した場合は㏿やかに状況をᢕᥱ

するయไを整備して、リスク発生ᚋの対ᛂ及び改善が㎿㏿・ṇ☜に反ᫎができるようດめています。㻌

㻌

（５）事務リスク⟶理㻌

事務リスクとは、ᙺ職員がṇ☜な事務をᛰる、あるいは事ᨾ・不ṇ➼を㉳こすことにより金融機関がᦆ

ኻを⿕るリスクのことです。当ＪＡでは、業務のከᵝ化や事務㔞の増加に対ᛂして、ṇ☜な事務処理を行

うため事務䝬䝙䝳ア䝹を整備するとともに、内㒊┘ᰝ・自主᳨ᰝを実᪋し事務リスクの๐減にດめていま

す。また、事ᨾ・事務䝭スが発生した場合には、事務リスク⟶理規⛬に基づき発生状況をᢕᥱし改善をᅗ

るとともに、内㒊┘ᰝにより㔜Ⅼ的な䝏䜵ックを行い、再発㜵Ṇ策を実᪋しています。㻌

㻌

（６）システムリスク⟶理㻌

システムリスクとは、䝁ン䝢䝳ータシステムの䝎䜴ンཪはㄗస動➼、システムの不備にకい金融機関が

ᦆኻを⿕るリスク、さらに䝁ン䝢䝳ータが不ṇに౑用されることにより金融機関がᦆኻを⿕るリスクのこと

です。当 㻶㻭 では、䝁ン䝢䝳ータシステムのᏳ定✌ാのため、Ᏻ全かつ円⁥な㐠用にດめるとともに、シス

テムの万一の⅏ᐖ・㞀ᐖ➼に備え、「不 事ែ対ᛂ計画」を策定しています。㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌
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䕺ἲ௧㑂Ᏺయไ（ែ勢）㻌

䕻䝁ンプ䝷䜲アンス基本᪉㔪㻌

㻌

当ＪＡでは、以下のような䝁ンプ䝷䜲アンスの基本᪉㔪をไ定し、䝁ンプ䝷䜲アンスを㔜どした経営に取り組

䜣でいます。㻌

㻌

 
䕻䝁ンプ䝷䜲アンス㐠営ែ勢㻌

䝁ンプ䝷䜲アンスែ勢全般にかかる᳨ウ・ᑂ議を行うため、経営リスク⟶理ጤ員会を設⨨するとともに、䝁

ンプ䝷䜲アンスの᥎進を行うため、䝁ンプ䝷䜲アンス⤫ᣓ㈐௵者、ᢸ当者を設⨨しています。㻌

基本ጼ勢及び㑂Ᏺすべき事項をグ㍕した手引᭩「䝁ンプ䝷䜲アンス・䝬䝙䝳ア䝹」を策定し、◊ಟ会を行い

全ᙺ職員にᚭᗏしています。㻌

ẖ年度、䝁ンプ䝷䜲アンス・プログ䝷ムを策定し、実行ある᥎進にດめるとともに、⤫ᣓ㒊⨫を設⨨し、その

進ᤖ⟶理を行っています。㻌

また、組合員・利用者のⓙさまのኌを┿ᦸにᤊえ、๓向きに事業に反ᫎするため、ⱞ情・相ㄯの❆口を設

⨨しています。㻌

㻌

䕻平成３０年度の取り組み事項㻌

㻌 㻌 㻌 䝁ンプ䝷䜲アンスព㆑の㔊成・ඹ᭷のため、ᙺ職員◊ಟの実᪋及び䝁ンプ䝷䜲アンス・プログ䝷ムの実践に

取り組みました。㻌

㻌

㼇㻌 䝁ンプ䝷䜲アンス基本᪉㔪㻌 㼉㻌

㻌

１．♫会的㈐௵とබඹ的౑࿨のㄆ㆑㻌

㻌 㻌 㻌 㻌 当ＪＡのもつ♫会的㈐௵とබඹ的౑࿨をㄆ㆑し、೺全な事業㐠営のᚭᗏをᅗります。㻌

㻌

２．組合員➼の䝙䠉ズに㐺した㉁の高いサ䠉ビスの提供㻌

㻌 㻌 㻌 㻌 ๰ពとᕤኵを活かした䝙䠉ズに㐺した㉁の高いサ䠉ビスの提供を通じて、組合員・利用者

及び地域♫会の発展にᐤ୚します。㻌

㻌

３．ἲ௧や䝹䠉䝹のཝ格な㑂Ᏺ㻌

㻌 㻌 㻌 㻌 すべてのἲ௧や䝹ー䝹をཝ格に㑂Ᏺし、♫会的規⠊に反することのない、බṇな事業㐠営

を行います。㻌

㻌

４．反♫会勢力の᤼㝖㻌

㻌 㻌 㻌 㻌 ♫会の⛛ᗎやᏳ全に⬣ጾを୚える反♫会的勢力に対しては、Ẏ然としたែ度で⮫み、これ

を᩿固として᤼㝖します。㻌

㻌

５．透明性の高い組⧊㢼ᅵのᵓ築と♫会との䝁䝭䝳䝙ケ䠉シ䝵ンの඘実㻌

㻌 㻌 㻌 㻌 経営情ሗの積極的かつබṇな開♧をはじめとして、⣔⤫内እとの䝁䝭䝳䝙ケーシ䝵ンの඘実

をᅗりつつ、┿に透明な経営の㔜要性をㄆ㆑した組⧊㢼ᅵをᵓ築します。㻌

㻌
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䕻平成３㻝年度（௧和元年度）の取り組み事項㻌
㻌

平成３１年度（௧和元年度）䝁ンプ䝷䜲アンス・プログ䝷ム㻌

㻌 㻌

䛆取り組み᪉㔪䛇㻌

当ＪＡは、♫会的㈐௵及びබඹ的౑࿨を果たすため、䝁ンプ䝷䜲アンス基本᪉㔪୪びに䝁ンプ䝷䜲アンス㐠営

規⛬➼に๎り、䝁ンプ䝷䜲アンスの職場㢼ᅵを㔊成するために、ලయ的な実践計画を策定し、☜実に取り組䜣

でいくこととする。㻌

１．常໅ᙺ員は、年頭所感や⥲௦会、全య職員◊ಟ➼あらゆる機会をとらえ、䝁ンプ䝷䜲アンスに対する積極

的な取組ጼ勢を♧し、䝁ンプ䝷䜲アンスព㆑の高い職場㢼ᅵを㔊成するようດめる。㻌

㻌 㻌 㻌 ２．理事は、業務㐙行に㝿し、䝁ンプ䝷䜲アンスのၥ題を常にព㆑し、規๎に基づきබṇ、බ平に᩿固とした

ែ度で対ᛂする。㻌

３．理事及び┘事は、理事会・┘事会、常໅ᙺ員会➼において、䝁ンプ䝷䜲アンスにかかるㅖၥ題のㄽ議を

行い、ㄆ㆑のඹ᭷化をᅗる。㻌

㻌

Ⅰ㻌 基本的取り組み事項㻌

１．不⚈事発生をᮍ然に㜵Ṇするためのㅖ᪋策に積極的に取り組む。㻌

２．ྛ✀◊ಟ会・会議を通じて、䝁ンプ䝷䜲アンスព㆑の㔊成及び䝁ンプ䝷䜲アンス㐪反をチさない職場㢼ᅵ

を目ᣦす。㻌

３．䝁ンプ䝷䜲アンスにಀる取り組みが☜実に実践できるよう、進ᤖ⟶理をᚭᗏする。㻌

㻌

Ⅱ㻌 ලయ的取り組み事項㻌

㻌

１．経営ᒙでの取り組み㻌

（１）⣔⤫金融᳨ᰝ䝬䝙䝳ア䝹においてもồめられている、業務の೺全性・㐺ษ性を☜保するためのែ勢（内㒊

⤫ไ）の整備にಀる基本᪉㔪である「内㒊⤫ไ基本᪉㔪」に基づき、組⧊全యに࿘▱をᅗる。㻌

㻌

２．規⛬の策定とᚲ要なぢ直し㻌

（１）ἲ௧➼の改ṇにకう䝁ンプ䝷䜲アンス・䝬䝙䝳ア䝹のぢ直し㻌

㻌 㻌 㻌 㻌 ἲ௧➼の改ṇがあった場合には、䝁ンプ䝷䜲アンス・䝬䝙䝳ア䝹の内容ぢ直しを行う。㻌

㻌

（２）事業⥅続計画（䠞䠟Ｐ）及び䠞䠟Ｐ㐠用䝬䝙䝳ア䝹のぢ直し㻌

㻌 㻌 㻌 㻌 大規模⅏ᐖが発生した場合のＪＡの対ᛂ᪉㔪や業務⥅続に関する取り決めを定める事業⥅続計画（䠞䠟Ｐ）

及びᙺ職員のึ動対ᛂを整理した「事業⥅続計画（䠞䠟Ｐ）㐠用䝬䝙䝳ア䝹」のぢ直しを行う。㻌

㻌

３．不⚈事ᮍ然㜵Ṇに向けた取り組み㻌

（１）実効性ある自主᳨ᰝの実᪋㻌

①㻌 リスク⟶理ᢸ当㒊⨫は、本店ᢸ当㒊⨫と㐃ᦠし、県域の㔜Ⅼ項目設定を参⪃に自主᳨ᰝ項目のぢ直

しを行い、不⚈事ᮍ然㜵Ṇを㋃まえ、当ＪＡの実ែに༶した自主᳨ᰝ項目を設定する。㻌

䐠㻌 ྛ㒊門において、╔実に自主᳨ᰝを実᪋する。㻌

㻌

（２）㐃続職場㞳⬺の 㻝㻜㻜％実᪋㻌

①㻌 㐃続職場㞳⬺実᪋要㡿に基づき、対㇟者に対して、₃れなく実᪋する。㻌

䐠㻌 人事ローテーシ䝵ン実᪋要㡿における㛗期⁫␃者については、㐃続職場㞳⬺実᪋要㡿に‽じた取り

ᢅいを行う。㻌
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（３）人事ローテーシ䝵ンによる基‽年ᩘを㉸㐣する者のゎ消㻌

㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 人事ローテーシ䝵ン実᪋要㡿に定める基‽年ᩘを㉸える特౛ᘏ㛗対㇟者および特Ṧ業務ᚑ事者につ

いては、定期␗動を利用して計画的なゎ消をᅗる。㻌

㻌

（４）職員行動⟶理のᚭᗏ㻌

㻌 㻌 㻌 ①㻌 ⟶理職を対㇟に「職員行動䝏䜵ックリス䝖」「⟶理者行動䝏䜵ックリス䝖」によるⅬ᳨を実᪋し、㒊下の行

動⟶理を行う。㻌

㻌 㻌 㻌 䐠㻌 全職員を対㇟に、「職員行動自主Ⅼ᳨⾲」によるⅬ᳨を行い、自らの行動を᣺り㏉る機会を設ける。㻌

㻌

（５）䝁ンプ䝷䜲アンスព㆑の㔊成㻌

㻌 㻌 㻌 ①㻌 職場䝭ーティング及びᮅ♩において、当ＪＡの経営基本理念や職員行Ⅽ基‽のၐ和を行う。㻌

㻌 㻌 㻌 䐠㻌 ྛ✀会議・◊ಟを通じて、䝁ンプ䝷䜲アンス㐪反が発ぢされた場合のሗ࿌䝹ー䝖や不⚈事を㉳こした場

合のᠬ⨩ᣦ㔪を࿘▱するとともに、䝁ンプ䝷䜲アンス㐪反をチさない職場㢼ᅵの㔊成をᅗる。㻌

㻌

（６）内㒊通ሗไ度（ＪＡ䝦䝹プ䝷䜲ン）の活用㻌

㻌 㻌 㻌 㻌 全職員に対して、ＪＡグ䝹ープ福岡の内㒊通ሗไ度（ＪＡ䝦䝹プ䝷䜲ン）の䜹ー䝗を㓄ᕸしてไ度の࿘▱を

ᅗり、䝁ンプ䝷䜲アンス㐪反をぢ㏨さない職場㢼ᅵを㔊成するとともに、万が一、内㒊通ሗがあった場合に

は、事務ᒁである中ኸ会と㐃ᦠして㐺ษな対ᛂを行う。㻌 㻌

㻌

４．個人情ሗ保護ἲ関ಀ㻌

（１）個人䝕ータ取ᢅ台ᖒの整備と定期的なぢ直し㻌

個人䝕ータ取ᢅ台ᖒのᵝᘧ౛の改ṇにకい、当ＪＡの個人䝕ータ取ᢅ台ᖒᵝᘧ及び内容をぢ直し、ྛ

職場༢఩で個人䝕ータ取ᢅ台ᖒを整備する。㻌

また、個人䝕ータ取ᢅ台ᖒについては、年に 㻝回、内容をぢ直す。㻌

㻌

（２）個人䝕ータ⟶理台ᖒの㐠用࿘▱㻌

個人䝕ータ取ᢅ台ᖒにグ㍕された個人䝕ータの持ちฟしや⛣㏦・㏦信➼については、個人情ሗ取ᢅ⣽

๎に基づき、個人䝕ータ⟶理台ᖒにグ㍕するという㐠用面での࿘▱ᚭᗏをᅗる。㻌

㻌

５．ⱞ情➼処理対ᛂ㻌

（１）ⱞ情➼対ᛂグ㘓⡙の㐠用㻌

ྛ職場においては、ⱞ情➼処理対ᛂ要㡿（ⱞ情処理䝬䝙䝳ア䝹）に基づき、組合員➼からのⱞ情・相㻌

ㄯ➼の情ሗをもれなく「ⱞ情➼対ᛂグ㘓⡙」➼にグධし、所ᒓ㛗を経由して、リスク⟶理ᢸ当㒊⨫にሗ࿌

する。㻌

㻌

（２）ⱞ情➼相ㄯ❆口への対ᛂ㻌

組合員や地域利用者からのⱞ情・相ㄯを┿ᦸにཷけṆめ、㐃合会と㐃ᦠして、㐺ษな対ᛂを行う。㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌
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６．䝁ンプ䝷䜲アンスにಀる◊ಟ計画㻌

㻌 㻌 䝁ンプ䝷䜲アンスにಀる◊ಟを以下のような内容で、実᪋する。㻌

㻌 㻌 以下にᥖ䛢る◊ಟの䜋か、ྛ✀会議య➼の中で、䝁ンプ䝷䜲アンス・䝬䝙䝳ア䝹➼を活用して、䝁ンプ䝷䜲アン

スព㆑の㔊成をᅗる。㻌

また、ἲ௧➼の改ṇが行われた場合には、ᚲ要にᛂじ◊ಟ会を開ദすることとする。㻌

㻌

対㇟者㻌 実᪋㢖度㻌 ◊ಟ内容᱌㻌

常໅ᙺ員㻌

（全య職員◊ಟ）㻌
年２回㻌 እ㒊ㅮᖌ➼による◊ಟ㻌

非常໅ᙺ員㻌

（理事及び┘事）㻌
年１回㻌 እ㒊ㅮᖌ➼による◊ಟ㻌

職員㻌

（全య職員◊ಟ）㻌
年２回㻌 እ㒊ㅮᖌ➼による◊ಟ㻌

᪂ධ職員◊ಟ㻌 年１回㻌
䝁ンプ䝷䜲アンスのព義㻌

䝁ンプ䝷䜲アンスែ勢について㻌

㻌

Ⅲ㻌 䝁ンプ䝷䜲アンスにಀる┘ᰝ計画㻌

㻌 㻌 㻌 ┘ᰝ項目及び┘ᰝ実᪋᫬期については、内㒊┘ᰝ計画による。㻌

㻌

Ⅳ㻌 䝁ンプ䝷䜲アンス・プログ䝷ムの進ᤖ⟶理のᚭᗏと改善㻌

１．䝁ンプ䝷䜲アンス・プログ䝷ムの進ᤖ⟶理のᚭᗏ㻌

リスク⟶理ᢸ当㒊⨫は、ୖグ取り組み事項についてྛ㒊門からのሗ࿌やྛ㒊門への䝰䝙タリング➼を通

じて進ᤖ⟶理を行うとともに、進ᤖ状況を༙期䛤とに常໅ᙺ員会及び理事会にሗ࿌し、組⧊全యで䝁ンプ䝷

䜲アンス・プログ䝷ムのᒚ行・㐩成状況を☜ㄆする。㻌

㻌

２．䝁ンプ䝷䜲アンス・プログ䝷ムのぢ直し㻌

自主᳨ᰝの結果や、内㒊┘ᰝ・┘事┘ᰝ結果や┘ᰝ機ᵓ┘ᰝ・行政᳨ᰝ結果➼を㋃まえ、年度㏵中で

᪂たな対策や᪤に取り組䜣でいる事項の大ᖜなぢ直しがᚲ要となった場合には、㐺ᐅ、䝁ンプ䝷䜲アンス・プ

ログ䝷ムのぢ直し・改善を行う。㻌

㻌

䊤㻌 実᪋期間㻌

㻌 㻌 㻌 平成３１年４月１日から１年間を実᪋期間とする。㻌

㻌

䕺金融Ａ䠠䠮ไ度への対ᛂ㻌

㻌 ①㻌 ⱞ情処理ᥐ⨨の内容㻌

㻌 㻌 㻌

当ＪＡでは、ⱞ情処理ᥐ⨨として、業務㐠営యไ・内㒊規๎➼を整備のうえ、その内容を䝩ーム䝨ー

ジ・䝏䝷シ➼でබ⾲するとともに、一般♫ᅋἲ人ＪＡバンク相ㄯ所（㟁ヰ䠖㻜㻟㻙㻢㻤㻟㻣㻙㻝㻟㻡㻥）やＪＡඹ済㐃相

ㄯཷ௜センター（㟁ヰ䠖㻜㻝㻞㻜㻙㻡㻟㻢㻙㻜㻥㻟）とも㐃ᦠし、㎿㏿かつ㐺ษな対ᛂにດめ、ⱞ情➼のゎ決をᅗりま

す。㻌

㻌

当ＪＡのⱞ情➼ཷ௜❆口㻌 （月䡚金㻌 ９᫬䡚１７᫬㻌 㟁ヰ䠖㻜㻥㻣㻥㻙㻤㻞㻙㻡㻡㻡㻡）㻌
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㻌 䐠㻌 ⣮தゎ決ᥐ⨨の内容㻌

㻌 㻌 㻌

当ＪＡでは、⣮தゎ決ᥐ⨨として、次のእ㒊機関を利用しています。㻌

㻌 㻌 㻌 㻌 㻌

・信用事業㻌

福岡県ᘚ護ኈ会⣮தゎ決センター㻌 㻌 㻌ኳ⚄ᘚ護ኈセンター㻌 㻌 㻌 㻌 （㟁ヰ䠖㻜㻥㻞㻙㻣㻠㻝㻙㻟㻞㻜㻤）㻌

福岡県ᘚ護ኈ会⣮தゎ決センター㻌 㻌 ໭஑ᕞἲᚊ相ㄯセンター㻌 （㟁ヰ䠖㻜㻥㻟㻙㻡㻢㻝㻙㻜㻟㻢㻜）㻌

福岡県ᘚ護ኈ会⣮தゎ決センター㻌 㻌 ஂ␃米ἲᚊ相ㄯセンター㻌 （㟁ヰ䠖㻜㻥㻠㻞㻙㻟㻜㻙㻜㻝㻠㻠）㻌

なお、福岡県ᘚ護ኈ会に直᥋⣮தゎ決をお⏦し❧ていただくこともྍ⬟です。㻌

㻌 㻌 㻌 ・ඹ済事業㻌

㻔一♫㻕㻌 日本ඹ済協会㻌 ඹ済相ㄯ所㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 （㟁ヰ䠖㻜㻟㻙㻡㻟㻢㻤㻙㻡㻣㻡㻣）㻌

㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㼔㼠㼠㼜㼟㻦㻛㻛㼣㼣㼣㻚㼖㼏㼕㼍㻚㼛㼞㻚㼖㼜㻛㼍㼐㼢㼕㼟㼛㼞㼥㻛㼕㼚㼐㼑㼤㻚㼔㼠㼙㼘㻌

㻔一財㻕㻌 自㈺㈐保㝤䡡ඹ済⣮த処理機ᵓ㻌

㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㼔㼠㼠㼜㻦㻛㻛㼣㼣㼣㻚㼖㼕㼎㼍㼕㻙㼍㼐㼞㻚㼛㼞㻚㼖㼜㻛㻌

㻔බ財㻕㻌 日ᘚ㐃交通事ᨾ相ㄯセンター㻌

㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㼔㼠㼠㼜㻦㻛㻛㼣㼣㼣㻚㼚㻙㼠㼍㼏㼏㻚㼛㼞㻚㼖㼜㻛㻌

㻔බ財㻕㻌 交通事ᨾ⣮த処理センター㻌

㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㼔㼠㼠㼜㻦㻛㻛㼣㼣㼣㻚㼖㼏㼟㼠㼍㼐㻚㼛㼞㻚㼖㼜㻛㻌

日本ᘚ護ኈ㐃合会㻌 ᘚ護ኈ保㝤Ａ䠠䠮㻌

㼔㼠㼠㼜㼟㻦㻛㻛㼣㼣㼣㻚㼚㼕㼏㼔㼕㼎㼑㼚㼞㼑㼚㻚㼛㼞㻚㼖㼜㻛㼍㼏㼠㼕㼢㼕㼠㼥㻛㼞㼑㼟㼛㼘㼡㼠㼕㼛㼚㻛㼘㼍㼏㻚㼔㼠㼙㼘㻌

㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 ྛ機関の㐃⤡先㻔ఫ所・㟁ヰ␒ྕ㻕につきましては、ୖグ䝩ーム䝨ージを䛤ぴください。㻌

㻌

䕺金融ၟ品の່ㄏ᪉㔪㻌

㻌

当ＪＡは、金融ၟ品㈍売ἲの㊃᪨に๎り、㈓金・定期積金・ඹ済・その他金融ၟ品の㈍売➼の່ㄏにあたっ

ては、次の事項を㑂Ᏺし、組合員・利用者のⓙさまの❧場にたった່ㄏにດめるとともに、より一ᒙの信頼を

いただけるようດめます。㻌

㻌

㼇㻌 ່㻌 ㄏ㻌 ᪉㻌 㔪㻌 㼉㻌

㻌

１．�組合員・利用者のⓙさまのၟ品利用目的ならびに▱㆑、経㦂、財産の状況及び⛣行を⪃៖のうえ、㐺ษ

な金融ၟ品の່ㄏと情ሗの提供を行います。㻌

２．�組合員・利用者のⓙさまに対し、ၟ品内容や当ヱၟ品のリスク内容など㔜要な事項を十分に理ゎしてい

ただくようດめます。㻌

３．�不☜実な事項について᩿定的なุ᩿を♧したり、事実でない情ሗを提供するなど、組合員・利用者のⓙ

さまのㄗゎをᣍくようなㄝ明は行いま䛫䜣。㻌

４．�お⣙᮰のある場合を㝖き、組合員・利用者のⓙさまにとって不㒔合とᛮわれる᪩ᮅ・深ኪの᫬間ᖏでの

ゼၥ・㟁ヰによる່ㄏは行いま䛫䜣。㻌

５．�組合員・利用者のⓙさまに対し、㐺ษな່ㄏが行われるようᙺ職員の◊ಟの඘実にດめます。㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌
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䕺個人情ሗ保護᪉㔪・情ሗセ䜻䝳リティ基本᪉㔪㻌

㻌

福岡京築農業協ྠ組合㻌 個人情ሗ保護᪉㔪㻌
福 岡 京 築 農 業 協 ྠ 組 合㻌

（ 平 成 ２ ５ 年 ４ 月 １ 日 ไ 定 ）㻌

（ 平 成 ３ ０ 年 １ 月 １ 日 改 定 ）㻌

福岡京築農業協ྠ組合（以下「当組合」といいます。）は、組合員・利用者➼のⓙᵝの個人情ሗをṇしく取りᢅうことが当組合の事業活動の基本であり㻌

♫会的㈐務であることをㄆ㆑し、以下の᪉㔪を㑂Ᏺすることをㄋ⣙します。㻌

１．関㐃ἲ௧➼の㑂Ᏺ㻌

当組合は、個人情ሗを㐺ṇに取ᢅうために、「個人情ሗの保護に関するἲᚊ」（以下「保護ἲ」といいます。）その他、個人情ሗ保護に関する関ಀㅖἲ௧

および個人情ሗ保護ጤ員会の䜺䜲䝗䝷䜲ン➼に定められた義務をㄔ実に㑂Ᏺします。㻌

個人情ሗとは、保護ἲ第 㻞᮲第 㻝項、第 㻞 項に規定する、生Ꮡする個人に関する情ሗで、特定の個人を㆑ูできるものをいい、以下もྠᵝとします。㻌

また、当組合は、特定個人情ሗを㐺ṇに取ᢅうために、「行政手続における特定の個人を㆑ูするための␒ྕの利用➼に関するἲᚊ」（以下「␒ྕ利用

ἲ」といいます。）その他、特定個人情ሗの㐺ṇな取ᢅいに関する関ಀㅖἲ௧および䜺䜲䝗䝷䜲ン➼に定められた義務をㄔ実に㑂Ᏺします。㻌

特定個人情ሗとは、␒ྕ利用ἲ第 㻞᮲第 㻤項に規定する、個人␒ྕをその内容にྵむ個人情ሗをいい、以下もྠᵝとします。㻌

２．利用目的㻌 㻌

当組合は、個人情ሗの取ᢅいにおいて、利用目的をできる㝈り特定したうえ、あらかじめ䛤本人のྠពを得た場合およびἲ௧により౛እとしてᢅわれる

べき場合を㝖き、その利用目的の㐩成にᚲ要な⠊ᅖ内でのみ個人情ሗを利用します。ただし、特定個人情ሗにおいては、利用目的を特定し、䛤本人のྠ

ពの᭷↓に関わら䛪、利用目的の⠊ᅖを㉸えた利用は行いま䛫䜣。㻌

䛤本人とは、個人情ሗによって㆑ูされる特定の個人をいい、以下ྠᵝとします。㻌

利用目的は、ἲ௧により౛እとしてᢅわれるべき場合を㝖き、あらかじめබ⾲するか、取得ᚋ㏿やかに䛤本人に通▱し、またはබ⾲します。ただし、䛤本

人から直᥋᭩面で取得する場合には、あらかじめ明♧します。㻌

３．㐺ṇ取得㻌 㻌

当組合は、個人情ሗを取得する㝿、㐺ṇかつ㐺ἲな手ẁで取得いたします。㻌

４．Ᏻ全⟶理ᥐ⨨㻌 㻌

当組合は、取ᢅう個人䝕ータ及び特定個人情ሗを利用目的の⠊ᅖ内でṇ☜・᭱᪂の内容に保つようດめ、またᏳ全⟶理のためにᚲ要・㐺ษなᥐ⨨をㅮ

じᙺ職員およびጤク先を㐺ṇに┘╩します。㻌

個人䝕ータとは、保護ἲ第 㻞᮲第 㻢項が規定する、個人情ሗ䝕ータ䝧ース➼（保護ἲ第 㻞᮲第 㻠 項）をᵓ成する個人情ሗをいい、以下ྠᵝとします。㻌

５．༏ྡ加ᕤ情ሗの取ᢅい㻌

当組合は、༏ྡ加ᕤ情ሗ（保護ἲ第２᮲第９項）の取ᢅいに関して消費者のᏳ心感・信頼感を得られるよう、保護ἲの規定にᚑう䜋か、個人情ሗ保護ጤ

員会の䜺䜲䝗䝷䜲ン、ㄆ定個人情ሗ保護ᅋయの個人情ሗ保護ᣦ㔪➼に๎して、パー䝋䝘䝹䝕ータの㐺ṇかつ効果的な活用を᥎進いたします。㻌 㻌

６．第୕者提供のไ㝈㻌 㻌

当組合は、ἲ௧により౛እとしてᢅわれるべき場合を㝖き、あらかじめ䛤本人のྠពを得ることなく、個人䝕ータを第୕者に提供しま䛫䜣。㻌

また、当組合は、␒ྕ利用ἲ第 㻝㻥 ᮲ྛྕにより౛እとしてᢅわれるべき場合を㝖き、䛤本人のྠពの᭷↓に関わら䛪、特定個人情ሗを第୕者に提供し

ま䛫䜣。㻌

７．機ᚤ（センシティブ）情ሗの取りᢅい㻌 㻌

当組合は、䛤本人の機ᚤ（センシティブ）情ሗ（要㓄៖個人情ሗ୪びにປാ組合への加┕、門地・本⡠地、保೺་⒪➼に関する情ሗ）については、ἲ௧➼

に基づく場合や業務㐙行ୖᚲ要な⠊ᅖにおいて䛤本人のྠពをいただいた場合➼を㝖き、取得・利用・第୕者提供はいたしま䛫䜣。㻌

８．開♧・ゞṇ➼㻌

当組合は、保᭷個人䝕ータにつき、ἲ௧に基づき䛤本人からの開♧、ゞṇ➼にᛂじます。㻌

保᭷個人䝕ータとは、保護ἲ第 㻞᮲第 㻣項に規定する䝕ータをいいます。㻌

９．ⱞ情❆口㻌 㻌

当組合は、個人情ሗにつき、䛤本人からの㉁ၥ・ⱞ情に対し㎿㏿かつ㐺ษに取り組み、そのための内㒊యไの整備にດめます。㻌

㻝㻜．⥅続的改善㻌 㻌

当組合は、個人情ሗについて、㐺ṇな内㒊┘ᰝを実᪋するなどして、本保護᪉㔪の⥅続的な改善にດめます。㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 以㻌 ୖ㻌
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㻌

福岡京築農業協ྠ組合㻌 情ሗセ䜻䝳リティ基本᪉㔪㻌

㻌

福 岡 京 築 農 業 協 ྠ 組 合㻌

（平 成 ２５年 ４月 １日 ไ 定 ）㻌

（平 成 ２８年 １月 ４日 改 ṇ ）㻌

福岡京築農業協ྠ組合（以下、「当組合」といいます。）は、組合員・利用者➼のⓙᵝとの信頼関ಀを

強化し、より一ᒙのᏳ心とサービスを提供するため、組合内の情ሗおよびお㡸かりした情ሗのセ䜻䝳リテ

ィの☜保と日䚻の改善にດめることが当組合の事業活動の基本であり、♫会的㈐務であることをㄆ㆑し、

以下の᪉㔪を㑂Ᏺすることをㄋ⣙します。㻌

㻌

（１）当組合は、情ሗ資産を㐺ṇに取ᢅうため、䝁ン䝢䝳ータ≢⨥に関するἲᚊ、不ṇアクセス行Ⅽの⚗Ṇ

に関するἲᚊ、䠥Ｔ基本ἲその他の情ሗセ䜻䝳リティに関ಀするㅖἲ௧、および農ᯘỈ産大⮧をはじめ

主務大⮧のᣦᑟによる義務をㄔ実に㑂Ᏺします。㻌

㻌

（２）当組合は、情ሗの取ᢅい、情ሗシステムならびに情ሗ䝛ッ䝖䝽ークの⟶理㐠用にあたり、㐺ษな人的

㻔組⧊的㻕・物理的・ᢏ⾡的Ᏻ全⟶理ᥐ⨨を実᪋し、情ሗ資産に対する不ṇな౵ධ、⣮ኻ、₃ὤ、改䛦

䜣、◚ቯ、利用ጉᐖ➼が発生しないようດめます。㻌

㻌

（３）当組合は、情ሗセ䜻䝳リティに関して、業務にᚑ事する者のᙺ๭を定め、情ሗセ䜻䝳リティ基本᪉㔪に

基づき、組合全యで情ሗセ䜻䝳リティを᥎進できるయไを維持します。㻌

㻌

（４）当組合は、万一、情ሗセ䜻䝳リティを౵ᐖするような事㇟が発生した場合、そのཎᅉを㎿㏿にゎ明し、

⿕ᐖを᭱ᑠ㝈にṆめるようດめます。㻌

㻌

（５）当組合は、ୖグの活動を⥅続的に行うとྠ᫬に、᪂たな⬣ጾにも対ᛂできるよう、情ሗセ䜻䝳リティ䝬

䝛ジメン䝖システムを☜❧し、維持改善にດめます。㻌

以㻌 㻌 ୖ㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

䕺内㒊┘ᰝయไ㻌

㻌 㻌

当ＪＡでは、内㒊┘ᰝ㒊門を⿕┘ᰝ㒊門から⊂❧して設⨨し、経営全般にわたる⟶理及びྛ㒊門の業務の㐙

行状況を、内㒊⟶理యไの㐺ษ性と᭷効性のほⅬから᳨ド・ホ価し、改善事項の㐺ษ性の維持・改善にດめて

います。㻌

また、内㒊┘ᰝは、ＪＡの本店・支店のすべてを対㇟とし、年間の内㒊┘ᰝ計画に基づき実᪋しています。┘ᰝ

結果は、௦⾲理事組合㛗及び┘事にሗ࿌したのち⿕┘ᰝ㒊門に通▱され、定期的に⿕┘ᰝ㒊門の改善取り組

み状況を䝣䜷ローアップしています。また、┘ᰝ結果の概要を定期的に理事会にሗ࿌することとしていますが、特

に㔜要な事項については、直ちに理事会、௦⾲理事組合㛗、┘事にሗ࿌し、㏿やかに㐺ษなᥐ⨨をㅮじていま

す。㻌

㻌 㻌

㻌

- 27 -



 

６．自己資本の状況㻌

㻌

䕺自己資本比率の状況㻌

㻌

当ＪＡでは、ከᵝ化するリスクに対ᛂするとともに、組合員や利用者の䝙ーズにᛂえるため、財務基┙の強

化を経営の㔜要課題として取り組䜣でいます。内㒊␃保にດめるとともに、不Ⰻമᶒ処理及び業務の効率化

➼に取り組䜣だ結果、平成３１年３月ᮎにおける自己資本比率は、１１．５６％となりました。㻌

㻌

䕺経営の೺全性の☜保と自己資本の඘実㻌

㻌 㻌 㻌 当ＪＡの自己資本は、組合員のᬑ通ฟ資によっています。㻌

㻌

䕿㻌 ᬑ通ฟ資による資本調㐩㢠㻌 㻌

項㻌 㻌 㻌 目㻌 内㻌 㻌 㻌 容㻌

発行主య㻌 福岡京築農業協ྠ組合㻌

資本調㐩手ẁの✀㢮㻌 ᬑ通ฟ資㻌

䝁ア資本にಀる基♏項目に⟬ධした㢠㻌
２，８２３ⓒ万円㻌

㻔๓年度㻌 ２，８２９ⓒ万円㻕㻌

㻌

㻌 㻌 㻌

㻌 㻌 㻌 当ＪＡは、「自己資本比率⟬ฟ要㡿」をไ定し、㐺ṇなプロセスにより自己資本比率をṇ☜に⟬ฟして、当ＪＡ

がᢪえる信用リスクや䜸䝨䝺ーシ䝵䝘䝹・リスクの⟶理及びこれらのリスクに対ᛂした十分な自己資本の維持を

ᅗるとともに、内㒊␃保の積み増しにより自己資本の඘実にດめています。㻌
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１． 信用事業資産 153,012,459,190 152,849,630,481

(1) 983,206,732 1,014,980,273

(2) 135,464,843,856 134,844,755,902

系統預金 135,432,611,689 134,802,467,660

系統外預金 32,232,167 42,288,242

(3) 有価証券 3,315,721,621 3,578,500,000

国債 1,356,030,811 1,478,540,000

地方債 1,858,955,281 1,988,950,000

社債 100,735,529 111,010,000

(4) 貸出金 13,241,820,200 13,362,537,294

(5) その他の信用事業資産 62,322,056 52,603,742

未収収益 47,226,504 38,587,606

その他の資産 15,095,552 14,016,136

貸倒引当金 △ 55,455,275 △ 3,746,730

２． 共済事業資産 132,515,277 107,150

(1) 共済貸付金 131,010,322 ―

(2) 共済未収利息 1,422,096 ―

(3) その他共済事業資産 82,859 107,150

３． 経済事業資産 1,870,181,825 1,939,635,642

(1) 受取手形 ― 410,000

(2) 経済事業未収金 708,593,470 773,308,668

(3) 経済受託債権 816,940,292 806,261,085

(4) 棚卸資産 336,397,168 294,208,184

購買品 320,602,450 275,668,624

印紙・証紙 3,437,226 3,815,176

原材料・仕掛品 3,525,960 3,176,736

その他の棚卸資産 8,831,532 11,547,648

(5) その他の経済事業資産 30,920,972 91,232,754

(6) 貸倒引当金 △ 22,670,077 △ 25,785,049

４． 雑資産 644,997,123 605,655,119

　(（１）貸倒引当金） (△215,122) (△1,275,670)

５． 固定資産 6,814,380,395 6,836,975,603

(1) 有形固定資産 6,807,901,362 6,831,997,337

建物 6,604,591,091 6,519,917,855

機械装置 1,918,446,857 1,943,743,115

土地 5,013,716,754 4,977,708,347

建設仮勘定 179,170,099 428,906,903

その他の有形固定資産 1,665,353,283 1,662,942,951

減価償却累計額 △ 8,573,376,722 △ 8,701,221,834

(2) 無形固定資産 6,479,033 4,978,266

その他の無形固定資産 6,479,033 4,978,266

６． 外部出資 4,506,398,481 4,506,401,481

(1) 外部出資 4,506,398,481 4,506,401,481

系統出資 4,229,513,300 4,229,513,300

系統外出資 276,885,181 276,888,181

７． 繰延税金資産 137,573,666 90,848,187

167,118,505,957 166,829,253,663

３０年度実績

資　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　産

(6)

資 産 の 部 合 計

Ⅵ．直近の２事業年度における財産の状況に関する事項

１．決算の状況

　◆貸借対照表

科　　　　　　　　　　目 ２９年度実績

(資産の部)

現金

預金
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（༢఩䠖෇）

１． 信用事業㈇債 156,899,967,355 156,154,712,855

(1) 156,741,953,645 155,959,703,492

(2) 20,951,148 15,453,966

(3) その他の信用事業㈇債 137,062,562 179,555,397

　未ᡶ㈝用 53,625,144 72,243,297

　その他の㈇債 83,437,418 107,312,100

２． 共済事業㈇債 774,317,284 688,826,530

(1) 共済借ධ金 131,010,322 ―

(2) 共済資金 335,282,782 397,426,873

(3) 共済未ᡶ利息 1,422,096 ―

(4) 未経㐣共済付ຍ収ධ 306,332,804 291,399,657

(5) その他の共済事業㈇債 269,280 ―

３． 経済事業㈇債 1,191,063,055 1,146,287,525

(1) 経済事業未ᡶ金 469,797,853 517,551,477

(2) 経済受託債ົ 683,388,783 591,923,081

(3) その他の経済事業㈇債 37,876,419 36,812,967

４． 設ഛ借ධ金 80,000,000 40,000,000

５． 雑㈇債 271,813,855 563,316,585

(1) 未ᡶἲே税➼ 45,000,000 108,000,000

(2) 資産㝖ཤ債ົ 5,168,830 5,258,922

(3) その他の㈇債 221,645,025 450,057,663

６． ㅖ引当金 582,390,079 641,238,830

(1) ㈹୚引当金 112,000,000 106,816,600

(2) ㏥⫋⤥付引当金 454,884,879 511,148,230

(3) ᙺဨ㏥⫋៘ປ引当金 15,505,200 23,274,000

７． ෌ホ価にಀる繰延税金㈇債 328,433,699 320,287,782

160,127,985,327 159,554,670,107

１． ⤌合ဨ資ᮏ 6,423,742,714 6,513,550,247

(1) 出資金 2,829,469,000 2,823,420,000

(2) 利益๫వ金 3,621,883,714 3,721,604,247

　利益‽ഛ金 1,303,000,000 1,328,000,000

　その他利益‽ഛ金 2,318,883,714 2,393,604,247

　Ⴀ㎰㈍኎事業ᙉ໬✚❧金 240,000,000 240,000,000

　信用事業ᇶ┙ᙉ໬✚❧金 150,000,000 150,000,000

　資金㐠用䝸䝇䜽✚❧金 100,000,000 100,000,000

　᪋設・設ഛの取ᚓ✚❧金 340,000,000 340,000,000

　䠥䠰関㐃ᇶ┙ᙉ໬✚❧金 60,000,000 60,000,000

　合ే10࿘年グᛕ✚❧金 8,000,000 10,000,000

　⡿価価᱁ኚື対⟇✚❧金 39,032,838 41,335,346

　減ᦆ・఍計ᇶ‽ኚ᭦✚❧金 50,680,604 ―

　≉ู✚❧金 1,083,276,530 1,083,276,530

　当ᮇ未ฎศ๫వ金 247,893,742 368,992,371

　　（䛖䛱当ᮇ๫వ金） (103,429,417) (132,180,654)

(3) ฎศ未済ᣢศ △ 27,610,000 △ 31,474,000

２． ホ価・᥮算ᕪ額➼ 566,777,916 761,033,309

(1) その他有価証券ホ価ᕪ額金 82,265,136 272,078,998

(2) 土地෌ホ価ᕪ額金 484,512,780 488,954,311

6,990,520,630 7,274,583,556

167,118,505,957 166,829,253,663

３０年度実績

㈇　　　債　　　ཬ　　　䜃　　　⣧　　　資　　　産

㈓金

借ධ金

㈇　　債　　の　　部　　合　　計

(⣧資産の部)

⣧　資　産　の　部　合　計　

㈇ 債 ཬ 䜃 ⣧ 資 産 の 部 合 計

科　　　　　　　　　　目 ２９年度実績

(㈇債の部)
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　◆損益計算書

１ 3,717,146,776 3,900,690,166

（１） 信用事業収益 1,214,948,963 1,268,081,503

   資金運用収益 1,129,888,225 1,197,506,004

 　（うち預金利息） （ 726,823,909 ） （ 800,896,929 ）

 　（うち有価証券利息） （ 50,291,888 ） （ 49,507,916 ）

 　（うち貸出金利息） （ 225,214,308 ） （ 215,158,431 ）

　 （うちその他受入利息） （ 127,558,120 ） （ 131,942,728 ）

   役務取引等収益 39,626,504 38,526,894

   その他事業直接収益 2,002 ―

   その他経常収益 45,432,232 32,048,605

（２） 信用事業費用 181,025,853 117,524,446

   資金調達費用 73,542,959 72,258,278

   （うち貯金利息） （ 72,379,868 ） （ 71,366,018 ）

   （うち給付補填備金繰入） （ 917,891 ） （ 710,277 ）

   （うち借入金利息） （ 245,200 ） （ 181,983 ）

   役務取引等費用 11,937,282 11,772,931

   その他経常費用 95,545,612 33,493,237

   （うち貸倒引当金戻入益） （ △ 687,429 ） （ △ 40,342,516 ）

 信用事業総利益 1,033,923,110 1,150,557,057

（３） 共済事業収益 1,159,820,286 1,142,267,128

   共済付加収入 1,084,349,507 1,065,099,908

   共済貸付金利息 2,931,340 1,143,823

   その他の収益 72,539,439 76,023,397

（４） 共済事業費用 63,985,630 57,887,437

   共済借入金利息 2,931,340 1,143,823

   共済推進費 51,078,607 49,000,980

   共済保全費 113,140 128,696

   その他の費用 9,862,543 7,613,938

 共済事業総利益 1,095,834,656 1,084,379,691

（５） 購買事業収益 4,635,480,050 4,773,002,106

   購買品供給高 4,557,463,783 4,704,713,616

   修理サービス料 48,720,313 47,715,210

   その他の収益 29,295,954 20,573,280

（６） 購買事業費用 3,982,575,437 4,066,734,378

   購買品供給原価 3,834,815,555 3,915,242,517

   購買品供給費 87,337,828 87,901,070

   修理サービス費 19,332,824 20,476,020

   その他の費用 41,089,230 43,114,771

   （うち貸倒引当金繰入額） （ 580,799 ） （ 2,047,079 ）

 購買事業総利益 652,904,613 706,267,728

（７） 販売事業収益 556,762,991 551,516,411

   販売品販売高 159,667,914 174,843,270

   販売手数料 352,661,540 337,381,597

   その他の収益 44,433,537 39,291,544

（８） 販売事業費用 173,190,415 184,535,754

   販売品販売原価 129,116,654 146,487,109

   その他の費用 44,073,761 38,048,645

   （うち貸倒引当金繰入額） （ 198,231 ） （ 1,085,564 ）

 販売事業総利益 383,572,576 366,980,657

（９） 保管事業収益 20,606,474 19,737,316

（10） 保管事業費用 6,333,949 5,003,909

 保管事業総利益

（11） 加工事業収益 28,942,977 29,617,780

（12） 加工事業費用 27,465,752 29,918,022

 加工事業総利益

３０年度実績

14,733,407

㻙300,242

14,272,525

1,477,225

科                    目 ２９年度実績

．事 業 総 利 益
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（13） 利用事業収益 698,473,553 722,076,247

（14） 利用事業費用 400,803,336 416,716,176

 利用事業総利益 297,670,217 305,360,071

（15） ⴿ⚍事業収益 533,878,563 602,528,011

（16） ⴿ⚍事業費用 318,054,249 356,378,400

 ⴿ⚍事業総利益 215,824,314 246,149,611

（17） ⚟♴事業収益 110,032,971 112,021,871

（18） ⚟♴事業費用 49,220,345 47,818,466

 ⚟♴事業総利益 60,812,626 64,203,405

（19） その他事業収益 17,202,719 15,253,176

（20） その他事業費用 3,080,998 2,238,645

 ⚟♴事業総利益 14,121,721 13,014,531

（21） ᣦᑟ事業収入 17,191,288 19,138,187

（22） ᣦᑟ事業ᨭ出 70,458,095 69,793,937

 ᣦᑟ事業収ᨭᕪ額 △ 53,266,807 △ 50,655,750

2 3,614,385,531 3,581,051,842

（１） ே௳費 2,640,026,828 2,616,023,844

（２） 業務費 312,031,388 320,696,531

（３） ㅖ⛯㈇ᢸ金 110,667,204 107,990,985

（４） ᪋タ費 533,715,013 517,999,406

（５） その他事業管理費 17,945,098 18,341,076

   事 業 利 益

3 142,133,368 122,089,311

（１） 受取㞧利息 55,790 42,456

（２） 受取出資㓄当金 76,664,500 75,804,600

（３） ㈤貸料 39,828,512 39,477,431

（４） 㞧収入 25,584,566 6,764,824

4 10,870,881 9,205,218

（１） ᨭᡶ㞧利息 732,368 451,601

（２） ᐤ付金 82,000 84,000

（３） 㞧損ኻ 889,061 239,512

（４） ㈤貸費用 9,167,452 8,430,105

  経 常 利 益

5 6,032,278 30,842,138

（１） ᅛᐃ資⏘ฎศ益 2,217,552 142,520

（２） ⅏ᐖ共済金 2,989,726 4,699,618

（３） その他の≉ู利益 825,000 26,000,000

6 84,729,931 240,343,856

（１） ᅛᐃ資⏘ฎศ損 283,647 666,454

（２） ῶ損損ኻ 84,446,284 239,677,402

60,163,484 124,983,084

△ 8,266,822 △ 34,143,039

51,896,662 90,840,045

57,903,619 50,572,644

఍計᪉㔪のኚ᭦䛻䜘䜛⣼✚ⓗᙳ㡪額 4,671,714 ―

఍計᪉㔪のኚ᭦䜢཯ᫎ䛧䛯当ᮇ㤳繰㉺๫వ金 62,575,333 ―

△ 22,557,292 △ 4,441,531

84,446,284 170,680,604

20,000,000 20,000,000

247,893,742 368,992,371

Ⴀ㎰᣺⯆ᨭ᥼✚❧金取ᔂ額

 当ᮇᮍฎศ๫వ金

（༢ ఩ 䠖 ෇）

３０年度実績

319,638,324

432,522,417

223,020,699

103,429,417

 当ᮇ㤳繰㉺๫వ金

 ᅵᆅ෌ホ価ᕪ額金取ᔂ額

 ῶ損䞉఍計ᇶ‽ኚ᭦✚❧金取ᔂ額

132,180,654

ἲே⛯䞉ఫẸ⛯ཬ䜃事業⛯

ἲே⛯等調ᩚ額

ἲே⛯等ྜ計

 当ᮇ๫వ金

234,023,732

．≉ ู 利 益

．≉ ู 損 ኻ

 ⛯引๓当ᮇ利益 155,326,079

．事 業 管 理 費

102,761,245

．事 業 እ 収 益

．事 業 እ 費 用

科                    目 ２９年度実績
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Ⅰ．重要な会計方針に係る事項に関する注記

１. 資産の評価基準及び評価方法
（1）有価証券の評価基準及び評価方法
有価証券の評価基準及び評価方法は、次のとおりです。

 期末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産

 直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）

（2）棚卸資産の評価基準及び評価方法
棚卸資産の評価基準及び評価方法は、次のとおりです。

２. 固定資産の減価償却の方法
　（1）有形固定資産

①建物

ａ）平成10年3月31日以前に取得したもの・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・旧定率法

ｂ）平成10年4月1日から平成19年3月31日までに取得したもの・・・・・・・・・・・旧定額法

ｃ）平成19年4月1日以後に取得したもの ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・定額法

②建物以外

ａ）平成19年3月31日までに取得したもの・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・旧定率法

ｂ）平成19年4月1日から平成24年3月31日までに取得したもの ・・・・・・・・・・・　定率法(250％定率法)

ｃ）平成24年4月1日以後に取得したもの ・・・・・・・・・・・ 　定率法(200％定率法)

③建物附属設備及び構築物

　　平成28年4月1日以後に取得したもの・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・定額法

耐用年数及び残存価額については、法人税法に規定する方法と同一の基準によっています。

また、取得価額10万円以上20万円未満の減価償却資産については、法人税法の規定に基づき、

3年間で均等償却を行っています。

（2）無形固定資産 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・定額法
自組合利用ソフトウェアについては、当組合における利用可能期間(5年)に基づく定額法に

より償却しています。

 移動平均法による原価法

◆平成29年度　注記表

種　　類 評価基準及び評価方法

評価基準及び評価方法

平成29年4月1日から平成30年3月31日まで

 償却原価法(定額法)

その他有価証券
（時価のあるもの）

購　買　品

原材料、仕掛品

印紙・証紙

種　　類

満期保有目的の債券

その他有価証券
（時価のないもの）

 個別法による原価法

 （収益性の低下による簿価切下げの方法）

 売価還元法による原価法
 （収益性の低下による簿価切下げの方法）

 最終仕入原価法による原価法

 （収益性の低下による簿価切下げの方法）
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３． 引当金の計上基準

　（1）貸倒引当金

　貸倒引当金は、あらかじめ定めている資産の償却・引当基準及び経理規程に基づき、次のとおり

計上しています。

一定期間における貸倒実績等から算出した貸倒実績率に基づき算出した金額を計上しています。

　実質破綻先債権及び破綻先債権については、債権額から、早期処分を前提とした担保の処分可能

見込額及び保証による回収が可能と認められる額を控除し、その残額を引当てています。

　なお、すべての自己査定は、資産査定基準に基づき、資産査定部署が実施し、当該部署から独立

した監査部署が査定結果を監査しており、その査定結果に基づいて上記の引当を行っています。

　（2）賞与引当金

　職員に対する賞与支給に充てるため、当期に発生していると認められる額を支給見込額基準によ

り算定し、計上しています。

　（3）退職給付引当金

　職員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務の見込額に基づき、当事業年

度に発生していると認められる額を計上しています。

①　退職給付見込額の期間帰属方法

　 退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度までの期間に帰属させる方法につ

　いては、期間定額基準によっています。

②　数理計算上の差異の費用処理方法

数理計算上の差異については、発生年度の職員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（10年）

　による定額法により、発生事業年度から費用処理することとしています。

　（4）役員退職慰労引当金

　役員の慰労金の支払いに備えるため、役員退職慰労金引当規程に基づく期末要支給額を引当てて

計上しています。

４. 消費税及び地方消費税の会計処理の方法

　消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。ただし、固定資産に係る控除

対象外消費税は｢雑資産｣に計上し、5年間で均等償却を行っています。

　正常先債権及び要注意先債権（要管理債権を含む。）については、それぞれ過去の一定期間にお

ける貸倒実績等から算出した貸倒実績率等に基づき算出した金額を計上しています。

　破綻懸念先債権のうち 3,000万円以上の債権については、債権額から担保の処分可能見込額及び

保証による回収が可能と認められる額を控除し、その残額のうち、債務者の支払能力を総合的に判

断して必要と認められる額を引き当てています。また、 3,000万円未満の債権については、過去の
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退職給付会計に係る数理計算上の差異の処理方法の変更

することを目的とする」と変更されました。

業利用分量配当に充てるよう努めなければならない。」という規定が新設されています。

なくなるおそれがあります。

上の差異の費用処理方法を変更することといたしました。

　4,671千円増加しています。

Ⅱ．会計方針の変更に関する注記

改正前農業協同組合法第�条1項では「組合は、その行う事業によってその組合員および

において「組合は、その行う事業によってその組合員および会員のために最大の奉仕を

資産の帳簿価額に反映されております。この結果、当事業年度の期首における純資産額は

　
　

法によっておりましたが、当期より発生年度の職員の平均残存勤務期間以内の一定の年数

（10年）による定額法により、発生事業年度から費用処理する方法に変更しております。

退職給付会計に係る数理計算上の差異の処理方法は、従来、発生年度に全額費用計上する方

会員のために最大の奉仕をすることを目的とし、営利を目的として事業を行なってはな

らない。」とされていたものが、改正農業協同組合法（平成��年4月1日施行）第7条1項

損益の大幅な変動を招き、各年度における事業利用の実態に即した配当等の実現ができ

　よって、改正農協法の趣旨を踏まえた配当等の年度公平性の実現を期すため、数理計算

当該会計方針の変更は遡及適用され、会計方針の変更の累積的影響額は当期期首の純

また、第7条�項においては「組合は、その事業を行うに当たっては、農業所得の増大に

最大限の配慮をしなければならない。」、第7条�項においては「組合は、農畜産物の

販売その他の事業において、事業の的確な遂行により高い収益性を実現し、事業から生

じた収益をもって、経営の健全性を確保しつつ事業の成長発展を図るための投資又は事

組合員支援措置�助成・売上割戻等�や事業利用分量配当�以下「配当等」という�は、

毎事業年度の事業利益を原資として行いますが、数理計算上の差異の費用処理額が事業
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１. 固定資産の圧縮記帳額

次のとおりです。

（種類） （圧縮記帳累計額）

（種類） （圧縮記帳累計額）

（種類） （圧縮記帳累計額）

（種類） （圧縮記帳累計額）

（種類） （圧縮記帳累計額）

（種類） （圧縮記帳累計額）

（種類） （圧縮記帳累計額）

２. 担保に供されている資産

①以下の資産は為替決済等の取引の担保として信連に差し入れております。

（種類） (金額)

３. 役員に対する金銭債権債務

・理事及び監事に対する金銭債権の総額 (金額)

・理事及び監事に対する金銭債務の総額 (金額) 0円 

４. 貸出金のうちリスク管理債権の合計額及びその内訳

　貸出金のうち、リスク管理債権に該当する金額は　71,599,202円であり、その内訳は次の

とおりです。
（単位：円）

注1：破綻先債権

第3号のイからホまでに掲げる事由又は同項第4号に規定する事由が生じているものをいう。

注2：延滞債権

して利息の支払を猶予したもの以外のものをいう。

注3：3ヵ月以上延滞債権

　元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から3月以上遅延している貸出金（注1及び注2に掲げるもの

を除く。）をいう。

注4：貸出条件緩和債権

　債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、利息の支払猶予、元本の返済猶予、

債権放棄その他の債務者に有利となる取決めを行った貸出金（注1から注3までに掲げるものを除く。）

をいう。

５. 事業用土地の再評価

　 ｢土地の再評価に関する法律（平成10年3月31日公布法律第34号）及び「土地の再評価に関

する法律の一部を改正する法律」に基づき事業用土地の再評価を行っています。再評価差額に

ついては、当該再評価差額に係る税金相当額を「再評価に係る繰延税金負債」として負債の部

に計上し、これを控除した金額を「土地再評価差額金」として純資産の部に計上しています。

　再評価の方法及び再評価の年月日は以下のとおりとなります。

・再評価の方法 固定資産税評価額に基づく再評価

・再評価の年月日

・再評価を行った事業用土地の今期決算における時価の合計額が当該事業用土地の再評価後の

　帳簿価額との合計額を下回る金額　2,565,045円

Ⅲ．貸借対照表に関する注記

　有形固定資産の取得価格から控除している圧縮記帳額は　3,739,526,699円であり、その内訳は

土 地 29,202,444円

建 物 1,959,577,617円

建物附属設備 80,924,273円

構 築 物 247,865,438円

機 械 装 置 1,241,298,206円

車 両 運 搬 具 11,749,421円

器 具 ・ 備 品 168,909,300円

計 3,739,526,699円

預　　　金 2,000,000,000円

27,363,230円 

種　類 残　高

　元本又は利息の支払の遅延が相当期間継続していることその他の事由により元本又は利息の取立て又

破綻先債権 0 

延滞債権 71,599,202 

３ヵ月以上延滞債権 0 

は弁済の見込みがないものとして未収利息を計上しなかった貸出金（貸倒償却を行った部分を除く。

以下「未収利息不計上貸出金」という。）のうち、法人税法施行令（昭和40年政令第97号）第96条第1項

　未収利息不計上貸出金であって、注1に掲げるもの及び債務者の経営再建又は支援を図ることを目的と

平成11年3月31日

貸出条件緩和債権 0 

合　計 71,599,202 
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１. 固定資産の減損会計
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Ⅴ. 金融商品に関する注記

１. 金融商品の状況に関する事項

　当組合は農家組合員や地域から預かった貯金を原資に、農家組合員や地域の利用者・団体

などへ貸付け、残った余裕金を福岡県信用農業協同組合連合会へ預けているほか、国債や地

方債などの有価証券による運用を行っています。

　当組合が保有する金融資産は、主として当組合管内の組合員等に対する貸出金及び有価証

券であり、貸出金は、組合員等の契約不履行によってもたらされる信用リスクに晒されてい

ます。

　また、有価証券は主に債券であり、満期保有目的及び純投資目的（その他有価証券）で保

有しています。これらは発行体の信用リスク、金利の変動リスク及び市場価格の変動リスク

に晒されています。

　借入金は、制度資金にかかる転貸資金として、日本政策金融公庫等から借入れたものです。

　経済事業未収金は、組合員等の信用リスクに晒されています。

　当組合は、個別の重要案件又は大口案件については理事会において対応方針を決定してい

ます。また、通常の貸出取引については、本店に人事審査課を設置し各支店との連携を図り

ながら、与信審査を行っています。審査にあたっては、取引先のキャッシュ・フローなどに

より償還能力の評価を行うとともに、担保評価基準など厳格な審査基準を設けて、与信判定

を行っています。貸出取引において資産の健全性の維持・向上を図るため、資産の自己査定

を厳正に行っています。不良債権については管理・回収方針を作成・実践し、資産の健全化

に取り組んでいます。また、資産自己査定の結果、貸倒引当金について資産の償却・引当基

準に基づき必要額を計上し、資産及び財務の健全化に努めています。

　当組合では、金利リスク、価格変動リスクなどの市場性リスクを的確にコントロールする

ことにより、収益化及び財務の安定化を図っています。このため、財務の健全性維持と収益

力強化とのバランスを重視したＡＬＭを基本に、資産・負債の金利感応度分析などを実施し、

金融情勢の変化に機敏に対応できる柔軟な財務構造の構築に努めています。

　とりわけ、有価証券運用については、市場動向や経済見通しなどの投資環境分析及び当組

合の保有有価証券ポートフォリオの状況やＡＬＭなどを考慮し、理事会において運用方針を

定めるとともに、経営層で構成するＡＬＭ委員会を定期的に開催して、日常的な情報交換及

び意思決定を行っています。運用部門は、理事会で決定した運用方針及びＡＬＭ委員会で決

定された方針などに基づき、有価証券の売買やリスクヘッジを行っています。運用部門が行

った取引についてはリスク管理部門が適切な執行を行っているかどうかチェックし定期的に

リスク量の測定を行い経営層に報告しています。

　当組合で保有している金融商品はすべてトレーディング目的以外の金融商品です。

　当組合において、主要なリスク変数である金利リスクの影響を受ける主たる金融商品は、

「預金」、「貸出金」、「有価証券」のうちその他有価証券に分類している債券、「貯金」

及び「借入金」です。

　当組合では、これらの金融資産及び金融負債について、期末後１年程度の金利の合理的な

予想変動幅を用いた経済価値の変動額を、金利の変動リスクの管理にあたっての定量的分析

に利用しています。

　　(市場リスクにかかる定量的情報) 

（1） 金融商品に対する取組方針

（2） 金融商品の内容及びそのリスク

（3） 金融商品に係るリスク管理体制

　　②  市場リスクの管理 

　　①  信用リスクの管理 
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　金利以外のすべてのリスク変数が一定であると仮定し、当事業年度末現在、指標となる金利

ています。　

　当該変動額は、金利を除くリスク変数が一定の場合を前提としており、金利とその他のリス

ク変数の相関を考慮していません。

　また、金利の合理的な予想変動幅を超える変動が生じた場合には、算定額を超える影響が生

じる可能性があります。

　当組合では、資金繰りリスクについては、運用・調達について月次の資金計画を作成し、安

定的な流動性の確保に努めています。また、市場流動性リスクについては、投資判断を行う上

での重要な要素と位置付け、商品ごとに異なる流動性（換金性）を把握したうえで、運用方針

などの策定の際に検討を行っています。

　金融商品の時価（時価に代わるものを含む）には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格

がない場合には合理的に算定された価額（これに準ずる価額を含む）が含まれています。当該

価額の算定においては一定の前提条件等を採用しているため、異なる前提条件等によった場合、

当該価額が異なることもあります。

２. 金融商品の時価等に関する事項

　当年度末における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額は、次のとおりです。

　なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものについては、次表には含めず（3）

に記載しています。 （単位：円）

貸借対照表計上額 時価 差額

　預金 㻝35,464,㻤43,㻤56 㻝35,435,370,㻤00 △ 29,473,056

　有価証券 3,3㻝5,72㻝,62㻝 3,577,㻤90,000 262,㻝6㻤,379

満期保有目的の債券 2,40㻝,㻤3㻝,62㻝 2,664,000,000 262,㻝6㻤,379

その他有価証券 9㻝3,㻤90,000 9㻝3,㻤90,000 ―

　貸出金 㻝3,246,7㻤㻝,02㻤

貸倒引当金 △ 55,455,275

貸倒引当金控除後 㻝3,㻝9㻝,325,753 㻝3,66㻝,㻝65,242 469,㻤39,4㻤9

㻝5㻝,97㻝,㻤9㻝,230 㻝52,674,426,042 702,534,㻤㻝2

㻝56,74㻝,953,645 㻝56,764,3㻝9,3㻝2 22,365,667

㻝56,74㻝,953,645 㻝56,764,3㻝9,3㻝2 22,365,667

注１：貸出金に対応する一般貸倒引当金及び個別貸倒引当金を控除しています。

注２：貸出金には、貸借対照表上雑資産に計上している職員厚生貸付金　4,960,828円を含め

ています。

【資産】

　　満期のない預金については、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によ

　っています。満期のある預金については、期間に基づく区分ごとに、リスクフリーレートで

　ある円ＬＩＢＯＲ・ＳＷＡＰレートで割り引いた現在価値を時価に代わる金額として算定し

　ています。

（4） 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

　貯金

が 0.07％減少したものと想定した場合には、経済価値が 35,511,834円減少するものと把握し

　　③  資金調達に係る流動性リスクの管理 

（2） 金融商品の時価の算定方法

　　①  預金 

（1） 金融商品の貸借対照表計上額および時価等

科　　　　　目

資　　産　　計

負　　債　　計
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　　　　債券は取引金融機関等から提示された価格によっています。

　　貸出金のうち、変動金利によるものは、短期間で市場金利を反映するため、貸出先の信用

　状態が実行後大きく異なっていない限り、時価は帳簿価額と近似していることから当該帳簿

　価額によっています。

　　一方、固定金利によるものは、貸出金の種類及び期間に基づく区分ごとに、元利金の合計

　額をリスクフリーレートである円ＬＩＢＯＲ・ＳＷＡＰレートで割り引いた額から貸倒引当

　金を控除して時価に代わる金額として算定しています。

　　また、延滞の生じている債権・期限の利益を喪失した債権等については帳簿価額から貸倒

　引当金を控除した額を時価に代わる金額としています。

【負債】

　　要求払貯金については、決算日に要求された場合の支払額（帳簿価額）を時価とみなして

　います。また、定期性貯金については、期間に基づく区分ごとに、将来のキャッシュ・フロ

　ーをリスクフリーレートである円ＬＩＢＯＲ・ＳＷＡＰレートで割り引いた現在価値を時価

　に代わる金額として算定しています。

時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品は次のとおりです。

貸借対照表計上額

　

（単位：円）

１年超 ２年超 ３年超 ４年超

２年以内 ３年以内 ４年以内 ５年以内

㻝㻟㻡㻘㻠㻢㻠㻘㻤㻠㻟㻘㻤㻡㻢 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜

㻜 㻠㻜㻜㻘㻜㻜㻜㻘㻜㻜㻜 㻜 㻜 㻣㻜㻜㻘㻜㻜㻜㻘㻜㻜㻜 㻞㻘㻝㻜㻜㻘㻜㻜㻜㻘㻜㻜㻜

　 㻜 㻠㻜㻜㻘㻜㻜㻜㻘㻜㻜㻜 㻜 㻜 㻣㻜㻜㻘㻜㻜㻜㻘㻜㻜㻜 㻝㻘㻟㻜㻜㻘㻜㻜㻜㻘㻜㻜㻜

㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻤㻜㻜㻘㻜㻜㻜㻘㻜㻜㻜

㻝㻘㻥㻣㻟㻘㻥㻣㻜㻘㻞㻜㻡 㻥㻥㻡㻘㻡㻤㻜㻘㻢㻡㻥 㻤㻤㻡㻘㻥㻟㻟㻘㻠㻞㻝 㻣㻤㻞㻘㻞㻠㻝㻘㻡㻡㻜 㻢㻢㻣㻘㻢㻟㻥㻘㻟㻠㻠 㻣㻘㻥㻞㻜㻘㻡㻟㻢㻘㻥㻞㻜

㻢㻣㻥㻘㻝㻟㻢㻘㻡㻝㻤 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜

㻝㻟㻤㻘㻝㻝㻣㻘㻥㻡㻜㻘㻡㻣㻥 㻝㻘㻟㻥㻡㻘㻡㻤㻜㻘㻢㻡㻥 㻤㻤㻡㻘㻥㻟㻟㻘㻠㻞㻝 㻣㻤㻞㻘㻞㻠㻝㻘㻡㻡㻜 㻝㻘㻟㻢㻣㻘㻢㻟㻥㻘㻟㻠㻠 㻝㻜㻘㻜㻞㻜㻘㻡㻟㻢㻘㻥㻞㻜

注1：貸出金のうち、当座貸越　477,019,320円については「1年以内」に含めています。

注2：貸出金のうち、３ヶ月以上延滞債権・期限の利益を喪失した債権等　20,878,929円は償還の予定が見込

　まれないため、含めていません。

注3：経済事業未収金のうち、延滞の生じている債権等　29,456,952円は償還の予定が見込まれないため、含

　 まれていません。

５年超

合　　　計

　預金

　有価証券

満期保有目的の債券

その他有価証券のうち満期があるもの

　貸出金

　経済事業未収金

　　②  有価証券 

　　③  貸出金 

　　①  貯金 

　　　　外部出資

１年以内

（3） 時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

4,506,398,481円

（4） 金銭債権及び満期のある有価証券の決算日後の償還予定額
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（5） 借入金及びその他有利子負債の決算日後の返済予定額

（単位：円）

１年超 ２年超 ３年超 ４年超

２年以内 ３年以内 ４年以内 ５年以内

㻝㻟㻥㻘㻡㻠㻢㻘㻠㻟㻟㻘㻠㻣㻣 㻥㻘㻜㻢㻤㻘㻝㻠㻥㻘㻡㻟㻥 㻣㻘㻜㻟㻢㻘㻤㻞㻣㻘㻤㻝㻡 㻡㻡㻟㻘㻜㻤㻡㻘㻢㻡㻢 㻡㻟㻣㻘㻠㻡㻣㻘㻝㻡㻤 㻜

㻤㻡㻘㻝㻝㻟㻘㻝㻤㻞 㻟㻘㻡㻣㻞㻘㻢㻜㻝 㻟㻘㻡㻤㻣㻘㻥㻡㻠 㻟㻘㻜㻤㻤㻘㻠㻥㻣 㻝㻘㻡㻢㻤㻘㻞㻞㻥 㻠㻘㻜㻞㻜㻘㻢㻤㻡

㻠㻢㻥㻘㻣㻥㻣㻘㻤㻡㻟 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜

㻝㻠㻜㻘㻝㻜㻝㻘㻟㻠㻠㻘㻡㻝㻞 㻥㻘㻜㻣㻝㻘㻣㻞㻞㻘㻝㻠㻜 㻣㻘㻜㻠㻜㻘㻠㻝㻡㻘㻣㻢㻥 㻡㻡㻢㻘㻝㻣㻠㻘㻝㻡㻟 㻡㻟㻥㻘㻜㻞㻡㻘㻟㻤㻣 㻠㻘㻜㻞㻜㻘㻢㻤㻡

注1：貯金のうち、要求払貯金については「1年以内」に含めて開示しています。

注2：借入金には、設備借入金　80,000,000円を含めて開示しています。

䊥㻚㻌᭷౯ドๆ䛻㛵䛩䜛ὀグ

䠍㻚 ᫬౯䛾䛒䜛᭷౯ドๆ

有価証券の時価・評価差額に関する事項は次のとおりです。

（1）満期保有目的の債券で時価のあるもの

（2）その他有価証券で時価のあるもの

　なお、上記差額から繰延税金負債　31,517,901円を差し引いた額　82,265,136円が

「その他有価証券評価差額金」に含まれています。

小　計

�1���������

�1���������

評価差額

国　債

11�������������1������

����1������ 11���������

2�2�1������

2������������ 2�2�1������

取得価額
（償却原価）

貸借対照表計上額
（時価）

（単位：円）

������1�5��

　借入金

1�12��������� 12��2���1��

貸借対照表計上額 時　　　価 評価差額

時価が貸借対照
表計上額を超え

るもの

（単位：円）

合　　　計

12��2����1�1���2��������

���5����1

2���1���1��21

合　　計

貸借対照表計上
額が取得価額又
は償却原価を超

えるもの

合　　計

地方債

５年超

55��55����� 5���1����2

1�����5�52� 11���������

2���1���1��21

����1�5���5 �5��������� 5��1�����5

2������������

１年以内

　経済事業未払金

地 方 債

社    債

小　　計

1�������5�2�1

���������11国　　債

　貯金
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㻝㻚 ᥇⏝䛧䛶䛔䜛㏥⫋⤥௜ไᗘ䛾ᴫせ

　職員の退職給付にあてるため、職員退職給与規程に基づき、退職一時金制度を採用しています。

また、この制度に加え、同規程に基づき退職給付の一部にあてるため、福岡県農林漁業団体共済会

との契約による退職金共済制度を採用しています。

㻞㻚 ㏥⫋⤥௜മົ䛾ᮇ㤳ṧ㧗䛸ᮇᮎṧ㧗䛾ㄪᩚ⾲

    退職給付債務期首における退職給付債務

　勤務費用

　利息費用

　数理計算上の差異の発生額

  　　 　 退職給付引当金　退職給付の支払額

   　 　　特定退職共済制度期末における退職給付債務

㻟㻚 ㏥⫋ඹ῭఍✚❧㢠䛾ᮇ㤳ṧ㧗䛸ᮇᮎṧ㧗䛾ㄪᩚ⾲

    退職給付債務期首における退職共済会積立額

　期待運用収益

　数理計算上の差異の発生額

　特定退職共済制度への拠出金

　退職給付の支払額

   　 　　特定退職共済制度期末における退職共済会積立額

㻠㻚 ㏥⫋⤥௜മົ䛾ᮇᮎṧ㧗䛸㈚೉ᑐ↷⾲䛻ィୖ䛥䜜䛯㏥⫋⤥௜ᘬᙜ㔠䛾ㄪᩚ⾲

    退職給付債務退職給付債務

特定退職共済制度

未積立退職給付債務

未認識数理計算上の差異

退職給付引当金

㻡㻚 ㏥⫋⤥௜㈝⏝ཬ䜃䛭䛾ෆヂ㡯┠䛾㔠㢠

　　退職給付費用勤務費用

利息費用

期待運用収益

数理計算上の差異の費用処理額

　 合　計

㻢㻚 ๭ᘬ⋡䛭䛾௚䛾ᩘ⌮ィ⟬ୖ䛾ィ⟬ᇶ♏䛻㛵䛩䜛஦㡯

　　退職給付費用割引率

期待運用収益

数理計算上の差異の処理年数

㻣㻚 ≉౛ᴗົ㈇ᢸ㔠䛾ᑗ᮶ぢ㎸㢠

　人件費（うち福利厚生費）には、厚生年金保険制度及び農林漁業団体職員共済組合制度の統合

を図るための農林漁業団体職員共済組合法等を廃止する等の法律附則第57条の規定に基づき、農

林漁業団体職員共済組合（存続組合）が行う特例年金給付等の業務に要する費用に充てるため拠

出した特例業務負担金　32,447,369円を含めて計上しています。

将来見込額は、427,166,000円となっています。

�����

�����

��ᖺ

なお、同組合より示された平成30年3月末現在における平成44年3月までの特例業務負担金の

����������෇

����������෇

�����������ڹ෇

���������෇

����������෇

�������������෇

�������������෇

��������������෇ڹ

�����������෇

�����������෇

�����������෇ڹ

�������������෇

�������������෇

����������෇

��������෇ڹ

����������෇

������������෇ڹ
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⧞ᘏ⛯金㈨⏘及び⧞ᘏ⛯金負債のෆヂはḟのとおりです。

⧞ᘏ⛯㔠㈨⏘ ⧞ᘏ⛯㔠㈇മ

退職給付引当金 円 ඲農とࡃࡩれࢇの合ే

㈹与引当金 円 にಀるࡳなし㓄当 ෇

ᅛ定㈨⏘ῶᦆᦆኻ 円 ㈨⏘㝖ཤ債務にᑐᛂ

ῶᦆᦆኻ（ᅵᆅ） ���������� 円 する᭷ᙧᅛ定㈨⏘ ෇

㈚ಽ引当金 ��������� 円

の௚ࡑ 円 ᭷౯ドๆホ౯差額金 ෇

⧞ᘏ⛯金㈨⏘ᑠ計 円 ⧞ᘏ⛯金負債合計 㸦㹀㸧 ෇

ホ౯ᛶ引当額 円

⧞ᘏ⛯金㈨⏘合計 㸦㸿㸧 円

⧞ᘏ⛯㔠㈨⏘ࡢ⣧㢠ࠉࠉ㸦㸿㸧�㸦㹀㸧

  ⧞ᘏ⛯金㈨⏘と⧞ᘏ⛯金負債を┦ẅしたṧ㧗を⧞ᘏ⛯金㈨⏘として、㈚೉ᑐ↷⾲に⾲示しています。
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Ⅰ．重要な会計方針に係る事項に関する注記

１. 資産の評価基準及び評価方法
（1）有価証券

有価証券の評価基準及び評価方法は、次のとおりです。

 期末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産
 直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）

（2）棚卸資産
棚卸資産の評価基準及び評価方法は、次のとおりです。

２. 固定資産の減価償却の方法
　（1）有形固定資産

①建物
ａ）平成10年3月31日以前に取得したもの・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・旧定率法
ｂ）平成10年4月1日から平成19年3月31日までに取得したもの・・・・・・・・・・・旧定額法
ｃ）平成19年4月1日以後に取得したもの ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・定額法
②建物以外
ａ）平成19年3月31日までに取得したもの・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・旧定率法
ｂ）平成19年4月1日から平成24年3月31日までに取得したもの ・・・・・・・・・・・　定率法(250％定率法)
ｃ）平成24年4月1日以後に取得したもの ・・・・・・・・・・・ 　定率法(200％定率法)
③建物附属設備及び構築物
　　平成28年4月1日以後に取得したもの・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・定額法

（2）無形固定資産 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・定額法

　自組合利用ソフトウェアについては、当組合における利用可能期間(5年)に基づく定額法により償却して
います。

総平均法による原価法
（収益性の低下による簿価切下げの方法）
個別法による原価法
（収益性の低下による簿価切下げの方法）

購買品（数量管理品）

評価基準及び評価方法

◆平成30年度　注記表

平成30年4月1日から平成31年3月31日まで

　購買品の評価方法は、従来、売価還元法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）によっ
ておりましたが、システムの改修を契機に期末在庫の原価金額をより適正に評価するために、購買品（数
量管理品）については、総平均法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）及び個別法（収
益性の低下による簿価切下げの方法）に変更しております。
　当該会計方針の変更は、評価方法の変更による影響額が軽微であるため遡及適用は行いません。

　耐用年数及び残存価額については、法人税法に規定する方法と同一の基準によっています。
　また、取得価額10万円以上20万円未満の減価償却資産については、法人税法の規定に基づき、3年間で均
等償却を行っています。

印紙・証紙

種　　類

その他有価証券
（時価のないもの）

個別法による原価法
（収益性の低下による簿価切下げの方法）

売価還元法による原価法
購買品（売価管理品）

原材料、仕掛品

（収益性の低下による簿価切下げの方法）
最終仕入原価法による原価法
（収益性の低下による簿価切下げの方法）

その他有価証券
（時価のあるもの）

 移動平均法による原価法

種　　類 評価基準及び評価方法
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３． 引当金の計上基準

　（1）貸倒引当金

　（2）賞与引当金

　（3）退職給付引当金

①　退職給付見込額の期間帰属方法
　

②　数理計算上の差異の費用処理方法

　
　（4）役員退職慰労引当金

４. 消費税及び地方消費税の会計処理の方法

　役員の慰労金の支払いに備えるため、役員退職慰労金引当規程に基づく期末要支給額を引当て
て計上しています。

　消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。ただし、固定資産に係る控
除対象外消費税は｢雑資産｣に計上し、5年間で均等償却を行っています。

　貸倒引当金は、あらかじめ定めている資産の償却・引当基準及び経理規程に基づき、次のとお
り計上しています。

　正常先債権及び要注意先債権（要管理債権を含む。）については、それぞれ過去の一定期間に
おける貸倒実績等から算出した貸倒実績率等に基づき算出した金額を計上しています。

　破綻懸念先債権のうち 3,000万円以上の債権については、債権額から担保の処分可能見込額及
び保証による回収が可能と認められる額を控除し、その残額のうち、債務者の支払能力を総合的
に判断して必要と認められる額を引き当てています。また、 3,000万円未満の債権については、
過去の一定期間における貸倒実績等から算出した貸倒実績率に基づき算出した金額を計上してい
ます。

　実質破綻先債権及び破綻先債権については、債権額から、早期処分を前提とした担保の処分可
能見込額及び保証による回収が可能と認められる額を控除し、その残額を引当てています。

　なお、すべての自己査定は、資産査定基準に基づき、資産査定部署が実施し、当該部署から独
立した監査部署が査定結果を監査しており、その査定結果に基づいて上記の引当を行っていま
す。

　職員に対する賞与支給に充てるため、当事業年度に発生していると認められる額を支給見込額
基準により算定し、計上しています。

　職員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務の見込額に基づき、当事業
年度に発生していると認められる額を計上しています。

　退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度までの期間に帰属させる方法
については、期間定額基準によっています。

　数理計算上の差異については、発生年度の職員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（10
年）による定額法により、発生事業年度から費用処理することとしています。
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１. 固定資産の圧縮記帳額

（種類） （圧縮記帳累計額）

（種類） （圧縮記帳累計額）

（種類） （圧縮記帳累計額）

（種類） （圧縮記帳累計額）

（種類） （圧縮記帳累計額）

（種類） （圧縮記帳累計額）

（種類） （圧縮記帳累計額）

２. 担保に供している資産
①以下の資産は為替決済等の取引の担保として信連に差し入れております。

（種類） (金額)

３. 役員に対する金銭債権債務
・理事及び監事に対する金銭債権の総額 (金額)
・理事及び監事に対する金銭債務の総額 (金額) 0円 

４. 貸出金のうちリスク管理債権の合計額及びその内訳

（単位：円）

注1：破綻先債権

注2：延滞債権

注3：3ヵ月以上延滞債権

注4：貸出条件緩和債権

５. 土地の再評価に関する法律に基づく再評価

・再評価の方法 固定資産税評価額に基づく再評価
・再評価の年月日

延滞債権
破綻先債権

合　計

0 
54,219,089 

0 

　有形固定資産の取得価格から控除している圧縮記帳額は　3,738,373,699円であり、その内訳
は次のとおりです。

　貸出金のうち、リスク管理債権に該当する金額は　54,219,089円であり、その内訳は次のと
おりです。

　元本又は利息の支払の遅延が相当期間継続していることその他の事由により元本又は利息の取立て又は弁済の見込みがないも
のとして未収利息を計上しなかった貸出金（貸倒償却を行った部分を除く。以下「未収利息不計上貸出金」という。）のうち、
法人税法施行令（昭和40年政令第97号）第96条第1項第3号のイからホまでに掲げる事由又は同項第4号に規定する事由が生じて
いるものをいう。

　未収利息不計上貸出金であって、注1に掲げるもの及び債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として利息の支払を猶予
したもの以外のものをいう。

Ⅱ．貸借対照表に関する注記

土 地

３ヵ月以上延滞債権

29,202,444円
建 物 1,959,577,617円
建 物 附 属 設 備 80,924,273円
構 築 物 247,865,438円
機 械 装 置 1,241,298,206円
車 両 運 搬 具 10,937,421円
器 具 ・ 備 品 168,568,300円

計 3,738,373,699円

預　　　金 2,000,000,000円

31,090,218円 

残　高種　類

0 

54,219,089 

　元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から3月以上遅延している貸出金（注1及び注2に掲げるものを除く。）をいう。

　債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、利息の支払猶予、元本の返済猶予、債権放棄その他の債務
者に有利となる取決めを行った貸出金（注1から注3までに掲げるものを除く。）をいう。

　 ｢土地の再評価に関する法律（平成10年3月31日公布法律第34号）及び「土地の再評価に関
する法律の一部を改正する法律」に基づき事業用土地の再評価を行っています。再評価差額に
ついては、当該再評価差額に係る税金相当額を「再評価に係る繰延税金負債」として負債の部
に計上し、これを控除した金額を「土地再評価差額金」として純資産の部に計上しています。
　再評価の方法及び再評価の年月日は以下のとおりとなります。

・再評価を行った土地の当事業年度末における時価の合計額が帳簿価額（減損損失を計上した
土地については減損損失計上後の帳簿価額）との合計額を下回る金額　261,700,834円

貸出条件緩和債権

平成11年3月31日
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１. 固定資産の減損会計
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᏶㛵ಀཬࡧ㹈㸿඲య࡟ᑐࡿࡍᐤ୚ࢆ⪃៖ࠋࡍࡲࡾ࠾࡚ࡋࢢࣥࣆ࣮ࣝࢢࡋ
��ᮏᗑࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟㹈㸿඲యࡢඹ⏝㈨⏘ࠊࡋ࡜㐟ఇ㈨⏘ࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟ಶࡢࠎሙᡤ༢఩࡟⟬ᐃࡲ࠸࡚ࡋ
ࠋࡍ
ࡩࠊࡓࡲࠊࡵࡓ࠸࡞ࢀࡲぢ㎸ࡀᅇ᚟ࡢ⦼ᴗࢀࡽぢࡀᝏ໬ࡢ┈஦ᴗᦆࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟Ἔᡤ࣭⚟♴᪋タ⤥ࠉ
ࡘ࡟⏘㐟ఇ㈨ࠊ࡜ࡇࡿ࠶࡛⏘ᴗົእᅛᐃ㈨ࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟⏘㈤㈚㈨ࠊῶᑡࡢᅵᆅホ౯㢠ࡵྵࢆᕷ࠸࠶ࢀ
ࡲᅇ཰ྍ⬟㢠ࢆᖒ⡙౯㢠ࠊࡽ࠿࡜ࡇࡓࢀࡽࡳࡀῶᑡࡢᅵᆅホ౯㢠ࠊࡃ↓ࡀࡳ౑⏝ぢ㎸ࡢᑗ᮶ࠊࡣ࡚࠸
࡛ῶ㢠ࠊࡋᙜヱῶᑡ㢠ࢆῶᦆᦆኻ�㸦�����������෇㸧࡚ࡋ࡜≉ูᦆኻ࡟ィୖࠋࡓࡋࡲࡋ
ࠋࡍ࡛ࡾ࠾࡜ࡢ௨ୗࠊࡣෆヂࡢࡑࠉ

ሙࠉࠉࠉᡤ ῶᦆᦆኻ

�����⠏ୖ㒆⠏ୖ⏫኱ᏐᏳṊࠉ �ୗᇛ஭ᨭᗑ�ࠉ

������⠏ୖ㒆⠏ୖ⏫኱Ꮠᮏᗉࠉ �ᇛ஭ᨭᗑୖ�ࠉ

Ⅲ．損益計算書に関する注記

ࠋࡓࡋࡲࡋィୖࢆῶᦆᦆኻ࡚࠸ࡘ࡟ࣉ࣮ࣝࢢ⏘ᅛᐃ㈨ࡧࡼ࠾⏘ᅛᐃ㈨ࡢ௨ୗࠊ࡚࠸࠾࡟ᙜ஦ᴗᖺᗘࠉ

ሙࠉࠉࠉᡤ ௚ࡢࡑ

ඵᒇฟᙇᡤ஦ົᡤᩜᆅࠉ

㸦ඵᒇฟᙇᡤ㌴ᗜව㈨ᮦ಴ᗜ༨᭷ศ㸧
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㢮ࠉ✀

ᘓ≀➼ 4,309,817円

ᅵᆅ 3,822,613円

ྜィ 8,132,430円

ᘓ≀➼ 4,918,094円

ᅵᆅ 2,109,323円

ྜィ 7,027,417円

ᘓ≀➼ 4,515,176円

ᅵᆅ 339,691円

ྜィ 4,854,867円

ᘓ≀➼ 69,451,924円

ᅵᆅ 4,572,197円

ྜィ 74,024,121円

�����⠏ୖ㒆⠏ୖ⏫኱Ꮠ⠏ᇛࠉ �⠏ᇛ࠸࠶ࢀࡩᕷ� ᅵᆅ 241,123円

ᘓ≀➼ 2,900,343円

ᅵᆅ 13,475,414円

ྜィ 16,375,757円

ᘓ≀㝃ᒓタഛ➼ 432,111円

ᅵᆅ 3,875,297円

ྜィ 4,307,408円

���ᅜศ⏫ࡇࡸࡳி㒔㒆ࠉ �㇏ὠ⤥Ἔᡤ� ᅵᆅ 110,868円

���ி㒔㒆ⱉ⏣⏫኱Ꮠ✄ගࠉ �✄ග⤥Ἔᡤ� ᅵᆅ 10,425円

�����⠏ୖ㒆⠏ୖ⏫኱Ꮠୖูᗓࠉ �⠏ᇛ⤥Ἔᡤ� ᅵᆅ 910,212円

�����⠏ୖ㒆⠏ୖ⏫኱Ꮠ㧗ሯࠉ �᳝⏣⤥Ἔᡤ� ᅵᆅ 2,390,495円

ᘓ≀㝃ᒓタഛ 819,999円

ᅵᆅ 107,859円

ྜィ 927,858円

ჾලഛရ 105,927円

ᅵᆅ 276,683円

ྜィ 382,610円

����๓ᕷ኱Ꮠ⸆ᖌᑎ㇏ࠉ �ࡰࢇࡽࡃࡉࢫࣅ࣮ࢧ࢖ࢹ� ᅵᆅ 182,698円

��ி㒔㒆ⱉ⏣⏫኱Ꮠ୚ཎࠉ��� �ᪧⱉ⏣⤥Ἔᡤࣥࢯ࣮ࣟ� ᅵᆅ 8,660,328円

�����⏫ᶫᕷᐑᕷ⾜ࠉ ���㸦㥔ᅾᡤ๓㸧ࢬ࣒࢖ࢱ� ᅵᆅ 26,685,660円

���⏫ᶫᕷᐑᕷ⾜ࠉ ���㸦㔠㱟ᶓ㸧ࢬ࣒࢖ࢱ� ᅵᆅ 28,786,657円

ᘓ≀➼ 6,958,564円

ᅵᆅ 962,002円

ྜィ 7,920,566円

࡚ࡋᐃ⟭࡟࡜ࡶࢆᅛᐃ㈨⏘ホ౯㢠ࡣ᫬౯ࠊࡾ࠾࡚ࡋᐃ ࡾࡼ࡟ṇ࿡኎༷౯㢠ࡣᅇ཰ྍ⬟౯㢠ࠊ࠾࡞ࠉ
ࠋࡍࡲ࠸

�����⠏ୖ㒆ୖẟ⏫኱ᏐᏱ㔝ࠉ �⠏ᮾ⤥Ἔᡤ�

�����๓ᕷ኱Ꮠ୰ᮧ㇏ࠉ �ゅ⏣ฟᙇᡤ�

ィࠉࠉࠉࠉࠉࠉྜ 239,677,402円

�⏣⠏ୖ㒆⠏ୖ⏫኱Ꮠ᳝ࠉ���� �ᕷ࠸࠶ࢀࡩ⏣᳝�

������ᶫᕷ኱Ꮠ௒஭⾜ࠉ �⾜ᶫ⤥Ἔᡤ�

���๓ᕷ኱ᏐⲨᇼ㇏ࠉ �㇏๓⤥Ἔᡤ�

������⠏ୖ㒆ୖẟ⏫኱Ꮠୖ၈ཎࠉ �၈ཎᨭᗑ�ࠉ

�������ᕝୗఀⰋཎ≏⏫ࡇࡸࡳி㒔㒆ࠉ �Ⰻཎᨭᗑఀ�ࠉ

����⏣⟫຾ᒣ⏫ࡇࡸࡳி㒔㒆ࠉ �᥇࡚ࡓࢀᕷሙ�

ሙࠉࠉࠉᡤ ῶᦆᦆኻ

�๓ᕷ኱Ꮠ୕ẟ㛛㇏ࠉ���� �ẟ㛛ᨭᗑ୕�ࠉ
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Ⅳ．金融商品に関する注記

１. 金融商品の状況に関する事項

　借入金は、制度資金にかかる転貸資金として、日本政策金融公庫等から借入れたものです。

　経済事業未収金は、組合員等の信用リスクに晒されています。

　当組合で保有している金融商品はすべてトレーディング目的以外の金融商品です。

　また、有価証券は主に債券であり、純投資目的（その他有価証券）で保有しています。これら
は発行体の信用リスク、金利の変動リスク及び市場価格の変動リスクに晒されています。

　当組合は、個別の重要案件又は大口案件については理事会において対応方針を決定していま
す。また、通常の貸出取引については、本店に人事審査課を設置し各支店との連携を図りなが
ら、与信審査を行っています。審査にあたっては、取引先のキャッシュ・フローなどにより償還
能力の評価を行うとともに、担保評価基準など厳格な審査基準を設けて、与信判定を行っていま
す。貸出取引において資産の健全性の維持・向上を図るため、資産の自己査定を厳正に行ってい
ます。不良債権については管理・回収方針を作成・実践し、資産の健全化に取り組んでいます。
また、資産自己査定の結果、貸倒引当金について資産の償却・引当基準に基づき必要額を計上
し、資産及び財務の健全化に努めています。

　当組合では、金利リスク、価格変動リスクなどの市場性リスクを的確にコントロールすること
により、収益化及び財務の安定化を図っています。このため、財務の健全性維持と収益力強化と
のバランスを重視したＡＬＭを基本に、資産・負債の金利感応度分析などを実施し、金融情勢の
変化に機敏に対応できる柔軟な財務構造の構築に努めています。

　とりわけ、有価証券運用については、市場動向や経済見通しなどの投資環境分析及び当組合の
保有有価証券ポートフォリオの状況やＡＬＭなどを考慮し、理事会において運用方針を定めると
ともに、経営層で構成するＡＬＭ委員会を定期的に開催して、日常的な情報交換及び意思決定を
行っています。運用部門は、理事会で決定した運用方針及びＡＬＭ委員会で決定された方針など
に基づき、有価証券の売買やリスクヘッジを行っています。運用部門が行った取引についてはリ
スク管理部門が適切な執行を行っているかどうかチェックし定期的にリスク量の測定を行い経営
層に報告しています。

　当組合において、主要なリスク変数である金利リスクの影響を受ける主たる金融商品は、「預
金」、「貸出金」、「有価証券」のうちその他有価証券に分類している債券、「貯金」及び「借
入金」です。

　当組合では、これらの金融資産及び金融負債について、期末後１年程度の金利の合理的な予想
変動幅を用いた経済価値の変動額を、金利の変動リスクの管理にあたっての定量的分析に利用し
ています。

　　(市場リスクにかかる定量的情報) 

（1） 金融商品に対する取組方針

（2） 金融商品の内容及びそのリスク

（3） 金融商品に係るリスク管理体制

　　②  市場リスクの管理 

　　①  信用リスクの管理 

　当組合は農家組合員や地域から預かった貯金を原資に、農家組合員や地域の利用者・団体など
へ貸付け、残った余裕金を福岡県信用農業協同組合連合会へ預けているほか、国債や地方債など
の有価証券による運用を行っています。

　当組合が保有する金融資産は、主として当組合管内の組合員等に対する貸出金及び有価証券で
あり、貸出金は、組合員等の契約不履行によってもたらされる信用リスクに晒されています。
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２. 金融商品の時価等に関する事項

　当事業年度末における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額は、次のとおりです。

（単位：円）

貸借対照表計上額 時価 差額

　預金 ��������������� ��������������� ���������

　有価証券 ������������� ������������� �

その他有価証券 ������������� ������������� ̿

　貸出金 ��������������

貸倒引当金 ����������ڹ

貸倒引当金控除後 �������������� �������������� �����������

��������������� ��������������� �����������

��������������� ��������������� ����������

��������������� ��������������� ����������

注１：貸出金に対応する一般貸倒引当金及び個別貸倒引当金を控除しています。

【資産】

　　③  資金調達に係る流動性リスクの管理 

㸦�㸧�㔠⼥ၟရࡢ᫬౯ࡢ⟬ᐃ᪉ἲ

　　①  預金 

㸦�㸧�㔠⼥ၟရࡢ㈚೉ᑐ↷⾲ィୖ㢠ࡧࡼ࠾᫬౯➼

科　　　　　目

資　　産　　計

負　　債　　計

満期のない預金については、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によってい
ます。満期のある預金については、期間に基づく区分ごとに、リスクフリーレートである円ＬＩ
ＢＯＲ・ＳＷＡＰレートで割り引いた現在価値を時価に代わる金額として算定しています。

　金利以外のすべてのリスク変数が一定であると仮定し、当事業年度末現在、指標となる金利が
0.15％減少したものと想定した場合には、経済価値が 48,259,148円増加するものと把握してい
ます。

　当該変動額は、金利を除くリスク変数が一定の場合を前提としており、金利とその他のリスク
変数の相関を考慮していません。

　また、金利の合理的な予想変動幅を超える変動が生じた場合には、算定額を超える影響が生じ
る可能性があります。

　当組合では、資金繰りリスクについては、運用・調達について月次の資金計画を作成し、安定
的な流動性の確保に努めています。また、市場流動性リスクについては、投資判断を行う上での
重要な要素と位置付け、商品ごとに異なる流動性（換金性）を把握したうえで、運用方針などの
策定の際に検討を行っています。

　金融商品の時価（時価に代わるものを含む）には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格が
ない場合には合理的に算定された価額（これに準ずる価額を含む）が含まれています。当該価額
の算定においては一定の前提条件等を採用しているため、異なる前提条件等によった場合、当該
価額が異なることもあります。

注２：貸出金には、貸借対照表上雑資産に計上している職員厚生貸付金　3,229,063円を含めて
います。

　なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものについては、次表には含めず（3）
に記載しています。

㸦�㸧�㔠⼥ၟရࡢ᫬౯➼࡟㛵ࡿࡍ஦㡯ࡢ࡚࠸ࡘ࡟⿵㊊ㄝ᫂

　貯金
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　債券は取引金融機関等から提示された価格によっています。

【負債】

　時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品は次のとおりです。

貸借対照表計上額

　

（単位：円）

１年超 ２年超 ３年超 ４年超

２年以内 ３年以内 ４年以内 ５年以内

㻝㻟㻠㻘㻤㻠㻠㻘㻣㻡㻡㻘㻥㻜㻞 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜

㻠㻜㻜㻘㻜㻜㻜㻘㻜㻜㻜 㻜 㻜 㻣㻜㻜㻘㻜㻜㻜㻘㻜㻜㻜 㻝㻜㻜㻘㻜㻜㻜㻘㻜㻜㻜 㻞㻘㻜㻜㻜㻘㻜㻜㻜㻘㻜㻜㻜

㻠㻜㻜㻘㻜㻜㻜㻘㻜㻜㻜 㻜 㻜 㻣㻜㻜㻘㻜㻜㻜㻘㻜㻜㻜 㻝㻜㻜㻘㻜㻜㻜㻘㻜㻜㻜 㻞㻘㻜㻜㻜㻘㻜㻜㻜㻘㻜㻜㻜

㻝㻘㻥㻜㻟㻘㻠㻝㻤㻘㻤㻞㻠 㻝㻘㻜㻟㻣㻘㻢㻤㻞㻘㻟㻝㻠 㻥㻞㻠㻘㻞㻠㻡㻘㻣㻞㻥 㻣㻥㻤㻘㻤㻞㻠㻘㻣㻜㻢 㻞㻘㻤㻞㻜㻘㻣㻤㻜㻘㻜㻟㻠 㻡㻘㻤㻣㻟㻘㻥㻢㻟㻘㻢㻣㻝

㻝㻟㻣㻘㻝㻠㻤㻘㻝㻣㻠㻘㻣㻞㻢 㻝㻘㻜㻟㻣㻘㻢㻤㻞㻘㻟㻝㻠 㻥㻞㻠㻘㻞㻠㻡㻘㻣㻞㻥 㻝㻘㻠㻥㻤㻘㻤㻞㻠㻘㻣㻜㻢 㻞㻘㻥㻞㻜㻘㻣㻤㻜㻘㻜㻟㻠 㻣㻘㻤㻣㻟㻘㻥㻢㻟㻘㻢㻣㻝

　②  有価証券 

　③  貸出金 

　①  貯金 

　　　　外部出資

１年以内

　貸出金のうち、変動金利によるものは、短期間で市場金利を反映するため、貸出先の信用状
態が実行後大きく異なっていない限り、時価は帳簿価額と近似していることから当該帳簿価額
によっています。

　一方、固定金利によるものは、貸出金の種類及び期間に基づく区分ごとに、元利金の合計額
をリスクフリーレートである円ＬＩＢＯＲ・ＳＷＡＰレートで割り引いた額から貸倒引当金を
控除して時価に代わる金額として算定しています。

（3） 時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

4,506,401,481円

　また、延滞の生じている債権・期限の利益を喪失した債権等については帳簿価額から貸倒引
当金を控除した額を時価に代わる金額としています。

　要求払貯金については、決算日に要求された場合の支払額（帳簿価額）を時価とみなしてい
ます。また、定期性貯金については、期間に基づく区分ごとに、将来のキャッシュ・フローを
リスクフリーレートである円ＬＩＢＯＲ・ＳＷＡＰレートで割り引いた現在価値を時価に代わ
る金額として算定しています。

注1：貸出金のうち、当座貸越　440,091,573円については「1年以内」に含めています。また期限のな
い場合は「5年超」に含めています。

（4） 金銭債権及び満期のある有価証券の決算日後の償還予定額

その他有価証券のうち満期が
あるもの

注2：貸出金のうち、３ヶ月以上延滞が生じている債権・期限の利益を喪失した債権等　6,851,079円は
償還の予定が見込まれないため、含めていません。

５年超

合　　　計

　預金

　有価証券

　貸出金
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（5） その他有利子負債の決算日後の返済予定額

（単位：円）

１年超 ２年超 ３年超 ４年超

２年以内 ３年以内 ４年以内 ５年以内

㻝㻠㻜㻘㻞㻞㻟㻘㻤㻣㻥㻘㻟㻜㻢 㻣㻘㻢㻟㻣㻘㻢㻜㻣㻘㻥㻢㻤 㻢㻘㻠㻝㻤㻘㻝㻟㻡㻘㻢㻜㻢 㻝㻘㻜㻣㻞㻘㻞㻥㻠㻘㻤㻣㻞 㻢㻜㻣㻘㻣㻤㻡㻘㻣㻠㻜 㻜

㻝㻠㻜㻘㻞㻞㻟㻘㻤㻣㻥㻘㻟㻜㻢 㻣㻘㻢㻟㻣㻘㻢㻜㻣㻘㻥㻢㻤 㻢㻘㻠㻝㻤㻘㻝㻟㻡㻘㻢㻜㻢 㻝㻘㻜㻣㻞㻘㻞㻥㻠㻘㻤㻣㻞 㻢㻜㻣㻘㻣㻤㻡㻘㻣㻠㻜 㻜

注1：貯金のうち、要求払貯金については「1年以内」に含めています。

䊤㻚㻌᭷౯ドๆ䛻㛵䛩䜛ὀグ

䠍㻚 ᫬౯䛾䛒䜛᭷౯ドๆ

有価証券の時価・評価差額に関する事項は次のとおりです。

（1）その他有価証券で時価のあるもの

䠎㻚 ᙜヱ஦ᴗᖺᗘ୰䛻ಖ᭷┠ⓗ༊ศ䜢ኚ᭦䛧䛯᭷౯ドๆ

　従来満期保有目的で保有していた有価証券（貸借対照表価額 2,402,078,618円）をその他保有目
的にしております。これは、資金運用方針の変更のために変更したものです。
　この変更により資産が 248,831,382円増加し、その他有価証券評価差額金が 179,905,089円増加
しています。

111��1�����社    債

小　　計

��5���5������

��5���5������

1���������

　なお、上記差額から繰延税金負債　104,240,502円を差し引いた額　272,078,998円が「その
他有価証券評価差額金」に含まれています。

�����1��5��������1���5��

1���������1

������1���5��

合　　計

貸借対照表計
上額が取得価
額又は償却原
価を超えるも

の

地 方 債

�����1��5��

（単位：円）

1�1�111����

1������������

評価差額

国　　債

５年超１年以内

　貯金

1������5����� 1����5���5�

1������������ 1�����5������

合　　　計

取得価額
（償却原価）

貸借対照表計上額
（時価）
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㻝㻚 ᥇⏝䛧䛶䛔䜛㏥⫋⤥௜ไᗘ䛾ᴫせ

㻞㻚 ㏥⫋⤥௜മົ䛾ᮇ㤳ṧ㧗䛸ᮇᮎṧ㧗䛾ㄪᩚ⾲

    退職給付債務期首における退職給付債務

　勤務費用

　利息費用

　数理計算上の差異の発生額

  　　 　 退職給付引当金　退職給付の支払額

   　 　　特定退職共済制度期末における退職給付債務

㻟㻚 ㏥⫋ඹ῭఍✚❧㢠䛾ᮇ㤳ṧ㧗䛸ᮇᮎṧ㧗䛾ㄪᩚ⾲

    退職給付債務期首における退職共済会積立額

　期待運用収益

　数理計算上の差異の発生額

　特定退職金共済制度への拠出金

　退職給付の支払額

   　 　　特定退職共済制度期末における退職共済会積立額

㻠㻚 ㏥⫋⤥௜മົ䛾ᮇᮎṧ㧗䛸㈚೉ᑐ↷⾲䛻ィୖ䛥䜜䛯㏥⫋⤥௜ᘬᙜ㔠䛾ㄪᩚ⾲

    退職給付債務退職給付債務

特定退職金共済制度

未積立退職給付債務

未認識数理計算上の差異

退職給付引当金

㻡㻚 ㏥⫋⤥௜㈝⏝ཬ䜃䛭䛾ෆヂ㡯┠䛾㔠㢠

　　退職給付費用勤務費用

利息費用

期待運用収益

数理計算上の差異の費用処理額

　 合　計

㻢㻚 ๭ᘬ⋡䛭䛾௚䛾ᩘ⌮ィ⟬ୖ䛾ィ⟬ᇶ♏䛻㛵䛩䜛஦㡯

　　退職給付費用割引率

期待運用収益

数理計算上の差異の処理年数

△ 110,413,465円

䊥㻚㻌㏥⫋⤥௜䛻㛵䛩䜛ὀグ

1,856,741,715円

86,782,034円

24,684,043円

△ 86,419,079円

△ 123,627,198円

1,310,452,714円

1,758,161,515円

△ 1,310,452,714円

447,708,801円

511,148,230円

1,758,161,515円

1,386,121,231円

18,712,637円

△ 17,689円

16,050,000円

86,782,034円

24,684,043円

△ 18,712,637円

△ 7,226,356円

85,527,084円

1�30�

1�35�

10年

63,439,429円

　職員の退職給付にあてるため、職員退職給与規程に基づき退職一時金制度を採用しています。
また、この制度に加え、同規程に基づき退職給付の一部にあてるため、福岡県農林漁業団体共済
会との契約による退職金共済制度を採用しています。
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㻣㻚 ≉౛ᴗົ㈇ᢸ㔠䛾ᑗ᮶ぢ㎸㢠

䊦㻚㻌⛯ຠᯝ఍ィ䛻㛵䛩䜛ὀグ

㻝㻚 ⧞ᘏ⛯㔠㈨⏘ཬ䜃⧞ᘏ⛯㔠㈇മ䛾Ⓨ⏕ཎᅉู䛾୺䛺ෆヂ

⧞ᘏ⛯金㈨⏘ཬࡧ⧞ᘏ⛯金㈇債のෆヂࡣḟのとお࡛ࡾす。

⧞ᘏ⛯㔠㈨⏘ ⧞ᘏ⛯㔠㈇മ

退職給付引当金 ෇ ඲農とࢇࢀࡃࡩの合ే

㈹与引当金 ෇ にಀる࡞ࡳし㓄当 円

ᅛ定㈨⏘ῶᦆᦆኻ ෇ ㈨⏘㝖ཤ債務にᑐᛂ

ῶᦆᦆኻ㸦ᅵᆅ㸧 115,929,123 ෇ する᭷ᙧᅛ定㈨⏘ 円

㈚ಽ引当金 0 ෇

の௚ࡑ ෇ ᭷౯ドๆホ౯差額金 円

⧞ᘏ⛯金㈨⏘ᑠ計 ෇ ⧞ᘏ⛯金㈇債合計 㸦㹀㸧 円

ホ౯ᛶ引当額 ෇

⧞ᘏ⛯金㈨⏘合計㸦㸿㸧 ෇

⧞ᘏ⛯㔠㈨⏘ࡢ⣧㢠ࠉࠉ㸦㸿㸧�㸦㹀㸧

㻞㻚

ἲ定ᐇຠ⛯率 27�70�

　㸦ㄪᩚ㸧

　஺㝿費➼Ọஂにᦆ金算ධ࡞ࢀࡉい㡯┠ 3�36�

　ཷྲྀ㓄当金➼Ọஂに益金算ධ࡞ࢀࡉい㡯┠ ڹ 4�95�

4�26�

14�53�

の௚ࡑ　 ڹ 4�17�

　⛯ຠᯝ会計㐺用ᚋのἲே⛯➼の㈇ᢸ率 40�73�

△ 838,995

42,306,834 △ 104,240,502

　ホ౯ᛶ引当額のቑῶ

420,652,018 △ 128,331,985

△ 201,471,846

219,180,172

90,848,187円

  ⧞ᘏ⛯金㈨⏘と⧞ᘏ⛯金㈇債を┦ẅしたṧ㧗を⧞ᘏ⛯金㈨⏘として、㈚೉ᑐ↷⾲に⾲♧してい
ます。

　ே௳費㸦ࡕ࠺福利ཌ生費㸧にࡣ、ཌ生年金ಖ㝤制度ཬࡧ農林漁業団体職員共済⤌合制度の⤫合
をᅗるための農林漁業団体職員共済⤌合ἲ➼をᗫṆする➼のἲᚊ㝃๎➨��᮲の規定に基づき、農
林漁業団体職員共済⤌合㸦Ꮡ⥆⤌合㸧࠺⾜ࡀ特౛年金給付➼の業務にせする費用に඘てるため拠
出した特౛業務㈇ᢸ金　����������෇をྵめて計上しています。
たᖹᡂ��年�᭶末⌧ᅾにおけるᖹᡂ��年�᭶ま࡛の特౛業務㈇ᢸ金のᑗࢀࡉ♧ࡾお、同⤌合よ࡞　
᮶ぢ㎸額ࡣ、�����������෇とࡗ࡞ています。

ᙜヱ஦ᴗ年ᗘ࡟ಀࡿἲᐃᐇຠ⛯⋡࡜⛯ຠᯝ఍ィ㐺⏝ᚋࡢἲே⛯➼ࡢ㈇ᢸ⋡ࡢ࡜ᕪ␗ࡢཎᅉࡗ࡞࡜
ෆヂࡢู┠㡯࡞୺ࡓ

　ఫẸ⛯ᆒ➼割➼

141,588,060

29,588,198 △ 23,252,488

91,239,803
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◆剰余金処分計算書㻌 㻌 （単位：円）㻌

科㻌 㻌 㻌 㻌 目㻌 ２９年度㻌 ３０年度㻌

１．当期未処分剰余金㻌 㻞㻠㻣㻘㻤㻥㻟㻘㻣㻠㻞㻌 㻟㻢㻤㻘㻥㻥㻞㻘㻟㻣㻝㻌

２．剰余金処分額㻌 㻝㻥㻣㻘㻟㻞㻝㻘㻜㻥㻤㻌 㻥㻜㻥㻘㻡㻥㻣㻘㻟㻣㻤㻌

㻌 （１）利益準備金への繰入㻌 㻞㻡㻘㻜㻜㻜㻘㻜㻜㻜㻌 㻠㻜㻘㻜㻜㻜㻘㻜㻜㻜㻌

㻌 （２）任意積立金の積立㻌 㻝㻠㻠㻘㻟㻜㻞㻘㻡㻜㻤㻌 㻤㻠㻞㻘㻜㻜㻜㻘㻜㻜㻜㻌

㻌 㻌 経営基盤強化積立金㻌
㻌

（㻞㻜㻜㻘㻜㻜㻜㻘㻜㻜㻜）㻌

㻌 㻌 信用事業経営安定化積立金㻌
㻌

（㻝㻜㻜㻘㻜㻜㻜㻘㻜㻜㻜）㻌

㻌 㻌 施設・設備の取得、改修、取壊し積立金㻌 㻌 （㻞㻠㻜㻘㻜㻜㻜㻘㻜㻜㻜）㻌

㻌 㻌 農業振興積立金㻌 㻌 （㻝㻜㻜㻘㻜㻜㻜㻘㻜㻜㻜）㻌

㻌 㻌 営農振興支援積立金㻌 （㻞㻜㻘㻜㻜㻜㻘㻜㻜㻜）㻌 㻌

㻌 㻌 減損・会計基準変更積立金㻌 （㻝㻞㻜㻘㻜㻜㻜㻘㻜㻜㻜）㻌 （㻞㻜㻜㻘㻜㻜㻜㻘㻜㻜㻜）㻌

㻌 㻌 米価価格変動対策積立金㻌 （㻞㻘㻟㻜㻞㻘㻡㻜㻤）㻌 㻌

㻌 㻌 合併１０周年記念積立金㻌 （㻞㻘㻜㻜㻜㻘㻜㻜㻜）㻌 （㻞㻘㻜㻜㻜㻘㻜㻜㻜）㻌

㻌 （３）出資に対する配当金㻌 㻞㻣㻘㻡㻠㻡㻘㻣㻞㻡㻌 㻞㻣㻘㻡㻥㻣㻘㻟㻣㻤㻌

３．次期繰越剰余金㻌 㻡㻜㻘㻡㻣㻞㻘㻢㻠㻠㻌 㻡㻜㻘㻣㻟㻜㻘㻟㻟㻥㻌

（注）㻌 １．㻌 出資配当は、年㻌１㻌 㻑の割合である。㻌

㻌 ２．㻌 任意積立金のうち目的積立金の種類及び積立目的、積立目標額、取崩基準等は次のとおりである。㻔※１）㻌

㻌
３．㻌 次期繰越剰余金には、営農指導、生活㻌 ・文化改善事業の費用に充てるための繰越額 㻣㻘㻜㻜㻜㻘㻜㻜㻜 円が含まれている。㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

（※１）平成３０年度目的積立金の種類及び積立目的、積立目標額、取崩基準等㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 （単位：円）㻌

種㻌 㻌 類㻌 積立目的㻌
積立㻌

目標額㻌
取崩基準㻌

積立㻌

累計額㻌

経営基盤強化㻌

積立金㻌
将来の経営環境激変に伴う財務

悪化に備えるため㻌 㻟㻜㻜㻘㻜㻜㻜㻘㻜㻜㻜㻌
臨時的損失及び欠損金が生じた場合に、当該

支出額を限度に取り崩す㻌 㻞㻜㻜㻘㻜㻜㻜㻘㻜㻜㻜㻌

信用事業経営㻌

安定化積立金㻌

ＪＡバンクの基本方針に基づく、

信頼性維持向上及び健全性確

保のため㻌
㻟㻜㻜㻘㻜㻜㻜㻘㻜㻜㻜㻌

信用事業において大規模な設備投資又は著

しく収益が悪化した場合に、必要額を取り崩す㻌 㻝㻜㻜㻘㻜㻜㻜㻘㻜㻜㻜㻌

施設・設備の㻌

取得、改修、㻌

取壊し積立金㻌

新たに施設・設備を取得、既存

施設の改善、遊休施設の取壊し

のため㻌
㻝㻘㻜㻜㻜㻘㻜㻜㻜㻘㻜㻜㻜㻌

土地、施設取得・改修、施設取壊しを行った際

にその費用に見合う額を取り崩す㻌 㻡㻤㻜㻘㻜㻜㻜㻘㻜㻜㻜㻌

農業振興㻌

積立金㻌

地域農業の振興を図るための支

出に充てるため㻌 㻞㻜㻜㻘㻜㻜㻜㻘㻜㻜㻜㻌
農業振興支援を行った場合及び営農販売部

門において欠損金が生じた場合に、当該支出

額を限度に取り崩す㻌
㻝㻜㻜㻘㻜㻜㻜㻘㻜㻜㻜㻌

減損・会計㻌

基準変更㻌

積立金㻌

減損処理及び退職給付会計等

の会計基準変更のため㻌 㻟㻜㻜㻘㻜㻜㻜㻘㻜㻜㻜㻌 会計対応に要した費用に見合う額を取り崩す㻌 㻞㻜㻜㻘㻜㻜㻜㻘㻜㻜㻜㻌

合併１０周年㻌

記念積立金㻌

合併 㻝㻜 周年の記念式典等を実

施するため㻌 㻞㻜㻘㻜㻜㻜㻘㻜㻜㻜㻌
合併㻝㻜周年記念式典を行う際に全額を取り崩

す㻌 㻝㻞㻘㻜㻜㻜㻘㻜㻜㻜㻌

㻌

㻌

㻌

㻌
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３．最近の５事業年度の主要な経営指標㻌

㻌

㻌 㻌 㻌
㻌

㻌
（単位：百万円、人、％）㻌

項㻌 㻌 㻌 㻌 目㻌 ２６年度㻌 ２７年度㻌 ２８年度㻌 ２９年度㻌 ３０年度㻌

経 常 収 益㻌

（事 業 総 利 益 ）㻌

㻥㻘㻡㻟㻥㻌

（㻟㻘㻥㻝㻝）㻌

㻥㻘㻟㻡㻢㻌

（㻟㻘㻤㻠㻠）㻌

㻥㻘㻜㻞㻟㻌

（㻟㻘㻣㻣㻠）㻌

㻤㻘㻥㻥㻟㻌

（㻟㻘㻣㻝㻣）㻌

㻥㻘㻞㻡㻡㻌

（㻟㻘㻥㻜㻝）㻌

㻌
信 用 事 業 収 益㻌

（信用事業総利益）㻌

㻝㻘㻞㻜㻥㻌

（㻝㻘㻜㻢㻡）㻌

㻝㻘㻞㻜㻠㻌

（㻝㻘㻜㻠㻣）㻌

㻝㻘㻞㻞㻝㻌

（㻝㻘㻜㻢㻢）㻌

㻝㻘㻞㻝㻡㻌

（㻝㻘㻜㻟㻠）㻌

㻝㻘㻞㻢㻤㻌

（㻝㻘㻝㻡㻝）㻌

㻌
共 済 事 業 収 益㻌

（共済事業総利益）㻌

㻝㻘㻝㻣㻡㻌

（㻝㻘㻝㻝㻜）㻌

㻝㻘㻝㻠㻤㻌

（㻝㻘㻜㻥㻞）㻌

㻝㻘㻝㻟㻣㻌

（㻝㻘㻜㻤㻜）㻌

㻝㻘㻝㻢㻜㻌

（㻝㻘㻜㻥㻢）㻌

㻝㻘㻝㻠㻞㻌

（㻝㻘㻜㻤㻠）㻌

㻌
農業関連事業収益㻌

（農業関連事業総利益）㻌

㻣㻘㻤㻜㻥㻌

（㻥㻣㻠）㻌

㻤㻘㻞㻤㻟㻌

（㻥㻥㻤）㻌

㻣㻘㻥㻠㻝㻌

（㻥㻡㻢）㻌

㻤㻘㻝㻞㻢㻌

（㻥㻢㻥）㻌

㻤㻘㻜㻟㻜㻌

（㻥㻢㻥）㻌

㻌
生活その他事業収益㻌
（生活その他事業総利益）㻌

㻠㻘㻜㻥㻞㻌

（㻣㻥㻤）㻌

㻟㻘㻡㻜㻡㻌

（㻣㻡㻜）㻌

㻟㻘㻟㻡㻞㻌

（㻣㻞㻞）㻌

㻟㻘㻟㻥㻤㻌

（㻢㻢㻠）㻌

㻟㻘㻡㻜㻡㻌

（㻣㻠㻜）㻌

㻌
その他事業収益㻌

（その他事業総利益）㻌

㻝㻣㻌

（△㻟㻣）㻌

㻝㻟㻌

（△㻠㻟）㻌

㻝㻝㻌

（△㻡㻜）㻌

㻝㻟㻌

（△㻠㻢）㻌

㻝㻢㻌

（△㻠㻠）㻌

経 常 利 益㻌 㻞㻢㻠㻌 㻞㻟㻥㻌 㻞㻝㻤㻌 㻞㻟㻠㻌 㻠㻟㻟㻌

当 期 剰 余 金㻌 㻝㻡㻜㻌 㻝㻞㻝㻌 㻝㻜㻠㻌 㻝㻜㻟㻌 㻝㻟㻞㻌

出 資 金㻌

（出資口数）㻌

㻞㻘㻤㻥㻢㻌

（㻞㻘㻤㻥㻢㻘㻝㻠㻜）㻌

㻞㻘㻤㻠㻣㻌

（㻞㻘㻤㻠㻣㻘㻠㻤㻞）㻌

㻞㻘㻤㻝㻡㻌

（㻞㻘㻤㻝㻡㻘㻜㻜㻟）㻌

㻞㻘㻤㻞㻥㻌

（㻞㻘㻤㻞㻥㻘㻠㻢㻥）㻌

㻞㻘㻤㻞㻟㻌

（㻞㻘㻤㻞㻟㻘㻠㻞㻜）㻌

純 資 産 額㻌 㻢㻘㻣㻞㻣㻌 㻢㻘㻤㻟㻢㻌 㻢㻘㻤㻣㻤㻌 㻢㻘㻥㻥㻝㻌 㻣㻘㻞㻣㻡㻌

総 資 産 額㻌 㻝㻡㻞㻘㻡㻢㻞㻌 㻝㻡㻤㻘㻠㻢㻡㻌 㻝㻢㻞㻘㻥㻞㻝㻌 㻝㻢㻣㻘㻝㻝㻥㻌 㻝㻢㻢㻘㻤㻞㻥㻌

貯金等残高㻌 㻝㻠㻞㻘㻝㻠㻠㻌 㻝㻠㻤㻘㻞㻝㻢㻌 㻝㻡㻞㻘㻟㻝㻠㻌 㻝㻡㻢㻘㻣㻠㻞㻌 㻝㻡㻡㻘㻥㻢㻜㻌

貸出金残高㻌 㻝㻡㻘㻞㻟㻠㻌 㻝㻠㻘㻟㻥㻠㻌 㻝㻟㻘㻡㻡㻠㻌 㻝㻟㻘㻞㻠㻞㻌 㻝㻟㻘㻟㻢㻞㻌

有価証券残高㻌 㻠㻘㻝㻡㻢㻌 㻟㻘㻠㻟㻝㻌 㻟㻘㻠㻜㻢㻌 㻟㻘㻟㻝㻢㻌 㻟㻘㻡㻣㻥㻌

剰余金配当金額㻌 㻞㻤㻌 㻞㻤㻌 㻞㻤㻌 㻞㻤㻌 㻞㻤㻌

㻌 出資配当額㻌 㻞㻤㻌 㻞㻤㻌 㻞㻤㻌 㻞㻤㻌 㻞㻤㻌

㻌 事業利用分量配当額㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

職 員 数㻌 㻡㻝㻟㻌 㻡㻜㻡㻌 㻡㻜㻣㻌 㻠㻥㻢㻌 㻠㻤㻠㻌

単体自己資本比率㻌 㻝㻞㻚㻢㻟％㻌 㻝㻞㻚㻠㻜％㻌 㻝㻝㻚㻥㻞％㻌 㻝㻝㻚㻤㻥％㻌 㻝㻝㻚㻡㻢％㻌

（注）㻌

・当期剰余金は、銀行等の当期利益に該当するものです。㻌

・「単体自己資本比率」は、「農業協同組合等がその経営の健全性を判断するための基準」に基づき算出し

ております。㻌

㻌

㻌
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４．利益総括表
（単位：百万円）

項 目 ２９年度 ３０年度

資 金 運 用 収 支

役 務 取 引 等 収 支

その他信用事業収支 △ △

信 用 事 業 粗 利 益

信用事業粗利益率 ％ ％

事 業 粗 利 益

事 業 粗 利 益 率 ％ ％

注）信用事業粗利益率＝信用事業粗利益／信用事業資産（債務保証見返を除く）平均残高×

事業粗利益率＝事業粗利益／総資産（債務保証見返りを除く）平均残高×

５．資金運用収支の内訳
（単位：百万円、％）

項 目
２９年度 ３０年度

平均残高 利息 利回り 平均残高 利息 利回り

資金運用勘定

うち預金

うち有価証券

うち貸出金

資金調達勘定

うち貯金・定期積金

うち借入金

総資金利ざや ― ― ― ―

（注）総資金利ざや＝資金運用利回り－資金調達原価率（資金調達利回り＋経費率）

経費率＝信用部門の事業管理費／資金調達勘定（貯金・定期積立金＋借入金）平均残高

６．受取・支払利息の増減額
（単位：百万円）

項 目 ２９年度増減額 ３０年度増減額

受 取 利 息

うち貸出金 △ △

うち有価証券 △

うち預金

支 払 利 息 △ △

うち貯金 △ △

うち譲渡性貯金

うち借入金

差 引

（注）１．増減額は前年度対比です。

２．受取利息の預金には、信連（又は農林中金）からの事業利用分量配当金、貯蓄増強奨励金、特

別対策奨励金等奨励金が含まれています。
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７．自己資本の充実の状況
以下で使用している用語については、「自己資本比率の算定に関する用語解説一覧」（ ・ ）をご参照ください。

◆自己資本の構成に関する事項
単位：百万円、％

経過措置

による

不算入額

― ―

（△）27 （△）28

△ 31 △ 28

― ―

― ―

― ―

― ―

― ―

― ―

― ―

― ―

― ―

― ―

― ―

― ―

― ―

― ―

― ―

― ―

― ―

― ―

― ―

― ―

― ―

― ―

― ―

△ 2,471 △ 4,098

うち、無形固定資産（のれん及びモーゲージ・サービシング・ライツに係るものを除く）

うち、繰延税金資産 ―

うち、前払年金費用 ―

うち、他の金融機関等向けエクスポージャー

うち、土地再評価額と再評価直前の帳簿価額の差額に係るものの額

うち、上記以外に該当するものの額 ― ―

― ―

― ―

― ―

(注)

１．「農業協同組合等がその経営の健全性を判断するための基準」に基づき算出しています。

３．当ＪＡが有するすべての自己資本とリスクを対比して、自己資本比率を計算しています。

当期末 前期末

２．当ＪＡは、信用リスク・アセット額の算出にあたっては標準的手法、信用リスク削減手法の適用にあたっては簡便手法、オペレーショナル・リスク相当額の算出に

あたっては基礎的手法を採用しています。

オペレーショナル・リスク相当額の合計額を八パーセントで除して得た額

信用リスク・アセット調整額

オペレーショナル・リスク相当額調整額

リスク・アセット等の額の合計額　　　　　　　　　　（ニ）

自己資本比率

自己資本比率（（ハ）／（ニ））

コア資本に係る調整項目の額　　　　　　　　　　　　（ロ）

自己資本

自己資本の額（（イ）―（ロ））　　　　　　　　　　（ハ）

リスク・アセット等

信用リスク・アセットの額の合計額

うち、その他金融機関等の対象普通出資等に該当するものに関連するものの額

うち、モーゲージ・サービシング・ライツに係る無形固定資産に関連するものの額

うち、経過措置によりリスク・アセットの額に算入される額の合計額

うち、繰延税金資産（一時差異に係るものに限る。）に関連するものの額

特定項目に係る十五パーセント基準超過額

うち、その他金融機関等の対象普通出資等に該当するものに関連するものの額

うち、モーゲージ・サービシング・ライツに係る無形固定資産に関連するものの額

うち、繰延税金資産（一時差異に係るものに限る。）に関連するものの額

負債の時価評価により生じた時価評価差額であって自己資本に算入される額

前払年金費用の額

意図的に保有している他の金融機関等の対象資本調達手段の額

少数出資金融機関等の対象普通出資等の額

特定項目に係る十パーセント基準超過額

うち、一般貸倒引当金及び相互援助積立金コア資本算入額

うち、適格引当金コア資本算入額

適格旧資本調達手段の額のうち、コア資本に係る基礎項目の額に含まれる額

自己保有普通出資等（純資産の部に計上されるものを除く。）の額

公的機関による資本の増強に関する措置を通じて発行された資本調達手段の額のうち、コア資本に係る基礎

項目の額に含まれる額

土地再評価額と再評価直前の帳簿価額の差額の四十五パーセントに相当する額のうち、コア資本に係る基礎

項目の額に含まれる額

コア資本にかかる基礎項目の額　　　　　　　　　　　（イ）

コア資本にかかる調整項目

無形固定資産（モーゲージ・サービシング・ライツに係るものを除く。）の額の合計額

うち、のれんに係るものの額

うち、のれん及びモーゲージ・サービシング・ライツに係るもの以外の額

繰延税金資産（一時差異に係るものを除く。）の額

適格引当金不足額

証券化取引に伴い増加した自己資本に相当する額

うち、回転出資金の額

うち、上記以外に該当するものの額

項　　　　　　目

コア資本にかかる基礎項目

普通出資又は非累積的永久優先出資に係る組合員資本の額

うち、出資金及び資本準備金の額

うち、再評価積立金の額

うち、利益剰余金の額

うち、外部流出予定額　（△）

うち、上記以外に該当するものの額

コア資本に係る基礎項目の額に算入される引当金の合計額
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◆⮬ᕫ資本ẚ⋡の算定に㛵する用ㄒゎㄝ୍ぴ㻌

㻌

用㻌 㻌 ㄒ㻌 ෆ㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 ᐜ㻌

⮬ᕫ資本ẚ⋡㻌 ⮬ᕫ資本の額を䝸䝇ク・䜰䝉䝑䝖等の⥲額（信用䝸䝇ク・䜰䝉䝑䝖額及び䜸䝨

䝺䞊䝅䝵䝘䝹・䝸䝇ク┦当額）で㝖して得た額。ᅜෆ基準を᥇用する金⼥ᶵ

㛵では 㻠䠂௨上が必要と䛥れていますが、ＪＡバンクでは⮬୺的な取りỴ

めに䜘り 㻤䠂௨上が必要と䛥れています。㻌

⮬ᕫ資本の額㻌 䛄䝁䜰資本にಀる基♏㡯目の額䠉䝁䜰資本にಀるㄪᩚ㡯目の額（経㐣ᥐ

⨨㐺用ᚋの額）䛅の䛣とです。㻌

䜶ク䝇䝫䞊䝆䝱䞊㻌 䝸䝇クを᭷する資⏘୪びに䜸䝣・バ䝷ン䝇取ᘬ及びὴ生ၟရ取ᘬ（௨ୗ

䛂資⏘等䛃といいます。）の୚信┦当額の䛣とです。㻌

䝸䝇ク・䜴䜵䜲䝖㻌 䝸䝇クを᭷する資⏘等を保᭷するために必要な⮬ᕫ資本額を算出するた

めの䝸䝇クの大䛝䛥に応じた᥃目の䛣とです。㻌

信用䝸䝇ク・䜰䝉䝑䝖額㻌 䜶ク䝇䝫䞊䝆䝱䞊（䝸䝇クを᭷する資⏘等）に対して、信用䝸䝇ク๐減ᡭἲ

を㐺用ᚋ、対応する䝸䝇クの大䛝䛥に応じた᥃目（䝸䝇ク・䜴䜵䜲䝖）を஌じて

算出した䜒のです。㻌

ᡤ要⮬ᕫ資本額㻌 䝸䝇クを᭷する資⏘等を保᭷するのに必要となる⮬ᕫ資本の額の䛣とで

す。ᅜෆ基準ではྛ䝸䝇ク・䜰䝉䝑䝖に 㻠䠂を஌じた額となります。㻌

䜸䝨䝺䞊䝅䝵䝘䝹・䝸䝇ク

（┦当額）㻌

金⼥ᶵ㛵の業務において୙㐺ษな処理等に䜘り生じる䝸䝇クの䛣とを指

し、୙㐺ษな事務処理に䜘り生じる事務䝸䝇ク䜔䝅䝇䝔䝮のㄗస動に䜘り

生じる䝅䝇䝔䝮䝸䝇クな䛹が該当します。なお、⮬ᕫ資本ẚ⋡の算出にあ

たっては、୍定のᡭἲに䜘り䜸䝨䝺䞊䝅䝵䝘䝹・䝸䝇クをᩘ್化した額を䜸

䝨䝺䞊䝅䝵䝘䝹・䝸䝇ク┦当額として分ẕにຍ算します。㻌

基♏的ᡭἲ㻌 新䠞䠥䠯規ไにおいて䜸䝨䝺䞊䝅䝵䝘䝹・䝸䝇ク┦当額を算出する᭱䜒⡆᫆

なᡭἲです。㻝年㛫の⢒利益に 㻜㻚㻝㻡 を஌じた額の┤㏆୕年㛫の平ᆒ್に

䜘り䜸䝨䝺䞊䝅䝵䝘䝹・䝸䝇ク┦当額を算出する方ἲです。㻝 年㛫の⢒利益

は、事業⥲利益䛛䜙信用事業にಀるその௚経ᖖ収益、信用事業௨እの

事業に䛛䛛るその௚の収益、ᅜമ等മๆ売༷益・ൾ㑏益、⿵ຓ金ཷ入額

を᥍㝖し、信用事業にಀるその௚経ᖖ費用、信用事業௨እの事業に䛛䛛

るその௚の費用、ᅜമ等മᶒ売༷損・ൾ㑏損・ൾ༷、ᙺ務取ᘬ等費用及

び金㖹の信ク㐠用見合費用をຍ算して算出しています。㻌

᢬当ᶒ付ఫᏯ䝻䞊ン㻌 ఫᏯ䝻䞊ンのうち、᢬当ᶒが➨ 㻝 㡰位䛛䛴ᢸ保ホ価額が༑分である䜒の

の䛣とです。㻌

䝁䝭䝑䝖䝯ン䝖㻌 ዎ⣙した期㛫・⼥資ᯟの⠊ᅖෆで、おᐈ䛥まの䛤ㄳồに基づ䛝、金⼥ᶵ㛵

が⼥資を実行する䛣とを⣙᮰するዎ⣙にお䛡る⼥資ྍ⬟ṧ額の䛣とです。㻌

ドๆ化䜶ク䝇䝫䞊䝆䝱䞊㻌 ドๆ化とは、ཎ資⏘にಀる信用䝸䝇クをඃඛຎᚋᵓ㐀のある㻞௨上の䜶ク

䝇䝫䞊䝆䝱䞊に㝵ᒙ化し、その୍部又は全部を➨୕⪅に⛣㌿する性㉁を

᭷する取ᘬの䛣とであり、ドๆ化䜶ク䝇䝫䞊䝆䝱䞊とはドๆ化に伴い➨୕

⪅に⛣㌿する資⏘の䛣とです。㻌

㻌 㻌

㻌 㻌
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㻌

㻌

㻌

用㻌 㻌 ㄒ㻌 ෆ㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 ᐜ㻌

ᗑ㢌䝕䝸バ䝔䜱䝤㻌 ᰴ式䜔金利、Ⅽ᭰な䛹の㏻ᖖの取ᘬ䛛䜙ὴ生したẚ㍑的ᑠ䛥な金額で௬

᝿的に大䛝なཎ資⏘を取ᘬする金⼥ၟရ取ᘬのうち、金⼥ᶵ㛵䜔ドๆ会

♫のᗑ㢌で┦対で行䜟れる取ᘬの䛣とです。㻌

ク䝺䝆䝑䝖・䝕䝸バ䝔䜱䝤㻌 信用䝸䝇クを䝦䝑䝆（ᅇ㑊・ప減）するために、മ務⪅である会♫等の信用

ຊを指標に将来ཷ䛡Ώす損益をỴめる取ᘬです。㻌

䜹䝺ン䝖・䜶ク䝇䝫䞊䝆䝱䞊

方式㻌

ὴ生ၟရ取ᘬ及び㛗期Ỵ῭期㛫取ᘬを┤ホ価する䛣とに䜘り算出する෌

ᵓ⠏越䝁䝇䝖（ྠ୍の取ᘬを取ᘬの┦ᡭ方において取ᘬの⥅⥆的ᒚ行が

୙ྍ⬟となった䜘うな場合に、ྠ୍の取ᘬをᕷ場で෌ᵓ成する場合に必

要となる䝁䝇䝖）に当該取ᘬの᝿定ඖ本（取ᘬに䛛䛛る利ᜥ等を計算する

ためのྡ目のඖ本）に取ᘬෆᐜ䜔期㛫に応じた୍定の᥃目を஌じて算出

䛥れる金額をຍ算する䛣とで୚信┦当額を算出する方ἲの䛣とです。㻌

䝥䝻䝔ク䝅䝵ンの㉎入及び

ᥦ౪㻌

䝥䝻䝔ク䝅䝵ンの㉎入とは、ク䝺䝆䝑䝖・䝕䝸バ䝔䜱䝤取ᘬにおいて信用䝸䝇

クを䝦䝑䝆（ᅇ㑊・ప減）するための取ᘬをいい、䝥䝻䝔ク䝅䝵ンのᥦ౪と

は、保ドを୚える取ᘬを指します。㻌

信用䝸䝇ク๐減ᡭἲ㻌 金⼥ᶵ㛵が保᭷している信用䝸䝇クを㍍減するᥐ⨨であり、新䠞䠥䠯規ไで

は、㈓金䜔᭷価ドๆな䛹୍定の要௳を‶たすᢸ保䜔保ドがある場合に

は、ᢸ保䜔保ドேの䝸䝇ク・䜴䜵䜲䝖に⨨䛝᥮える䛣とがで䛝ます。㻌

᝿定ඖ本㻌 投資ඖ本がない金⼥ὴ生ၟရにおいて、金利計算等を行うためのྡ目上

のඖ本の䛣とです。㻌

ὴ生ၟရ取ᘬ㻌 ᭷価ドๆ取ᘬ等䛛䜙ὴ生し、ཎ資⏘の価格に䜘りその価格がỴ定䛥れる

ၟရの䛣とであり、ඛ≀、䜸䝥䝅䝵ン、䝇䝽䝑䝥取ᘬ等が該当します。㻌

䜸䝸䝆䝛䞊䝍䞊㻌 ドๆ化の対㇟となるཎ資⏘を䜒と䜒とᡤ᭷している立場にある䛣とを指し

ます。㻌

信用⿵᏶ᶵ⬟を持䛴 㻵㻛㻻㻌

䝇䝖䝸䝑䝥䝇㻌

信用⿵᏶ᶵ⬟を持䛴 㻵㻛㻻㻌䝇䝖䝸䝑䝥䝇とは、ཎ資⏘䛛䜙将来において生じ

る䛣とが見㎸まれた金利収入等の全部又は୍部をཷ䛡るᶒ利であって、

金⼥ᶵ㛵が␃保又はㆡりཷ䛡た௚にຎᚋしている䜒のを指します。㻌

金利䝅䝵䝑ク㻌 保᭷している資⏘䜔㈇മ等に金利の変化を当てはめる䛣とです。㻌

上ୗ 㻞㻜㻜 䝧䞊䝅䝇䝫䜲ン䝖

の平行⛣動㻌

金利䝸䝇クの算出において、ᕷ場金利が୍ᚊ 㻞䠂（㻜㻚㻜㻝䠂が 㻝 䝧䞊䝅䝇䝫

䜲ン䝖）上᪼あるいはపୗした場合の⌧ᅾ価್の変化額を算出する方ἲ

の䛣とです。㻌

１䝟䞊䝉ン䝍䜲䝹್・㻥㻥 䝟

䞊䝉ン䝍䜲䝹್㻌

金利䝸䝇ク㔞の算出において、期㛫䛤との金利の 㻝 年๓との変化ᖜの䝕

䞊䝍を᭱ప 㻡 年分㞟め、ᑠ䛥い方䛛䜙大䛝い方へ୪䜉て、䝕䞊䝍ᩘの 㻝䠂

目䜒しくは 㻥㻥䠂目の್を変化ᖜとして౑用する方ἲの䛣とです。㻌

䜰䜴䝖䝷䜲䝲䞊基準㻌 金⼥ᶵ㛵が保᭷する金利䝸䝇ク㔞が⮬ᕫ資本に対して 㻞㻜䠂を㉸える経῭

価್のపୗが生じる場合に䜰䜴䝖䝷䜲䝲䞊とし、当ᒁが᪩期㆙ᡄไ度の

ᯟ⤌䜏の୰で䝰䝙䝍䝸ン䜾を行います。㻌

㻌

㻌

㻌

㻌
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䕺自己資本の඘ᐇ度に関する事項㻌
䕻信用䝸䝇䜽にᑐするᡤ要自己資本の額ཬ䜃༊分䛤䛸のෆヂ㻌

（単位：百万円）㻌

㻌 ２９年度㻌 ３０年度㻌

信用䝸䝇䜽・䜰䝉䝑䝖㻌
䜶䜽䝇䝫䞊䝆䝱
䞊の期ᮎ残高㻌

䝸䝇䜽・䜰䝉
䝑䝖額㻌
㼍㻌

ᡤ要自己資
本額㻌

㼎䠙㼍㽢䠐％㻌

䜶䜽䝇䝫䞊䝆䝱
䞊の期ᮎ残高㻌

䝸䝇䜽・䜰䝉
䝑䝖額㻌
㼍㻌

ᡤ要自己資
本額㻌

㼎䠙㼍㽢䠐％㻌

㻌
㻌
㻌 ⌧金㻌 㻥㻤㻟㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻝㻘㻜㻝㻡㻌 㻜㻌 㻜㻌

がᡃᅜの୰ኸᨻᗓཬ䜃㻌

୰ኸ銀行ྥ 䛡㻌
㻝㻘㻟㻜㻞㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻝㻘㻟㻜㻞㻌 㻜㻌 㻜㻌

እᅜの୰ኸᨻᗓཬ䜃㻌

୰ኸ銀行ྥ 䛡㻌
䠉㻌 䠉㻌 䠉㻌 䠉㻌 䠉㻌 䠉㻌

ᅜ㝿Ỵ済銀行等ྥ 䛡㻌 䠉㻌 䠉㻌 䠉㻌 䠉㻌 䠉㻌 䠉㻌

がᡃᅜのᆅ᪉බ共ᅋ体ྥ 䛡㻌 㻞㻘㻢㻤㻤㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻞㻘㻢㻜㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

እᅜの୰ኸᨻᗓ等௨እの㻌

බ共㒊㛛ྥ 䛡㻌
䠉㻌 䠉㻌 䠉㻌 䠉㻌 䠉㻌 䠉㻌

ᅜ㝿㛤Ⓨ銀行ྥ 䛡㻌 䠉㻌 䠉㻌 䠉㻌 䠉㻌 䠉㻌 䠉㻌

ᆅ᪉බ共ᅋ体金⼥ƫ ᵓྥ 䛡㻌 䠉㻌 䠉㻌 䠉㻌 䠉㻌 䠉㻌 䠉㻌

がᡃᅜのᨻᗓ関ಀƫ 関ྥ 䛡㻌 䠉㻌 䠉㻌 䠉㻌 䠉㻌 䠉㻌 䠉㻌

ᆅ᪉୕ බ♫ྥ 䛡㻌 㻝㻜㻝㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻝㻜㻝㻌 㻝㻌 㻜㻌

金⼥ᶵ関ཬ䜃➨୍✀金⼥ၟရ

ᘬྲྀ業⪅ྥ 䛡㻌
㻝㻟㻡㻘㻠㻤㻝㻌 㻞㻣㻘㻜㻥㻢㻌 㻝㻘㻜㻤㻠㻌 㻝㻟㻠㻘㻤㻡㻟㻌 㻞㻢㻘㻥㻣㻝㻌 㻝㻘㻜㻣㻥㻌

ἲ人等ྥ 䛡㻌 㻟㻌 㻝㻌 㻜㻌 㻝㻣㻌 㻝㻡㻌 㻝㻌

୰ᑠ௻業等ྥ 䛡ཬ䜃ಶ人ྥ 䛡㻌 㻥㻝㻟㻌 㻠㻜㻢㻌 㻝㻢㻌 㻤㻣㻥㻌 㻠㻜㻣㻌 㻝㻢㻌

᢬当ᶒ௜ఫᏯ䝻䞊䞁㻌 㻢㻡㻌 㻞㻟㻌 㻝㻌 㻡㻤㻌 㻞㻜㻌 㻝㻌

୙ື 産ྲྀ ᚓ等事業ྥ 䛡㻌 㻣㻤㻌 㻣㻠㻌 㻟㻌 㻢㻥㻌 㻢㻢㻌 㻟㻌

㻟᭶௨ୖ ᘏ⁫等㻌 㻝㻌 㻝㻌 㻜㻌 㻝㻢㻌 㻡㻌 㻜㻌

❧ྲྀᮍ済ᡭᙧ㻌 㻝㻡㻌 㻟㻌 㻜㻌 㻝㻠㻌 㻟㻌 㻜㻌

信用ಖ証協఍等ಖ証௜㻌 㻤㻘㻤㻟㻣㻌 㻤㻣㻞㻌 㻟㻡㻌 㻤㻘㻥㻠㻠㻌 㻤㻤㻝㻌 㻟㻡㻌

ᰴᘧ఍♫ᆅᇦ経済活性໬ᨭ᥼
ᶵɔ 等に䜘るಖ証௜㻌

䠉㻌 䠉㻌 䠉㻌 䠉㻌 䠉㻌 䠉㻌

共済⣙Ḱ貸௜㻌 㻝㻟㻝㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

出資等㻌 㻢㻢㻠㻌 㻢㻢㻠㻌 㻞㻣㻌 㻢㻢㻟㻌 㻢㻢㻟㻌 㻞㻣㻌

㻌

（䛖䛱出資等の䜶䜽䝇䝫䞊
䝆䝱䞊）㻌

㻢㻢㻠㻌 㻢㻢㻠㻌 㻞㻣㻌 㻢㻢㻟㻌 㻢㻢㻟㻌 㻞㻣㻌

（䛖䛱㔜要な出資の䜶䜽䝇
䝫䞊䝆䝱䞊）㻌

㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

グୖ௨እ㻌 㻌㻢㻘㻜㻟㻜㻌 㻌㻝㻡㻘㻜㻣㻡㻌 㻢㻜㻟㻌 㻌㻢㻘㻜㻟㻜㻌 㻌㻝㻡㻘㻜㻣㻡㻌 㻢㻜㻟㻌

㻌

（䛖䛱他の金⼥ƫ 関等のᑐ
㇟資本等ㄪ㐩ᡭẁの䛖䛱

ᑐ㇟ᬑ㏻出資等ཬ䜃その
他እ㒊䠰䠨䠝䠟関連ㄪ㐩ᡭ
ẁに該当するもの௨እの

ものにಀる䜶䜽䝇䝫䞊䝆
䝱䞊）㻌

㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

（䛖䛱農ᯘ୰ኸ金ᗜཪは農
業協同組合連合఍のᑐ㇟

ᬑ㏻出資等にಀる䜶䜽䝇
䝫䞊䝆䝱䞊）㻌

㻌㻢㻘㻜㻟㻜㻌 㻌㻝㻡㻘㻜㻣㻡㻌 㻢㻜㻟㻌 㻌㻢㻘㻜㻟㻜㻌 㻌㻝㻡㻘㻜㻣㻡㻌 㻢㻜㻟㻌

（䛖䛱≉ᐃ項目の䛖䛱ㄪᩚ
項目に算ධ䛥䜜な䛔㒊分
にಀる䜶䜽䝇䝫䞊䝆䝱䞊）㻌

㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

（䛖䛱総ᰴ主等の㆟Ỵᶒの

百分の༑を㉸䛘る㆟Ỵᶒ
をಖ有して䛔る他の金⼥
関ƫ等にಀるその他እ㒊

䠰䠨䠝䠟関連ㄪ㐩ᡭẁに関
する䜶䜽䝇䝫䞊䝆䝱䞊）㻌

㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌
㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌
㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌
㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌
㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌
㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌
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㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌
㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌
㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌
㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 （単位：百万円）㻌

㻌 ２９年度㻌 ３０年度㻌

信用䝸䝇䜽・䜰䝉䝑䝖㻌
䜶䜽䝇䝫䞊䝆䝱

䞊の期ᮎ残高㻌

䝸䝇䜽・䜰䝉
䝑䝖額㻌
㼍㻌

ᡤ要自己資
本額㻌

㼎䠙㼍㽢䠐％㻌

䜶䜽䝇䝫䞊䝆䝱

䞊の期ᮎ残高㻌

䝸䝇䜽・䜰䝉
䝑䝖額㻌
㼍㻌

ᡤ要自己資
本額㻌

㼎䠙㼍㽢䠐％㻌

㻌 㻌 㻌 （䛖䛱総ᰴ主等の㆟Ỵᶒの

百分の༑を㉸䛘る㆟Ỵᶒ
をಖ有して䛔な䛔他の金
⼥ƫ 関等にಀるその他እ

㒊䠰䠨䠝䠟関連ㄪ㐩ᡭẁに
ಀる５％基準額を ᅇୖる㒊
分にಀる䜶䜽䝇䝫䞊䝆䝱

䞊）㻌

㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

（䛖䛱 グୖ௨እの䜶䜽䝇䝫

䞊䝆䝱䞊）㻌
㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

証券໬㻌 䠉㻌 䠉㻌 䠉㻌 䠉㻌 䠉㻌 䠉㻌

㻌 （䛖䛱䠯䠰䠟要௳㐺用分）㻌 䠉㻌 䠉㻌 䠉㻌 䠉㻌 䠉㻌 䠉㻌

（䛖䛱㠀䠯䠰䠟㐺用分）㻌 䠉㻌 䠉㻌 䠉㻌 䠉㻌 䠉㻌 䠉㻌

෌証券໬㻌 䠉㻌 䠉㻌 䠉㻌 䠉㻌 䠉㻌 䠉㻌

䝸䝇䜽・䜴䜵䜲䝖の䜏なしィ算が

㐺用䛥䜜る䜶䜽䝇䝫䞊䝆䝱䞊㻌
䠉㻌 䠉㻌 䠉㻌 䠉㻌 䠉㻌 䠉㻌

㻌 （䛖䛱䝹䝑䜽䝇䝹䞊᪉ᘧ）㻌 䠉㻌 䠉㻌 䠉㻌 䠉㻌 䠉㻌 䠉㻌

（䛖䛱䝬䞁䝕䞊䝖᪉ᘧ）㻌 䠉㻌 䠉㻌 䠉㻌 䠉㻌 䠉㻌 䠉㻌

（䛖䛱⵹↛性᪉ᘧ㻞㻡㻜％）㻌 䠉㻌 䠉㻌 䠉㻌 䠉㻌 䠉㻌 䠉㻌

（䛖䛱⵹↛性᪉ᘧ㻠㻜㻜％）㻌 䠉㻌 䠉㻌 䠉㻌 䠉㻌 䠉㻌 䠉㻌

（䛖䛱䝣䜷䞊䝹䝞䝑䜽᪉ᘧ）㻌 䠉㻌 䠉㻌 䠉㻌 䠉㻌 䠉㻌 䠉㻌

経㐣ᥐ⨨に䜘り䝸䝇䜽・䜰䝉䝑䝖

の額に算ධ䛥䜜るものの額㻌
㻡㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻡㻌 㻜㻌 㻜㻌

他の金⼥ƫ 関等のᑐ㇟資本ㄪ

㐩ᡭẁにಀる䜶䜽䝇䝫䞊䝆䝱
䞊にಀる経㐣ᥐ⨨に䜘り䝸䝇
䜽・䜰䝉䝑䝖の額に算ධ䛥䜜な

䛛䛳たものの額（△）㻌

䠉㻌 （△）㻌㻟㻘㻞㻤㻝㻌 （△）㻝㻟㻝㻌 䠉㻌 （△）㻟㻘㻞㻤㻝㻌 （△）㻝㻟㻝㻌

標準ⓗᡭἲを㐺用する䜶䜽䝇䝫䞊䝆
䝱䞊 ィู㻌

㻝㻢㻢㻘㻜㻤㻥㻌 㻠㻤㻘㻤㻥㻥㻌 㻝㻘㻥㻡㻢㻌 㻝㻢㻡㻘㻡㻝㻠㻌 㻡㻜㻘㻡㻣㻥㻌 㻞㻘㻜㻞㻟㻌

䠟䠲䠝䝸䝇䜽┦当額㾂８％㻌 䠉㻌 㻜㻌 㻜㻌 䠉㻌 㻜㻌 㻜㻌

୰ኸΎ算ƫ 関関連䜶䜽䝇䝫䞊䝆䝱䞊㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

合ィ（信用䝸䝇䜽・䜰䝉䝑䝖の額）㻌 㻝㻢㻢㻘㻜㻤㻥㻌 㻠㻤㻘㻤㻥㻥㻌 㻝㻘㻥㻡㻢㻌 㻝㻢㻡㻘㻡㻝㻠㻌 㻡㻜㻘㻡㻣㻥㻌 㻞㻘㻜㻞㻟㻌

㻌

㻔注㻕㻌

䠍．「䝸䝇䜽・䜰䝉䝑䝖額」のḍには、信用䝸䝇䜽๐ῶຠᯝ㐺用ᚋの䝸䝇䜽・䜰䝉䝑䝖額をཎ䜶䜽䝇䝫䞊䝆䝱䞊

の✀㢮䛤䛸にグ㍕して䛔ます。㻌

２．「３᭶௨ୖᘏ⁫等」䛸は、ඖ本ཪは利ᜥのᨭᡶが⣙ᐃᨭᡶ᪥の⩣᪥䛛䜙３䜹᭶௨ୖᘏ⁫して䛔るമ

ົ⪅にಀる䜶䜽䝇䝫䞊䝆䝱䞊ཬ䜃「金⼥ᶵ関ྥ䛡ཬ䜃➨୍✀金⼥ၟရྲྀᘬ業⪅ྥ䛡」、「ἲ人等ྥ

䛡」等にお䛔て䝸䝇䜽・䜴䜵䜲䝖が 㻝㻡㻜％にな䛳た䜶䜽䝇䝫䞊䝆䝱䞊の䛣䛸です。㻌

３．「出資等」䛸は、出資等䜶䜽䝇䝫䞊䝆䝱䞊、㔜要な出資の䜶䜽䝇䝫䞊䝆䝱䞊が該当します。㻌

䠐．「経㐣ᥐ⨨に䜘り䝸䝇䜽・䜰䝉䝑䝖の額に算ධ䛥䜜るもの」䛸は、ᅵᆅ෌ホ価ᕪ額金にಀる経㐣ᥐ⨨に

䜘る䝸䝇䜽・䜰䝉䝑䝖の額お䜘䜃ㄪᩚ項目に䛛䛛る経㐣ᥐ⨨に䜘りなおᚑ๓の౛に䜘るもの䛸して䝸䝇

䜽・䜰䝉䝑䝖の額に算ධしたものが該当します。㻌

５．「ୖグ௨እ」には、ᮍỴ済ྲྀᘬ・その他の資産（ᅛᐃ資産等）・㛫᥋Ύ算ཧຍ⪅ྥ䛡・信用䝸䝇䜽๐ῶ

ᡭἲ䛸して用䛔るಖ証または䜽䝺䝆䝑䝖・䝕䝸䝞䝔䜱䝤のච㈐額がྵま䜜ます。㻌

㻌

㻌
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䕻䜸䝨䝺䞊䝅䝵䝘䝹・䝸䝇クに対するᡤ要⮬ᕫ資本の額及び基♏的ᡭἲの額㻌

㻌 （単位：ⓒ୓円）㻌

２９年度㻌 ３０年度㻌

䜸䝨䝺䞊䝅䝵䝘䝹・䝸䝇ク┦

当額を䠔䠂で㝖して得た額㻌

㼍㻌

ᡤ要⮬ᕫ資本額㻌

䠾䠙㼍㽢䠐䠂㻌

䜸䝨䝺䞊䝅䝵䝘䝹・䝸䝇ク┦

当額を䠔䠂で㝖して得た額㻌

㼍㻌

ᡤ要⮬ᕫ資本額㻌

䠾䠙㼍㽢䠐䠂㻌

㻣㻘㻜㻢㻥㻌 㻞㻤㻟㻌 㻣㻘㻜㻥㻥㻌 㻞㻤㻠㻌

㻔注㻕㻌

１．䜸䝨䝺䞊䝅䝵䝘䝹・䝸䝇ク┦当額の算出にあたって、当ＪＡでは基♏的ᡭἲを᥇用しています。㻌

㻌

㻌

㻌

䠘䜸䝨䝺䞊䝅䝵䝘䝹・䝸䝇ク┦当額を䠔䠂で㝖して得た額の算出方ἲ（基♏的ᡭἲ）䠚㻌

㻌

㻌

㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 ⢒利益（┤㏆ 㻟年㛫のうちṇの್の合計額）㽢㻝㻡䠂㻌

㻌

㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌

┤㏆ 㻟年㛫のうち⢒利益がṇの್であった年ᩘ㻌

㻌

㻌

㻌

䕻ᡤ要⮬ᕫ資本額㻌

㻌 （単位：ⓒ୓円）㻌

２９年度㻌 ３０年度㻌

䝸䝇ク・䜰䝉䝑䝖等㻌

（分ẕ）合計㻌

㼍㻌

ᡤ要⮬ᕫ資本額㻌

䠾䠙㼍㽢䠐䠂㻌

䝸䝇ク・䜰䝉䝑䝖等㻌

（分ẕ）合計㻌

㼍㻌

ᡤ要⮬ᕫ資本額㻌

䠾䠙㼍㽢䠐䠂㻌

㻡㻡㻘㻥㻢㻣㻌 㻞㻘㻞㻟㻥㻌 㻡㻣㻘㻢㻣㻥㻌 㻞㻘㻟㻜㻣㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㾂䠔䠂㻌
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◆信用䝸䝇クに㛵する事㡯㻌
㻌

䕻標準的ᡭἲに㛵する事㡯㻌

㻌

当⤌合では⮬ᕫ資本ẚ⋡算出に䛛䛛る信用䝸䝇ク・䜰䝉䝑䝖額は࿌♧に定める標準的ᡭἲに䜘り

算出しています。また、信用䝸䝇ク・䜰䝉䝑䝖の算出にあたって、䝸䝇ク・䜴䜶䜲䝖のุ定に当たり౑用す

る格付等は次のとおりです。㻌

㻌

㻌

（䜰）䝸䝇ク・䜴䜶䜲䝖のุ定に当たり౑用する格付䛡は、௨ୗの㐺格格付ᶵ㛵に䜘る౫頼格付䛡の䜏౑

用し、㠀౫頼格付は౑用しない䛣ととしています。㻌

㻌

㐺㻌格㻌格㻌付㻌ᶵ㻌㛵㻌

ᰴ式会♫格付投資᝟ሗ䝉ン䝍䞊㻔䠮䠃䊠㻕㻌

ᰴ式会♫᪥本格付◊✲ᡤ㻔Ｊ䠟䠮㻕㻌

䝮䞊䝕䜱䞊䝈・䜲ン䝧䝇䝍䞊䝈・䝃䞊䝡䝇・䜲ンク㻔䠩䡋䡋䡀䡕㻓䡏㻕㻌

䠯䠃䠬䜾䝻䞊バ䝹・䝺䞊䝔䜱ン䜾㻔䠯䠃䠬㻕㻌

䝣䜱䝑䝏䝺䞊䝔䜱ン䜾䝇䝸䝭䝔䝑䝗㻔䠢䡅䡐䠿䡄㻕㻌

㻌

㻌

（䜲）䝸䝇ク・䜴䜶䜲䝖のุ定に当たり౑用する㐺格格付ᶵ㛵の格付または䜹ン䝖䝸䞊・䝸䝇ク・䝇䝁䜰は、௨

ୗのとおりです。㻌

㻌

䜶ク䝇䝫䞊䝆䝱䞊㻌 㐺㻌格㻌格㻌付㻌ᶵ㻌㛵㻌 䜹ン䝖䝸䞊・䝸䝇ク・䝇䝁䜰㻌

金⼥ᶵ㛵向䛡䜶ク䝇䝫䞊䝆䝱䞊㻌 㻌 ᪥本㈠᫆保㝤㻌

ἲே等向䛡䜶ク䝇䝫䞊䝆䝱䞊㻌

㻔㛗期㻕㻌

㻾䠃㻵䠈㻹㼛㼛㼐㼥㻓㼟䠈㻶㻯㻾䠈㻿㻒㻼䠈

㻲㼕㼠㼏㼔㻌
㻌

ἲே等向䛡䜶ク䝇䝫䞊䝆䝱䞊㻌

㻔▷期㻕㻌

㻾䠃㻵䠈㻹㼛㼛㼐㼥㻓㼟䠈㻶㻯㻾䠈㻿㻒㻼䠈

㻲㼕㼠㼏㼔㻌
㻌

㻌

㻌

䕻信用䝸䝇クに㛵する䜶ク䝇䝫䞊䝆䝱䞊の期ᮎṧ㧗及び୺な種類ูのෆヂ㻌

㻌 㻌 （単位：ⓒ୓円）㻌

㻌
２９年度㻌 ３０年度㻌

信用䝸䝇クに㛵する㻌

䜶ク䝇䝫䞊䝆䝱䞊のṧ㧗㻌
信用䝸䝇クに㛵する㻌

䜶ク䝇䝫䞊䝆䝱䞊のṧ㧗㻌

㻌 うち㈚出金等㻌 うちമๆ㻌 㻌 うち㈚出金等㻌 うちമๆ㻌

信用䝸䝇ク期ᮎṧ㧗㻌 㻝㻢㻢㻘㻜㻤㻥㻌 㻝㻟㻘㻞㻜㻢㻌 㻟㻘㻞㻝㻟㻌 㻝㻢㻡㻘㻡㻝㻠㻌 㻝㻟㻘㻟㻝㻣㻌 㻟㻘㻞㻝㻟㻌

信用䝸䝇ク平ᆒṧ㧗㻌 㻝㻡㻜㻘㻢㻞㻡㻌 㻝㻟㻘㻡㻜㻣㻌 㻟㻘㻞㻠㻞㻌 㻝㻡㻠㻘㻣㻝㻝㻌 㻝㻟㻘㻟㻝㻟㻌 㻟㻘㻞㻜㻟㻌

（注）㻌

１．信用䝸䝇クに㛵する䜶ク䝇䝫䞊䝆䝱䞊のṧ㧗には、資⏘（⮬ᕫ資本᥍㝖となる䜒の、䝸䝇ク・䜴䜵䜲䝖の

䜏なし計算が㐺用䛥れる䜶ク䝇䝫䞊䝆䝱䞊に該当する䜒の、ドๆ化䜶ク䝇䝫䞊䝆䝱䞊に該当する䜒の

を㝖く）及び䜸䝣・バ䝷ン䝇取ᘬの୚信┦当額を含䜏ます。㻌
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䕻信用䝸䝇クに㛵する䜶ク䝇䝫䞊䝆䝱䞊の地域ูの期ᮎṧ㧗及び୺な種類ูのෆヂ㻌

㻌 㻌 （単位：ⓒ୓円）㻌

㻌 ２９年度㻌 ３０年度㻌

信用䝸䝇クに㛵する䜶ク䝇䝫䞊䝆䝱䞊のṧ㧗㻌 信用䝸䝇クに㛵する䜶ク䝇䝫䞊䝆䝱䞊のṧ㧗㻌

㻌 うち㈚出金等㻌 うちമๆ㻌 㻌 うち㈚出金等㻌 うちമๆ㻌

ᅜ㻌 ෆ㻌 㻝㻢㻢㻘㻜㻤㻥㻌 㻝㻟㻘㻞㻜㻢㻌 㻟㻘㻞㻝㻟㻌 㻝㻢㻡㻘㻡㻝㻠㻌 㻝㻟㻘㻟㻝㻣㻌 㻟㻘㻞㻝㻟㻌

ᅜ㻌 እ㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

合㻌 計㻌 㻝㻢㻢㻘㻜㻤㻥㻌 㻝㻟㻘㻞㻜㻢㻌 㻟㻘㻞㻝㻟㻌 㻝㻢㻡㻘㻡㻝㻠㻌 㻝㻟㻘㻟㻝㻣㻌 㻟㻘㻞㻝㻟㻌

（注）㻌

１．信用䝸䝇クに㛵する䜶ク䝇䝫䞊䝆䝱䞊のṧ㧗には、資⏘（⮬ᕫ資本᥍㝖となる䜒の、䝸䝇ク・䜴䜵䜲䝖の

䜏なし計算が㐺用䛥れる䜶ク䝇䝫䞊䝆䝱䞊に該当する䜒の、ドๆ化䜶ク䝇䝫䞊䝆䝱䞊に該当する䜒の

を㝖く）及び䜸䝣・バ䝷ン䝇取ᘬの୚信┦当額を含䜏ます。㻌

㻌

㻌

䕻信用䝸䝇クに㛵する䜶ク䝇䝫䞊䝆䝱䞊の業種ูの期ᮎṧ㧗及び୺な種類ูのෆヂ㻌

（注）㻌

１．信用䝸䝇クに㛵する䜶ク䝇䝫䞊䝆䝱䞊のṧ㧗には、資⏘（⮬ᕫ資本᥍㝖となる䜒の、䝸䝇ク・䜴䜵䜲䝖の

䜏なし計算が㐺用䛥れる䜶ク䝇䝫䞊䝆䝱䞊に該当する䜒の、ドๆ化䜶ク䝇䝫䞊䝆䝱䞊に該当する䜒の

を㝖く）及び䜸䝣・バ䝷ン䝇取ᘬの୚信┦当額を含䜏ます。㻌

２．䛂その௚䛃には、䝣䜯ン䝗のうちಶ䚻の資⏘のᢕᥱがᅔ㞴な資⏘䜔ᅛ定資⏘等が該当します。㻌

㻌

㻌

㻌 㻌 （単位：ⓒ୓円）㻌

㻌 ２９年度㻌 ３０年度㻌

信用䝸䝇クに㛵する䜶ク䝇䝫䞊䝆䝱䞊のṧ㧗㻌 信用䝸䝇クに㛵する䜶ク䝇䝫䞊䝆䝱䞊のṧ㧗㻌

㻌 うち㈚出金等㻌 うちമๆ㻌 㻌 うち㈚出金等㻌 うちമๆ㻌

ἲ

ே㻌

㻌

農 業㻌 㻟㻣㻌 㻟㻣㻌 㻜㻌 㻟㻣㻌 㻟㻣㻌 㻜㻌

ᯘ 業㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

Ỉ ⏘ 業㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

〇 㐀 業㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

㖔 業㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

ᘓ設・୙動⏘業㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

㟁 Ẽ ・䜺䝇・⇕㻌

౪給 ・Ỉ㐨業㻌
㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

㐠㍺・㏻信業㻌 㻝㻜㻝㻌 㻜㻌 㻝㻜㻝㻌 㻝㻜㻝㻌 㻜㻌 㻝㻜㻝㻌

金⼥・保㝤業㻌 㻝㻠㻝㻘㻡㻞㻢㻌 㻞㻘㻝㻤㻣㻌 㻜㻌 㻝㻠㻜㻘㻤㻥㻣㻌 㻞㻘㻝㻤㻣㻌 㻜㻌

༺売・ᑠ売・㣧㻌

㣗 ・䝃䞊䝡䝇業㻌
㻢㻌 㻢㻌 㻜㻌 㻠㻌 㻠㻌 㻜㻌

᪥本ᅜᨻᗓ ・㻌

地方බඹᅋయ㻌
㻟㻘㻥㻤㻝㻌 㻤㻢㻥㻌 㻟㻘㻝㻝㻞㻌 㻟㻘㻤㻥㻣㻌 㻣㻤㻡㻌 㻟㻘㻝㻝㻞㻌

そ の ௚㻌 㻣㻝㻟㻌 㻡㻜㻌 㻜㻌 㻣㻞㻣㻌 㻢㻟㻌 㻜㻌

ಶ 㻌 ே㻌 㻝㻜㻘㻝㻤㻤㻌 㻝㻜㻘㻜㻡㻣㻌 㻜㻌 㻝㻜㻘㻞㻡㻝㻌 㻝㻜㻘㻞㻠㻝㻌 㻜㻌

そ の ௚㻌 㻥㻘㻡㻟㻣㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻥㻘㻢㻜㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

合 㻌 計㻌 㻝㻢㻢㻘㻜㻤㻥㻌 㻝㻟㻘㻞㻜㻢㻌 㻟㻘㻞㻝㻟㻌 㻝㻢㻡㻘㻡㻝㻠㻌 㻝㻟㻘㻟㻝㻣㻌 㻟㻘㻞㻝㻟㻌
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䕻信用䝸䝇クに㛵する䜶ク䝇䝫䞊䝆䝱䞊のṧ存期㛫ูの期ᮎṧ㧗及び୺な種類ูのෆヂ㻌

㻌 㻌 （単位：ⓒ୓円）㻌

㻌

２９年度㻌 ３０年度㻌

信用䝸䝇クに㛵する䜶ク䝇䝫䞊䝆䝱䞊のṧ㧗㻌 信用䝸䝇クに㛵する䜶ク䝇䝫䞊䝆䝱䞊のṧ㧗㻌

㻌 うち㈚出金等㻌 うちമๆ㻌
㻌

うち㈚出金等㻌 うちമๆ㻌

１ 年 ௨ ୗ㻌 㻝㻟㻢㻘㻜㻥㻞㻌 㻢㻝㻝㻌 㻜㻌 㻝㻟㻠㻘㻜㻜㻠㻌 㻡㻝㻜㻌 㻠㻜㻝㻌

１年㉸３年௨ୗ㻌 㻥㻝㻜㻌 㻡㻜㻤㻌 㻠㻜㻝㻌 㻡㻠㻥㻌 㻡㻠㻥㻌 㻜㻌

３年㉸䠑年௨ୗ㻌 㻝㻘㻢㻡㻝㻌 㻥㻡㻝㻌 㻣㻜㻜㻌 㻠㻘㻞㻟㻝㻌 㻟㻘㻠㻟㻝㻌 㻤㻜㻜㻌

䠑年㉸䠓年௨ୗ㻌 㻟㻘㻝㻠㻠㻌 㻟㻘㻜㻠㻠㻌 㻝㻜㻜㻌 㻤㻡㻜㻌 㻢㻠㻥㻌 㻞㻜㻝㻌

䠓年㉸１０年௨ୗ㻌 㻝㻘㻣㻣㻥㻌 㻝㻘㻞㻣㻣㻌 㻡㻜㻟㻌 㻝㻘㻣㻞㻡㻌 㻝㻘㻟㻞㻟㻌 㻠㻜㻞㻌

１ ０ 年 ㉸㻌 㻣㻘㻥㻤㻥㻌 㻢㻘㻠㻤㻜㻌 㻝㻘㻡㻜㻥㻌 㻣㻘㻥㻡㻝㻌 㻢㻘㻡㻠㻞㻌 㻝㻘㻠㻜㻥㻌

期限の定めのない䜒の㻌 㻝㻠㻘㻡㻞㻠㻌 㻟㻟㻡㻌 㻜㻌 㻝㻢㻘㻞㻜㻠㻌 㻟㻝㻟㻌 㻜㻌

合㻌 計㻌 㻝㻢㻢㻘㻜㻤㻥㻌 㻝㻟㻘㻞㻜㻢㻌 㻟㻘㻞㻝㻟㻌 㻝㻢㻡㻘㻡㻝㻠㻌 㻝㻟㻘㻟㻝㻣㻌 㻟㻘㻞㻝㻟㻌

（注）㻌

１．信用䝸䝇クに㛵する䜶ク䝇䝫䞊䝆䝱䞊のṧ㧗には、資⏘（⮬ᕫ資本᥍㝖となる䜒の、䝸䝇ク・䜴䜵䜲䝖の

䜏なし計算が㐺用䛥れる䜶ク䝇䝫䞊䝆䝱䞊に該当する䜒の、ドๆ化䜶ク䝇䝫䞊䝆䝱䞊に該当する䜒の

を㝖く）及び䜸䝣・バ䝷ン䝇取ᘬの୚信┦当額を含䜏ます。㻌

㻌

㻌

䕻３᭶௨上ᘏ⁫䜶ク䝇䝫䞊䝆䝱䞊の期ᮎṧ㧗の地域ูのෆヂ㻌

㻌 㻌 （単位：ⓒ୓円）㻌

㻌 ２９年度㻌 ３０年度㻌

ᅜ㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌ෆ㻌 㻝㻌 㻝㻢㻌

ᅜ㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌እ㻌 㻜㻌 㻜㻌

合㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 計㻌 㻝㻌 㻝㻢㻌

（注）㻌

１．䛂３᭶௨上ᘏ⁫䜶ク䝇䝫䞊䝆䝱䞊䛃には、ඖ本又は利ᜥの支ᡶが⣙定支ᡶ᪥の⩣᪥䛛䜙３䜹᭶௨上

ᘏ⁫している䜶ク䝇䝫䞊䝆䝱䞊の䜋䛛、እ部格付・䜹ン䝖䝸䞊䝸䝇ク・䝇䝁䜰に䜘って䝸䝇ク・䜴䜶䜲䝖が

㻝㻡㻜䠂となった䜶ク䝇䝫䞊䝆䝱䞊を含めています。㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌
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䕻３᭶௨上ᘏ⁫䜶ク䝇䝫䞊䝆䝱䞊の期ᮎṧ㧗の業種ูのෆヂ㻌

㻌 㻌 （単位：ⓒ୓円）㻌

㻌 ２９年度㻌 ３０年度㻌

ἲ㻌
㻌
㻌
㻌
㻌

ே㻌

農 業㻌 㻜㻌

㻜㻌

㻜㻌

㻜㻌ᯘ 業㻌 㻜㻌 㻜㻌

Ỉ ⏘ 業㻌 㻜㻌 㻜㻌

〇 㐀 業㻌 㻜㻌 㻜㻌

㖔 業㻌 㻜㻌 㻜㻌

ᘓ 設 ・ ୙ 動 ⏘ 業㻌 㻜㻌 㻜㻌

㟁Ẽ・䜺䝇・⇕౪給・Ỉ㐨業㻌 㻜㻌 㻜㻌

㐠 ㍺ ・ ㏻ 信 業㻌 㻜㻌 㻜㻌

金 ⼥ ・ 保 㝤 業㻌 㻜㻌 㻜㻌

༺売・ᑠ売・㣧㣗・䝃䞊䝡䝇業㻌 㻜㻌 㻜㻌

᪥本ᅜᨻᗓ・地方බඹᅋయ㻌 㻜㻌 㻜㻌

そ の ௚㻌 㻜㻌 㻜㻌

ಶ 㻌 㻌 ே㻌 㻝㻌 㻝㻢㻌

合 㻌 㻌 計㻌 㻝㻌 㻝㻢㻌

（注）㻌

１．䛂３᭶௨上ᘏ⁫䜶ク䝇䝫䞊䝆䝱䞊䛃には、ඖ本又は利ᜥの支ᡶが⣙定支ᡶ᪥の⩣᪥䛛䜙３䜹᭶௨上ᘏ⁫

している䜶ク䝇䝫䞊䝆䝱䞊の䜋䛛、及びእ部格付・䜹ン䝖䝸䞊䝸䝇ク・䝇䝁䜰に䜘って䝸䝇ク・䜴䜶䜲䝖が

㻝㻡㻜䠂となった䜶ク䝇䝫䞊䝆䝱䞊を含めています。㻌

㻌

䕻㈚ಽᘬ当金の期ᮎṧ㧗及び期୰のቑ減額㻌

㻌 㻌 （単位：ⓒ୓円）㻌

༊㻌 分㻌

２９年度㻌 ３０年度㻌

期㤳ṧ㧗㻌 期୰ቑຍ額㻌
期୰減ᑡ額㻌

期ᮎṧ㧗㻌 期㤳ṧ㧗㻌 期୰ቑຍ額㻌
期୰減ᑡ額㻌

期ᮎṧ㧗㻌
目的౑用㻌 その௚㻌 目的౑用㻌 その௚㻌

୍⯡㈚ಽᘬ当金㻌 㻠㻣㻌 㻠㻡㻌 䠉㻌 㻠㻣㻌 㻠㻡㻌 㻠㻡㻌 㻣㻌 䠉㻌 㻠㻡㻌 㻣㻌

ಶู㈚ಽᘬ当金㻌 㻟㻞㻌 㻟㻠㻌 㻜㻌 㻟㻞㻌 㻟㻠㻌 㻟㻠㻌 㻞㻟㻌 㻝㻝㻌 㻞㻞㻌 㻞㻠㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

ᅜ㻌 ෆ㻌 㻟㻞㻌 㻟㻠㻌 㻜㻌 㻟㻞㻌 㻟㻠㻌 㻟㻠㻌 㻞㻟㻌 㻝㻝㻌 㻞㻞㻌 㻞㻠㻌

ᅜ㻌 እ㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌

ἲே㻌

農 㻌 業㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌

ᯘ 㻌 業㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌

Ỉ⏘業㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌

〇㐀業㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌

㖔 業㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌

ᘓ設・୙動⏘業㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌
㟁Ẽ・䜺䝇・⇕౪

給・Ỉ㐨業㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌

㐠㍺・㏻信業㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌

金⼥・保㝤業㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌
༺売・ᑠ売・㣧

㣗・䝃䞊䝡䝇業㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌
᪥本ᅜᨻᗓ・地

方බඹᅋయ㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌

そ の ௚㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌 ０㻌

ಶ 㻌 ே㻌 㻟㻞㻌 㻟㻠㻌 㻜㻌 㻟㻞㻌 㻟㻠㻌 㻟㻠㻌 㻞㻟㻌 㻝㻝㻌 㻞㻞㻌 㻞㻠㻌

㻌
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䕻㈚出金ൾ༷の額㻌

㻌 㻌 （単位：ⓒ୓円）㻌

㡯㻌 㻌 㻌 㻌 目㻌 ２９年度㻌 ３０年度㻌

ἲ㻌
㻌
㻌
㻌
㻌
㻌

ே㻌

農 業㻌 㻜㻌 㻜㻌

ᯘ 業㻌 㻜㻌 㻜㻌

Ỉ ⏘ 業㻌 㻜㻌 㻜㻌

〇 㐀 業㻌 㻜㻌 㻜㻌

㖔 業㻌 㻜㻌 㻜㻌

ᘓ 設 ・ ୙ 動 ⏘ 業㻌 㻜㻌 㻜㻌

㟁Ẽ・䜺䝇・⇕౪給・Ỉ㐨業㻌 㻜㻌 㻜㻌

㐠 ㍺ ・ ㏻ 信 業㻌 㻜㻌 㻜㻌

金 ⼥ ・ 保 㝤 業㻌 㻜㻌 㻜㻌

༺売・ᑠ売・㣧㣗・䝃䞊䝡䝇業㻌 㻜㻌 㻜㻌

᪥本ᅜᨻᗓ・地方බඹᅋయ㻌 㻜㻌 㻜㻌

そ の ௚㻌 㻜㻌 㻜㻌

ಶ 㻌 ே㻌 㻜㻌 㻜㻌

合 㻌 計㻌 㻜㻌 㻜㻌

㻌

䕻信用䝸䝇ク๐減ຠᯝ຺᱌ᚋのṧ㧗及び䝸䝇ク・䜴䜵䜲䝖㻌 㻝㻘㻞㻡㻜䠂を㐺用するṧ㧗㻌

㻌 㻌 （単位：ⓒ୓円）㻌

㻌 ２９年度㻌 ３０年度㻌

格付㻌

あり㻌

格付㻌

なし㻌
計㻌

格付㻌

あり㻌

格付㻌

なし㻌
計㻌

信
用
呁
吐
吆
๐
減
ຠ
ᯝ
຺
᱌
ᚋ
ṧ
㧗㻌

䝸䝇ク䡡䜴䜶䜲䝖㻌 㻜䠂㻌 㻜㻌 㻡㻘㻢㻤㻜㻌 㻡㻘㻢㻤㻜㻌 㻜㻌 㻡㻘㻠㻤㻡㻌 㻡㻘㻠㻤㻡㻌

䝸䝇ク䡡䜴䜶䜲䝖㻌 ２䠂㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

䝸䝇ク䡡䜴䜶䜲䝖㻌 䠐䠂㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

䝸䝇ク䡡䜴䜶䜲䝖 㻝㻜䠂㻌 㻜㻌 㻤㻘㻣㻝㻣㻌 㻤㻘㻣㻝㻣㻌 㻜㻌 㻤㻘㻤㻜㻤㻌 㻤㻘㻤㻜㻤㻌

䝸䝇ク䡡䜴䜶䜲䝖 㻞㻜䠂㻌 㻜㻌 㻝㻟㻡㻘㻡㻟㻜㻌 㻝㻟㻡㻘㻡㻟㻜㻌 㻜㻌 㻝㻟㻠㻘㻤㻤㻥㻌 㻝㻟㻠㻘㻤㻤㻥㻌

䝸䝇ク䡡䜴䜶䜲䝖 㻟㻡䠂㻌 㻜㻌 㻢㻡㻌 㻢㻡㻌 㻜㻌 㻡㻤㻌 㻡㻤㻌

䝸䝇ク䡡䜴䜶䜲䝖 㻡㻜䠂㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻝㻞㻌 㻝㻞㻌

䝸䝇ク䡡䜴䜶䜲䝖 㻣㻡䠂㻌 㻜㻌 㻡㻟㻞㻌 㻡㻟㻞㻌 㻜㻌 㻡㻟㻤㻌 㻡㻟㻤㻌

䝸䝇ク䡡䜴䜶䜲䝖 㻝㻜㻜䠂㻌 㻜㻌 㻝㻞㻘㻡㻟㻢㻌 㻝㻞㻘㻡㻟㻢㻌 㻜㻌 㻝㻞㻘㻢㻤㻥㻌 㻝㻞㻘㻢㻤㻥㻌

䝸䝇ク䡡䜴䜶䜲䝖 㻝㻡㻜䠂㻌 㻜㻌 㻝㻌 㻝㻌 㻜㻌 㻞㻌 㻞㻌

䝸䝇ク䡡䜴䜶䜲䝖 㻞㻜㻜䠂㻌 㻜㻌 㻟㻘㻞㻢㻠㻌 㻟㻘㻞㻢㻠㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

䝸䝇ク䡡䜴䜶䜲䝖 㻞㻡㻜䠂㻌 㻜㻌 㻡㻣㻥㻌 㻡㻣㻥㻌 㻜㻌 㻟㻘㻤㻠㻟㻌 㻟㻘㻤㻠㻟㻌

その௚㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

䝸䝇ク・䜴䜵䜲䝖㻌 㻝㻘㻞㻡㻜䠂㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

計㻌 㻜㻌 㻝㻢㻢㻘㻥㻜㻠㻌 㻝㻢㻢㻘㻥㻜㻠㻌 㻜㻌 㻝㻢㻢㻘㻟㻞㻠㻌 㻝㻢㻢㻘㻟㻞㻠㻌

（注）㻌

１．信用䝸䝇クに㛵する䜶ク䝇䝫䞊䝆䝱䞊のṧ㧗には、資⏘（⮬ᕫ資本᥍㝖となる䜒の、䝸䝇ク・䜴䜵䜲䝖の

䜏なし計算が㐺用䛥れる䜶ク䝇䝫䞊䝆䝱䞊に該当する䜒の、ドๆ化䜶ク䝇䝫䞊䝆䝱䞊に該当する䜒の

を㝖く）୪びに䜸䝣䡡バ䝷ン䝇取ᘬ及びὴ生ၟရ取ᘬの୚信┦当額を含䜏ます。㻌

２．経㐣ᥐ⨨に䜘って䝸䝇ク・䜴䜵䜲䝖を変更した䜶ク䝇䝫䞊䝆䝱䞊に䛴いては、経㐣ᥐ⨨㐺用ᚋの䝸䝇ク・

䜴䜵䜲䝖に䜘って㞟計しています。また、経㐣ᥐ⨨に䜘って䝸䝇ク・䜰䝉䝑䝖を算入した䜒のに䛴いて䜒㞟

計の対㇟としています。㻌

３．㻌 㻝㻘㻞㻡㻜䠂には、㠀ྠ時Ỵ῭取ᘬにಀる䜒の、信用䝸䝇ク๐減ᡭἲとして用いる保ド又はク䝺䝆䝑䝖・䝕

䝸バ䝔䜱䝤のච㈐額にಀる䜒の、㔜要な出資にಀる䜶ク䝇䝫䞊䝆䝱䞊な䛹䝸䝇ク・䜴䜵䜲䝖㻌 㻝㻘㻞㻡㻜䠂を㐺

用した䜶ク䝇䝫䞊䝆䝱䞊があります。㻌
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◆信用䝸䝇ク๐減ᡭἲに㛵する事㡯㻌
㻌

◇�信用䝸䝇ク๐減ᡭἲに㛵する䝸䝇ク⟶理の方針及びᡭ⥆のᴫ要㻌

㻌

㻌

㻌

䛂信用䝸䝇ク๐減ᡭἲ䛃とは、⮬ᕫ資本ẚ⋡算出にお䛡る信用䝸䝇ク・䜰䝉䝑䝖額の

算出において、䜶ク䝇䝫䞊䝆䝱䞊に対して୍定の要௳を‶たすᢸ保䜔保ド等が設定䛥

れている場合に、䜶ク䝇䝫䞊䝆䝱䞊の䝸䝇ク・䜴䜶䜲䝖に௦えて、ᢸ保䜔保ドேに対す

る䝸䝇ク・䜴䜶䜲䝖を㐺用するな䛹信用䝸䝇ク・䜰䝉䝑䝖額を㍍減する方ἲです。㻌

当ＪＡでは、信用䝸䝇ク๐減ᡭἲを䛂⮬ᕫ資本ẚ⋡算出要㡿䛃にて定めています。㻌

信用䝸䝇ク๐減ᡭἲとして、䛂㐺格金⼥資⏘ᢸ保䛃、䛂保ド䛃、䛂㈚出金と⮬⤌合㈓金

の┦ẅ䛃を㐺用しています。㻌

㻌

㐺格金⼥資⏘ᢸ保付取ᘬとは、䜶ク䝇䝫䞊䝆䝱䞊の信用䝸䝇クの全部または୍部

が、取ᘬ┦ᡭまたは取ᘬ┦ᡭのために➨୕⪅がᥦ౪する㐺格金⼥資⏘ᢸ保に䜘って

๐減䛥れている取ᘬをいいます。当ＪＡでは、㐺格金⼥資⏘ᢸ保取ᘬに䛴いて信用䝸

䝇ク๐減ᡭἲの⡆౽ᡭἲを用いています。㻌

㻌

保ドに䛴いては、⿕保ドമᶒのമ務⪅䜘り䜒పい䝸䝇ク・䜴䜶䜲䝖が㐺用䛥れる୰ኸ

ᨻᗓ等、本㑥地方බඹᅋయ、本㑥ᨻᗓ㛵ಀᶵ㛵、እᅜの୰ኸᨻᗓ௨እのබඹ部門、

ᅜ際㛤Ⓨ㖟行、及び金⼥ᶵ㛵または➨୍種金⼥ၟရ取ᘬ業⪅、䛣れ䜙௨እの୺యで

㛗期格付を付୚している䜒のを㐺格保ドேとし、䜶ク䝇䝫䞊䝆䝱䞊のうち㐺格保ドே

に保ド䛥れた⿕保ド部分に䛴いて、⿕保ドമᶒの䝸䝇ク・䜴䜶䜲䝖に௦えて、保ドேの

䝸䝇ク䡡䜴䜶䜲䝖を㐺用しています。㻌

㻌

㈚出金と⮬⤌合㈓金の┦ẅに䛴いては䠈䐟取ᘬ┦ᡭのമ務㉸㐣、◚⏘ᡭ⥆㛤ጞ

のỴ定その௚䛣れ䜙に類する事⏤に䛛䛛䜟䜙䛪、㈚出金と⮬⤌合㈓金の┦ẅがἲ的

に᭷ຠである䛣とを♧す༑分な᰿ᣐを᭷している䛣と、䐠ྠ୍の取ᘬ┦ᡭとの㛫で┦

ẅዎ⣙ୗにある㈚出金と⮬⤌合㈓金をい䛪れの時Ⅼにおいて䜒≉定する䛣とがで䛝

る䛣と、䐡⮬⤌合㈓金が⥅⥆䛥れない䝸䝇クが┘ど及び⟶理䛥れている䛣と、䐢㈚出

金と⮬⤌合㈓金の┦ẅᚋの額が、┘どお䜘び⟶理䛥れている䛣と、の᮲௳をす䜉て‶

たす場合に、┦ẅዎ⣙ୗにある㈚出金と⮬⤌合㈓金の┦ẅᚋの額を信用䝸䝇ク๐減

ᡭἲ㐺用ᚋの䜶ク䝇䝫䞊䝆䝱䞊額としています。㻌

ᢸ保に㛵するホ価及び⟶理方針は、୍定の䝹䞊䝹の䜒と定期的にᢸ保確ㄆ及び

ホ価の見┤し行っています。なお、୺要なᢸ保の種類は⮬⤌合㈓金です。㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌
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◇�信用䝸䝇ク๐減ᡭἲが㐺用䛥れた䜶ク䝇䝫䞊䝆䝱䞊の額㻌

（単位：ⓒ୓円）㻌

༊㻌 㻌 㻌 㻌 分㻌

２９年度㻌 ３０年度㻌

㐺格金⼥㻌

資⏘ᢸ保㻌
保ド㻌

ク䝺䝆䝑

䝖・䝕䝸バ

䝔䜱䝤㻌

㐺格金⼥㻌

資⏘ᢸ保㻌
保ド㻌

ク䝺䝆䝑

䝖・䝕䝸バ

䝔䜱䝤㻌

地方බඹᅋయ金⼥ᶵᵓ向䛡㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

ᡃがᅜのᨻᗓ㛵ಀᶵ㛵向䛡㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

地 方 ୕ බ ♫ 向 䛡㻌 㻜㻌 㻝㻜㻝㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻝㻜㻝㻌 㻜㻌

金 ⼥ ᶵ 㛵 向 䛡 及 び㻌

➨୍種金⼥ၟရ取ᘬ業⪅向䛡㻌
㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

ἲ ே 等 向 䛡㻌 㻞㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻞㻌 㻜㻌 㻜㻌

୰ᑠ௻業等向䛡及びಶே向䛡㻌 㻠㻜㻌 㻟㻠㻌 㻜㻌 㻠㻟㻌 㻞㻞㻌 㻜㻌

᢬ 当 ᶒ ఫ Ꮿ 䝻 䞊 ン㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

୙ 動 ⏘ 取 得 等 事 業 向 䛡㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

୕ ᭶ ௨ 上 ᘏ ⁫ 等㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

ド ๆ 化㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

୰ ኸ ⢭ 算 ᶵ 㛵 㛵 㐃㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

上 記 ௨ እ㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

合㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 計㻌 㻠㻞㻌 㻝㻟㻡㻌 㻜㻌 㻠㻡㻌 㻝㻞㻟㻌 㻜㻌

㻔注㻕㻌

１．䛂３᭶௨上ᘏ⁫等䛃とは、ඖ本又は利ᜥの支ᡶが⣙定支ᡶ᪥の⩣᪥䛛䜙３䜹᭶௨上ᘏ⁫しているമ

務⪅にಀる䜶ク䝇䝫䞊䝆䝱䞊及び䛂金⼥ᶵ㛵向䛡及び➨୍種金⼥ၟရ取ᘬ業⪅向䛡䛃、䛂ἲே等向

䛡䛃等において䝸䝇ク・䜴䜶䜲䝖が 㻝㻡㻜䠂になった䜶ク䝇䝫䞊䝆䝱䞊の䛣とです。㻌

２．䛂上記௨እ䛃には、⌧金・እᅜの୰ኸᨻᗓ及び୰ኸ㖟行向䛡・ᅜ際Ỵ῭㖟行等向䛡・እᅜの୰ኸᨻ

ᗓ等௨እのබඹ部門向䛡・ᅜ際㛤Ⓨ㖟行向䛡・取立未῭ᡭᙧ・未Ỵ῭取ᘬ・その௚の資⏘（ᅛ定資

⏘等）が含まれます。㻌

㻌

㻌

㻌

◆ὴ生ၟရ取ᘬ及び㛗期Ỵ῭期㛫取ᘬの取ᘬ┦ᡭの䝸䝇クに㛵する事㡯㻌
㻌

該当する取ᘬはありま䛫䜣。㻌
㻌

㻌

◆ドๆ化䜶ク䝇䝫䞊䝆䝱䞊に㛵する事㡯㻌

㻌

該当する取ᘬはありま䛫䜣。㻌
㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌
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◆出資その௚䛣れに類する䜶ク䝇䝫䞊䝆䝱䞊に㛵する事㡯㻌

㻌
䕻出資その௚䛣れに類する䜶ク䝇䝫䞊䝆䝱䞊に㛵する䝸䝇ク⟶理の方針及びᡭ⥆のᴫ要㻌

㻌
㻌

䛂出資その௚䛣れに類する䜶ク䝇䝫䞊䝆䝱䞊䛃とは㈚೉対↷⾲上の᭷価ドๆ຺定及びእ部出資຺

定のᰴ式又は出資として計上䛥れている䜒のであり、当⤌合においては、䛣れ䜙を䐟Ꮚ会♫お䜘び㛵

㐃会♫ᰴ式、䐠その௚᭷価ドๆ、䐡⣔⤫お䜘び⣔⤫እ出資に༊分して⟶理しています。㻌 㻌

䐟Ꮚ会♫お䜘び㛵㐃会♫に䛴いては、経営上䜒ᐦ᥋な㐃ᦠを図る䛣とに䜘り、当⤌合の事業の䜘

りຠ⋡的㐠営を目的として、ᰴ式を保᭷しています。䛣れ䜙の会♫の経営に䛴いてはẖ期のỴ算書

類の分ᯒの௚、ẖ᭶定期的な㐃⤡会㆟を行う等㐺ษな業ἣᢕᥱにດめています。㻌

㻌

䐠その௚の᭷価ドๆに䛴いては୰㛗期的な㐠用目的で保᭷する䜒のであり、㐺ษなᕷ場䝸䝇クの

ᢕᥱお䜘び䝁ン䝖䝻䞊䝹にດめています。ලయ的には、ᕷ場動向䜔経῭見㏻しな䛹の投資環境分ᯒ

及び䝫䞊䝖䝣䜷䝸䜸の≧ἣ䜔Ａ䠨䠩な䛹を⪃៖し、理事会で㐠用方針を定めるとと䜒に経営ᒙでᵓ成

する㐠用会㆟を定期的に㛤ദして、᪥ᖖ的な᝟ሗ஺᥮及び意ᛮỴ定を行っています。㐠用部門は

理事会でỴ定した㐠用方針及び㐠用会㆟でỴ定䛥れた取ᘬ方針な䛹に基づ䛝、᭷価ドๆの売㈙䜔

䝸䝇ク䝦䝑䝆を行っています。㐠用部門が行った取ᘬに䛴いては䝸䝇ク⟶理部門が㐺ษなᇳ行を行っ

ている䛛䛹う䛛䝏䜵䝑クし定期的に䝸䝇ク㔞の 定を行い経営ᒙにሗ࿌しています。㻌

㻌

䐡⣔⤫出資に䛴いては、会ဨとしての⥲会等へのཧ⏬を㏻じた経営ᴫἣの┘╩にຍえ、᪥ᖖ的

な༠㆟を㏻じた㐃合会等の財務健全化をồめており、⣔⤫እ出資に䛴いて䜒ྠᵝの対応を行ってい

ます。㻌

㻌

なお、䛣れ䜙の出資その௚䛣れに類する䜶ク䝇䝫䞊䝆䝱䞊のホ価等に䛴いては、䐟Ꮚ会♫お䜘び

㛵㐃会♫に䛴いては、取得ཎ価を記㍕し、䐠その௚᭷価ドๆに䛴いては時価ホ価を行った上で、取

得ཎ価とのホ価ᕪ額に䛴いては、䛂その௚᭷価ドๆホ価ᕪ額金䛃として⣧資⏘の部に計上していま

す。䐡⣔⤫お䜘び⣔⤫እ出資に䛴いては、取得ཎ価を記㍕し、ẋ損の≧ἣに応じてእ部出資等損

失ᘬ当金を設定しています。また、ホ価等㔜要な会計方針の変更等があれ䜀、注記⾲にその᪨記

㍕する䛣ととしています。㻌

㻌

㻌

䕻出資その௚䛣れに類する䜶ク䝇䝫䞊䝆䝱䞊の㈚೉対↷⾲計上額及び時価㻌

㻌 㻌 （単位：ⓒ୓円）㻌

㻌

㻌

２９年度㻌 ３０年度㻌

㈚೉対↷⾲計上額㻌 時価ホ価額㻌 ㈚೉対↷⾲計上額㻌 時価ホ価額㻌

上 場㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

㠀上場㻌 㻠㻘㻡㻜㻢㻌 㻠㻘㻡㻜㻢㻌 㻠㻘㻡㻜㻢㻌 㻠㻘㻡㻜㻢㻌

合 計㻌 㻠㻘㻡㻜㻢㻌 㻠㻘㻡㻜㻢㻌 㻠㻘㻡㻜㻢㻌 㻠㻘㻡㻜㻢㻌

（注）䛂時価ホ価額䛃は、時価のある䜒のは時価、時価のない䜒のは㈚೉対↷⾲計上額の合計額です。㻌

㻌

䕻出資その௚䛣れに類する䜶ク䝇䝫䞊䝆䝱䞊の売༷及びൾ༷に伴う損益㻌

㻌 㻌 （単位：ⓒ୓円）㻌

㻌

㻌

２９年度㻌 ３０年度㻌

売༷益㻌 売༷損㻌 ൾ༷額㻌 売༷益㻌 売༷損㻌 ൾ༷額㻌

上 㻌 場㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

㠀上場㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

合 㻌 計㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌
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䕻貸೉ᑐ↷⾲でㄆ㆑䛥䜜ᦆ益ィ算᭩でㄆ㆑䛥䜜な䛔ホ価ᦆ益の額（その他有価証券のホ価ᦆ益等）㻌

㻌 㻌 （単位：百万円）㻌

㻌

㻌

２９年度㻌 ３０年度㻌

ホ価益㻌 ホ価ᦆ㻌 ホ価益㻌 ホ価ᦆ㻌

ୖ 㻌 ሙ㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

㠀ୖሙ㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

合 㻌 ィ㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

㻌

㻌

䕻貸೉ᑐ↷⾲ཬ䜃ᦆ益ィ算᭩でㄆ㆑䛥䜜な䛔ホ価ᦆ益の額（Ꮚ఍♫・関ಀ఍♫ᰴᘧのホ価ᦆ益等）㻌

㻌 㻌 （単位：百万円）㻌

㻌

㻌

２９年度㻌 ３０年度㻌

ホ価益㻌 ホ価ᦆ㻌 ホ価益㻌 ホ価ᦆ㻌

ୖ 㻌 ሙ㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

㠀ୖሙ㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

合 㻌 ィ㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

㻌

㻌

䕺䝸䝇䜽・䜴䜵䜲䝖の䜏なしィ算が㐺用䛥䜜る䜶䜽䝇䝫䞊䝆䝱䞊に関する事項㻌

㻌

㻌 ２９年度㻌 ３０年度㻌

䝹䝑䜽䝇䝹䞊᪉ᘧを㐺用する䜶䜽䝇䝫䞊䝆䝱䞊㻌 㻌 㻙㻌

䝬䞁䝕䞊䝖᪉ᘧを㐺用する䜶䜽䝇䝫䞊䝆䝱䞊㻌 㻌 㻙㻌

⵹↛性᪉ᘧ（㻞㻡㻜％）を㐺用する䜶䜽䝇䝫䞊䝆䝱䞊㻌 㻌 㻙㻌

⵹↛性᪉ᘧ（㻠㻜㻜％）を㐺用する䜶䜽䝇䝫䞊䝆䝱䞊㻌 㻌 㻙㻌

䝣䜷䞊䝹䝞䝑䜽᪉ᘧ（㻌 㻝㻘㻞㻡㻜％）を㐺用する䜶䜽䝇䝫䞊䝆䝱䞊㻌 㻌 㻙㻌

㻌

㻌

㻌

㻌
㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌
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䕺金利䝸䝇䜽に関する事項㻌

㻌
䕻金利䝸䝇䜽の算ᐃᡭἲのᴫ要㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

金利䝸䝇䜽は、金⼥ᶵ関のಖ有する資産・㈇മの䛖䛱、ᕷሙ金利にᙳ㡪をཷ䛡るもの（౛䛘䜀、㻌

貸出金、有価証券、貯金等）が、金利のኚືに䜘りⓎ生する䝸䝇䜽量をぢるものです。㻌

㻌

䕻䝸䝇䜽⟶⌮の᪉㔪お䜘䜃ᡭ⥆のᴫ要㻌

㻌

・� 䝸䝇䜽⟶⌮お䜘䜃ィ のᑐ㇟䛸する金利䝸䝇䜽の⪃䛘᪉お䜘䜃⠊ᅖに関するㄝ᫂㻌

㻌

当䠦䠝では、金利䝸䝇䜽を㔜要な䝸䝇䜽の୍䛴䛸してㄆ㆑し、㐺ษな⟶⌮体ไのも䛸で㻌

他のᕷሙ䝸䝇䜽䛸୍体ⓗに⟶⌮をして䛔ます。㻌

金利䝸䝇䜽の䛖䛱銀行຺ᐃの金利䝸䝇䜽㻔㻵㻾㻾㻮㻮㻕に䛴䛔ては、ಶูの⟶⌮指標のタᐃ䜔㻌

䝰䝙䝍䝸䞁䜾体ไのᩚഛな䛹に䜘りཝṇな⟶⌮にດめて䛔ます。㻌

㻌

・� 䝸䝇䜽⟶⌮お䜘䜃䝸䝇䜽の๐ῶの᪉㔪に関するㄝ᫂㻌

㻌

当䠦䠝は、䝸䝇䜽⟶⌮ጤ員఍のも䛸、自己資本にᑐする 㻵㻾㻾㻮㻮の比率の⟶⌮䜔収ᨭ㻌

䝅䝭䝳䝺䞊䝅䝵䞁の分ᯒな䛹を行䛔䝸䝇䜽๐ῶにດめて䛔ます。㻌

㻌

・� 金利䝸䝇䜽ィ の㢖度㻌

㻌

ᅄ༙期䛤䛸に、㻵㻾㻾㻮㻮 をィ して䛔ます。㻌

㻌

・� 䝦䝑䝆等金利䝸䝇䜽の๐ῶᡭἲに関するㄝ᫂㻌

㻌

当䠦䠝は、金利䝇䝽䝑䝥等の䝦䝑䝆ᡭẁを活用し金利䝸䝇䜽の๐ῶにດめて䛔ます。㻌

また、金利䝸䝇䜽にᑐする䝦䝑䝆఍ィの᪉ἲは、「銀行業にお䛡る金⼥ၟရ఍ィ基準㐺用㻌

に関する఍ィୖお䜘䜃┘ᰝୖのྲྀᢅ䛔」㻔᪥本බㄆ఍ィኈ協఍㻕につᐃする⧞ᘏ䝦䝑䝆に㻌

౫䛳て䛔ます。㻌

㻌

䕻金利䝸䝇䜽の算ᐃᡭἲのᴫ要㻌

㻌

当 㻶㻭では、ᕷሙ金利がୖୗに２％ኚືした᫬にཷ䛡る金利䝸䝇䜽量を算出する䛣䛸䛸して䛔ます。㻌

㻌
・� ὶື性貯金に๭り当て䜙䜜た金利ᨵᐃのᖹᆒ‶期㻌

㻌

要ồᡶ貯金の金利䝸䝇䜽量は、᫂☜な金利ᨵᐃ㛫㝸がな䛟、貯金⪅の要ồに䜘䛳て㝶᫬㻌

ᡶ䛔出䛥䜜る要ồᡶ貯金の䛖䛱、ᘬき出䛥䜜る䛣䛸な䛟㛗期㛫金⼥ᶵ関に⁫␃する貯金を䝁䜰㻌

貯金䛸ᐃ⩏し、当組合では、ᬑ㏻貯金等の額の 㻡㻜％┦当額を 㻜䡚㻡年の期㛫にᆒ等に᣺り㻌

分䛡て（ᖹᆒ残Ꮡ 㻞㻚㻡 年）䝸䝇䜽量を算ᐃして䛔ます。㻌

ὶື性貯金に๭り当て䜙䜜た金利ᨵᐃのᖹᆒ‶期は０㻚００３年です。㻌

㻌
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㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

・� ὶ動性㈓金に割り当て䜙れた᭱㛗の金利改定‶期㻌

㻌

ὶ動性に割り当て䜙れた᭱㛗の金利改定‶期は 㻡年です。㻌

㻌

・� ὶ動性㈓金への‶期の割り当て方ἲ㻔䝁䜰㈓金䝰䝕䝹等㻕お䜘びその๓ᥦ㻌

㻌

ὶ動性㈓金への‶期の割り当て方ἲに䛴いては、金⼥ᗇが定める保Ᏺ的な๓ᥦを᥇用㻌

しています。㻌

㻌

・� ᅛ定金利㈚出の期限๓㏉῭䜔定期㈓金の᪩期ゎ⣙に㛵する๓ᥦ㻌

㻌

ᅛ定金利㈚出の期限๓㏉῭䜔定期㈓金の᪩期ゎ⣙に䛴いて⪃៖していま䛫䜣。㻌

㻌

・� 」ᩘの㏻㈌の㞟計方ἲお䜘びその๓ᥦ㻌

㻌

㏻㈌ูに算出した金利䝸䝇クのṇ್を合算しています。㏻㈌㛫の┦㛵等は⪃៖して㻌

いま䛫䜣。㻌

㻌

・� 䝇䝥䝺䝑䝗に㛵する๓ᥦ㻌 㻔㻌計算にあたって割ᘬ金利䜔䜻䝱䝑䝅䝳・䝣䝻䞊に含める䛛䛹う䛛㻌 㻕㻌

㻌

୍定の๓ᥦを⨨いた䝇䝥䝺䝑䝗を⪃៖して䜻䝱䝑䝅䝳・䝣䝻䞊をᒎ㛤しています。㻌

なお、当該䝇䝥䝺䝑䝗は金利変動䝅䝵䝑クの設定上は୙変としています。㻌

㻌

・� ෆ部䝰䝕䝹の౑用等、䏓䠡䠲䠡お䜘び䏓䠪䠥䠥に㔜大なᙳ㡪を及䜌すその௚の๓ᥦ、㻌

๓事業年度ᮎの㛤♧䛛䜙の変動に㛵するㄝ᫂㻌

㻌

ෆ部䝰䝕䝹は౑用しておりま䛫䜣。㻌

㻌

・� 計 ್のゎ㔘䜔㔜要性に㛵するその௚のㄝ᫂㻌

㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌

該当ありま䛫䜣。㻌

㻌

䕻䏓䠡䠲䠡お䜘び䏓䠪䠥䠥௨እの金利䝸䝇クを計 している場合にお䛡る、当該金利䝸䝇クに㻌

㛵する事㡯㻌

㻌

・� 金利䝅䝵䝑クに㛵するㄝ᫂㻌

㻌

䝸䝇ク資本配㈿⟶理として䠲䠽䠮で計 するᕷ場䝸䝇ク㔞を算定しています。㻌

㻌

・� 金利䝸䝇ク計 の๓ᥦお䜘びその意࿡㻔≉に、農༠ἲ⮬ᕫ資本㛤♧࿌♧に基づく㻌

定㔞的㛤♧の対㇟となる䏓䠡䠲䠡お䜘び䏓䠪䠥䠥と大䛝く␗なるⅬ㻌

㻌

≉ẁありま䛫䜣。㻌
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䕻金利䝸䝇クに㛵する事㡯㻌

（単位：ⓒ୓円）㻌

㻵㻾㻾㻮㻮１：金利䝸䝇ク㻌

㡯␒㻌 㻌

䜲㻌 䝻㻌 䝝㻌 䝙㻌

䏓㻱㼂㻱㻌 䏓㻺㻵㻵㻌

当期ᮎ㻌 ๓期ᮎ㻌 当期ᮎ㻌 ๓期ᮎ㻌

１㻌 上方䝟䝷䝺䝹䝅䝣䝖㻌 㻜㻌 㻌 㻌 㻌

２㻌 ୗ方䝟䝷䝺䝹䝅䝣䝖㻌 㻜㻌 㻌 㻌 㻌

３㻌 䝇䝔䜱䞊䝥化㻌 㻞㻣㻞㻌 㻌 㻌 㻌

䠐㻌 䝣䝷䝑䝖化㻌 㻜㻌 㻌 㻌 㻌

䠑㻌 ▷期金利上᪼㻌 㻜㻌 㻌 㻌 㻌

䠒㻌 ▷期金利పୗ㻌 㻜㻌 㻌 㻌 㻌

䠓㻌 ᭱大್㻌 㻞㻣㻞㻌 㻌 㻌 㻌

㻌 㻌
䝩㻌 䝦㻌

当期ᮎ㻌 ๓期ᮎ㻌

䠔㻌 ⮬ᕫ資本の額㻌 㻢㻘㻢㻣㻡㻌 㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌
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䊦．┤㏆２事業年度にお䛡る事業の実⦼㻌
㻌

１．信用事業㻌

㻌

◆㈓金に㛵する指標㻌

㻌

䐟科目ู㈓金平ᆒṧ㧗㻌
㻌 㻌 （単位：ⓒ୓円、䠂）㻌

種㻌 㻌 類㻌 ２９年度㻌 ３０年度㻌 ቑ㻌 㻌 減㻌

ὶ 動 性 ㈓ 金㻌 㻢㻟㻘㻝㻢㻜㻌 （㻌 㻠㻜㻚㻠）㻌 㻢㻟㻘㻞㻣㻞㻌 （㻌 㻟㻥㻚㻡）㻌 㻝㻝㻞㻌

定 期 性 ㈓ 金㻌 㻥㻟㻘㻜㻣㻥㻌 （㻌 㻡㻥㻚㻡）㻌 㻥㻢㻘㻢㻟㻞㻌 （㻌 㻢㻜㻚㻠）㻌 㻟㻘㻡㻡㻟㻌

その௚ の㈓ 金㻌 㻤㻠㻌 （㻌 㻌 㻜㻚㻝）㻌 㻣㻢㻌 （㻌 㻌 㻜㻚㻜）㻌 䕧㻤㻌

ᑠ㻌 㻌 計㻌 㻝㻡㻢㻘㻟㻞㻟㻌 （㻝㻜㻜㻚㻜）㻌 㻝㻡㻥㻘㻥㻤㻜㻌 （㻝㻜㻜㻚㻜）㻌 㻟㻘㻢㻡㻣㻌

ㆡ Ώ 性 ㈓ 金㻌 㻜㻌 （㻌 㻌 㻜㻚㻜）㻌 㻜㻌 （㻌 㻌 㻜㻚㻜）㻌 㻜㻌

合㻌 㻌 計㻌 㻝㻡㻢㻘㻟㻞㻟㻌 （㻝㻜㻜㻚㻜）㻌 㻝㻡㻥㻘㻥㻤㻜㻌 （㻝㻜㻜㻚㻜）㻌 㻟㻘㻢㻡㻣㻌

（注）１㻚ὶ動性㈓金䠙当ᗙ㈓金䠇ᬑ㏻㈓金䠇㈓⵳㈓金䠇㏻▱㈓金㻌

㻌 㻌 㻌 ２㻚定期性㈓金䠙定期㈓金䠇定期積金㻌

㻌 㻌 㻌 ３．（㻌 ）ෆはᵓ成ẚです㻌

㻌

䐠定期㈓金ṧ㧗㻌
㻌 㻌 （単位：ⓒ୓円）㻌

種㻌 㻌 類㻌 ２９年度㻌 ３０年度㻌 ቑ㻌 㻌 減㻌

定 期 ㈓ 金㻌 㻤㻥㻘㻞㻥㻟㻌 （㻝㻜㻜㻚㻜）㻌 㻤㻤㻘㻡㻥㻤㻌 （㻝㻜㻜㻚㻜）㻌 䕧㻢㻥㻡㻌

㻌 うちᅛ定⮬⏤金利定期㻌 㻌 㻌 㻤㻥㻘㻞㻣㻜㻌 （㻌 㻥㻥㻚㻥）㻌 㻌 㻌 㻤㻤㻘㻡㻣㻡㻌 （㻌 㻥㻥㻚㻥）㻌 䕧㻢㻥㻡㻌

㻌 うち変動⮬⏤金利定期㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻞㻟㻌 （㻌 㻌 㻜㻚㻜）㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻞㻟㻌 （㻌 㻌 㻜㻚㻜）㻌 㻜㻌

定 期 積 金㻌 㻟㻘㻣㻡㻡㻌 㻟㻘㻠㻢㻣㻌 䕧㻞㻤㻤㻌

（注）１㻚ᅛ定⮬⏤金利定期：㡸入時に‶期᪥までの利⋡が確定する⮬⏤金利定期㈓金㻌

㻌 㻌 㻌 ２㻚変動⮬⏤金利定期：㡸入期㛫୰のᕷ場金利の変化に応じて金利が変動する⮬⏤金利定期㈓金㻌

３㻚（㻌 ）ෆはᵓ成ẚです。㻌

㻌

◆� ㈚出金に㛵する指標㻌

㻌

㻌 㻌 䐟科目ู㈚出金平ᆒṧ㧗㻌
㻌 㻌 （単位：ⓒ୓円）㻌

種㻌 㻌 類㻌 ２９年度㻌 ３０年度㻌 ቑ㻌 㻌 減㻌

ᡭ ᙧ ㈚ 付㻌 㻞㻠㻟㻌 㻞㻝㻣㻌 䕧㻞㻢㻌

ド 書 ㈚ 付㻌 㻝㻜㻘㻡㻣㻜㻌 㻝㻜㻘㻠㻠㻜㻌 䕧㻝㻟㻜㻌

当 ᗙ ㈚ 越㻌 㻡㻜㻝㻌 㻠㻢㻠㻌 䕧㻟㻣㻌

割 ᘬ ᡭ ᙧ㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

金⼥ᶵ㛵㈚付㻌 㻞㻘㻝㻤㻣㻌 㻞㻘㻝㻤㻣㻌 㻜㻌

合㻌 㻌 計㻌 㻝㻟㻘㻡㻜㻝㻌 㻝㻟㻘㻟㻜㻤㻌 䕧㻝㻥㻟㻌

㻌

㻌

㻌
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䐠㈚出金の金利᮲௳ูෆヂ㻌
㻌 㻌 （単位：ⓒ୓円）㻌

種㻌 㻌 類㻌 ２９年度㻌 ３０年度㻌 ቑ㻌 㻌 減㻌

ᅛ定金利㈚出㻌 㻥㻘㻠㻞㻞㻌 （㻌 㻣㻝㻚㻞）㻌 㻥㻘㻡㻥㻥㻌 （㻌 㻣㻝㻚㻥）㻌 㻝㻣㻣㻌

変動金利㈚出㻌 㻟㻘㻟㻞㻞㻌 （㻌 㻞㻡㻚㻝）㻌 㻟㻘㻟㻝㻤㻌 （㻌 㻞㻠㻚㻤）㻌 䕧㻠㻌

そ の ௚㻌 㻠㻥㻤㻌 （㻌 㻌 㻟㻚㻣）㻌 㻠㻠㻡㻌 （㻌 㻌 㻟㻚㻟）㻌 䕧㻡㻟㻌

合㻌 㻌 計㻌 㻝㻟㻘㻞㻠㻞㻌 （㻝㻜㻜㻚㻜）㻌 㻝㻟㻘㻟㻢㻞㻌 （㻝㻜㻜㻚㻜）㻌 㻝㻞㻜㻌

（注）（㻌 ）ෆはᵓ成ẚです。㻌

㻌

㻌

䐡㈚出金のᢸ保ูෆヂ㻌
㻌 㻌 （単位：ⓒ୓円）㻌

種㻌 㻌 類㻌 ２９年度㻌 ３０年度㻌 ቑ㻌 㻌 減㻌

㈓金・定期積金等㻌 㻟㻟㻝㻌 㻟㻜㻥㻌 䕧㻞㻞㻌

᭷ 価 ド ๆ㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

動 ⏘㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

୙ 動 ⏘㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

その௚ ᢸ 保 ≀㻌 㻥㻞㻌 㻤㻜㻌 䕧㻝㻞㻌

ᑠ㻌 㻌 㻌 計㻌 㻠㻞㻟㻌 㻟㻤㻥㻌 䕧㻟㻠㻌

農業信用基金༠会保ド㻌 㻤㻘㻤㻣㻠㻌 㻤㻘㻥㻡㻡㻌 㻤㻝㻌

そ の ௚ 保 ド㻌 㻟㻟㻝㻌 㻡㻢㻢㻌 㻞㻟㻡㻌

ᑠ㻌 㻌 㻌 計㻌 㻥㻘㻞㻜㻡㻌 㻥㻘㻡㻞㻝㻌 㻟㻝㻢㻌

信㻌 㻌 㻌 用㻌 㻟㻘㻢㻝㻠㻌 㻟㻘㻠㻡㻞㻌 䕧㻝㻢㻞㻌

合㻌 㻌 㻌 計㻌 㻝㻟㻘㻞㻠㻞㻌 㻝㻟㻘㻟㻢㻞㻌 㻝㻞㻜㻌

㻌

㻌

䐢മ務保ド見㏉額のᢸ保ูෆヂ㻌
㻌 㻌 （単位：ⓒ୓円）㻌

種㻌 㻌 類㻌 ２９年度㻌 ３０年度㻌 ቑ㻌 㻌 減㻌

㈓金・定期積金等㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

᭷ 価 ド ๆ㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

動 ⏘㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

୙ 動 ⏘㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

その௚ ᢸ 保 ≀㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

ᑠ㻌 㻌 計㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

信 用㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

合㻌 㻌 計㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌
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䐣㈚出金の౑㏵ูෆヂ㻌
㻌 㻌 （単位：ⓒ୓円）㻌

種㻌 㻌 類㻌 ２９年度㻌 ３０年度㻌 ቑ㻌 㻌 減㻌

設 備 資 金㻌 㻤㻘㻡㻣㻥㻌 （㻌 㻢㻠㻚㻤）㻌 㻤㻘㻢㻠㻝㻌 （㻌 㻢㻠㻚㻣）㻌 㻢㻞㻌

㐠 ㌿ 資 金㻌 㻠㻘㻢㻢㻟㻌 （㻌 㻟㻡㻚㻞）㻌 㻠㻘㻣㻞㻝㻌 （㻌 㻟㻡㻚㻟）㻌 㻡㻤㻌

合㻌 㻌 計㻌 㻝㻟㻘㻞㻠㻞㻌 （㻝㻜㻜㻚㻜）㻌 㻝㻟㻘㻟㻢㻞㻌 （㻝㻜㻜㻚㻜）㻌 㻝㻞㻜㻌

㻌

㻌

䐤㈚出金の業種ูṧ㧗㻌
㻌 㻌 （単位：ⓒ୓円）㻌

種㻌 㻌 類㻌 ２９年度㻌 ３０年度㻌 ቑ㻌 㻌 減㻌

農 ᯘ 業㻌 㻟㻢㻌 （㻌 㻌 㻜㻚㻟）㻌 㻟㻣㻌 （㻌 㻌 㻜㻚㻟）㻌 㻝㻌

Ỉ ⏘ 業㻌 㻜㻌 （㻌 㻌 㻜㻚㻜）㻌 㻜㻌 （㻌 㻌 㻜㻚㻜）㻌 㻜㻌

〇 㐀 業㻌 㻜㻌 （㻌 㻌 㻜㻚㻜）㻌 㻜㻌 （㻌 㻌 㻜㻚㻜）㻌 㻜㻌

ᘓ 設 業㻌 㻜㻌 （㻌 㻌 㻜㻚㻜）㻌 㻜㻌 （㻌 㻌 㻜㻚㻜）㻌 㻜㻌

㟁Ẽ・䜺䝇・⇕౪給・Ỉ㐨業㻌 㻜㻌 （㻌 㻌 㻜㻚㻜）㻌 㻜㻌 （㻌 㻌 㻜㻚㻜）㻌 㻜㻌

㐠㍺・㏻信業㻌 㻜㻌 （㻌 㻌 㻜㻚㻜）㻌 㻜㻌 （㻌 㻌 㻜㻚㻜）㻌 㻜㻌

༺ 売 ・ ᑠ 売 ・ 㣧 㣗 業㻌 㻜㻌 （㻌 㻌 㻜㻚㻜）㻌 㻜㻌 （㻌 㻌 㻜㻚㻜）㻌 㻜㻌

金⼥・保㝤業㻌 㻞㻘㻝㻤㻣㻌 （㻌 㻝㻢㻚㻡）㻌 㻞㻘㻝㻤㻣㻌 （㻌 㻝㻢㻚㻟）㻌 㻜㻌

䝃 䞊 䝡 䝇 業㻌 㻜㻌 （㻌 㻌 㻜㻚㻜）㻌 㻜㻌 （㻌 㻌 㻜㻚㻜）㻌 㻜㻌

地方බඹᅋయ㻌 㻤㻣㻟㻌 （㻌 㻌 㻢㻚㻢）㻌 㻣㻤㻢（㻌 㻌 㻡㻚㻥）㻌 䕧㻤㻣㻌

そ の ௚㻌 㻝㻜㻘㻝㻠㻢㻌 （㻌 㻣㻢㻚㻢）㻌 㻝㻜㻘㻟㻡㻞（㻌 㻣㻣㻚㻡）㻌 㻞㻜㻢㻌

合㻌 㻌 計㻌 㻝㻟㻘㻞㻠㻞㻌 （㻝㻜㻜㻚㻜）㻌 㻝㻟㻘㻟㻢㻞㻌 （㻝㻜㻜㻚㻜）㻌 㻝㻞㻜㻌

（注）（㻌 ）ෆはᵓ成ẚ（㈚出金全యに対する割合）です。㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌
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䐥୺要な農業㛵ಀの㈚出金ṧ㧗㻌
㻌

（䜰）㻌営農類ᆺู㻌

㻌 （単位：ⓒ୓円）㻌

種㻌 㻌 㻌 類㻌 ２９年度㻌 ３０年度㻌 ቑ㻌 㻌 減㻌

農 㻌 㻌 業㻌 㻠㻢㻡㻌 㻡㻟㻣㻌 㻣㻞㻌

㻌 ✐ 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 స㻌 㻞㻢㻌 㻞㻣㻌 㻝㻌

㻌 㔝 ⳯ 㻌 ・ 㻌 ᅬ ⱁ㻌 㻝㻌 㻝㻣㻌 㻝㻢㻌

㻌 ᯝᶞ 㻌 ・㻌 ᶞᅬ農業㻌 㻝㻌 㻝㻌 㻜㻌

㻌 ᕤ 㻌 ⱁ 㻌 స 㻌 ≀㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

㻌 㣴 ㇜ ・⫗ ∵ ・㓗 農㻌 㻡㻌 㻜㻌 䕧㻡㻌

㻌 㣴 㭜 㻌 ・ 㻌 㣴 ༸㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

㻌 㣴 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 ⺋㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

㻌 そ の ௚ 農 業㻌 㻠㻟㻞㻌 㻠㻥㻞㻌 㻢㻜㻌

農 業 㛵 㐃 ᅋ య 等㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

合㻌 㻌 㻌 計㻌 㻠㻢㻡㻌 㻡㻟㻣㻌 㻣㻞㻌

㻔注㻕１．農業㛵ಀの㈚出金とは、農業⪅、農業ἲேお䜘び農業㛵㐃ᅋయ等に対する農業生⏘・農業経営

に必要な資金䜔、農⏘≀の生⏘・ຍᕤ・ὶ㏻に㛵ಀする事業に必要な資金等が該当します。㻌

なお、上記䐤の㈚出金の業種ṧ㧗の䛂農業䛃は、農業⪅䜔農業ἲே等に対する㈚出金のṧ㧗で

す。㻌

２．䛂その௚農業䛃には、」合経営で୺たる業種が᫂確に位⨨づ䛡䜙れない⪅、農業䝃䞊䝡䝇業、農

業ᡤ得がᚑとなる農業⪅が含まれます。㻌

３．䛂農業㛵㐃ᅋయ等䛃には、ＪＡ䜔全農（経῭㐃）のᏊ会♫等が含まれています。㻌

㻌

㻌

（䜲）㻌 資金種類ู㻌

㻌

䛊㈚出金䛋㻌

㻌 （単位：ⓒ୓円）㻌

種㻌 㻌 㻌 類㻌 ２９年度㻌 ３０年度㻌 ቑ㻌 㻌 減㻌

䝥 䝻 䝟 䞊 資 金㻌 㻠㻝㻢㻌 㻠㻤㻥㻌 㻣㻟㻌

農 業 ไ 度 資金㻌 㻠㻥㻌 㻠㻤㻌 䕧㻝㻌

㻌 農業㏆௦化資金㻌 㻞㻤㻌 㻟㻟㻌 㻡㻌

㻌 その௚ไ度資金㻌 㻞㻝㻌 㻝㻡㻌 䕧㻢㻌

合㻌 㻌 㻌 計㻌 㻠㻢㻡㻌 㻡㻟㻣㻌 㻣㻞㻌

㻔注㻕１．䝥䝻䝟䞊資金とは、当⤌合ཎ資の資金を⼥㏻している䜒ののうち、ไ度資金௨እの䜒のをいいま

す。㻌

２．農業ไ度資金には、䐟地方බඹᅋయが┤᥋的または㛫᥋的に⼥資する䜒の、䐠地方බඹᅋయ

が利Ꮚ⿵給等を行う䛣とで 㻶㻭 がప利で⼥資する䜒の、䐡᪥本ᨻ策金⼥බᗜが┤᥋⼥資する䜒

のがあり、䛣䛣では䐠の䜏を対㇟としています。㻌

３．その௚ไ度資金には、農業経営改善ಁ㐍資金㻔䝇䞊䝟䞊䠯資金㻕䜔農業経営㈇ᢸ㍍減支援資金

な䛹が該当します。㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌
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㻌

㻌

䛊ཷク㈚付金䛋㻌

㻌 （単位：ⓒ୓円）㻌

種㻌 㻌 㻌 類㻌 ２９年度㻌 ３０年度㻌 ቑ㻌 㻌 減㻌

᪥本ᨻ策金⼥බᗜ資金㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

その௚㻌 㻞㻌 㻝㻌 䕧㻝㻌

合㻌 㻌 計㻌 㻞㻌 㻝㻌 䕧㻝㻌

（注）１．᪥本ᨻ策金⼥බᗜ資金は、農業（ᪧ農ᯘ⁺業金⼥බᗜ）に䛛䛛る資金をいいます。㻌

㻌

㻌

䐦䝸䝇ク⟶理മᶒの≧ἣ㻌
㻌 㻌 （単位：ⓒ୓円）㻌

㻌 ２９年度㻌 ３０年度㻌 ቑ㻌 㻌 減㻌

◚ ⥢ ඛ മ ᶒ 額㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

ᘏ ⁫ മ ᶒ 額㻌 㻣㻞㻌 㻡㻠㻌 䕧㻝㻤㻌

３䞄᭶௨上ᘏ⁫മᶒ㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

㈚出᮲௳⦆࿴മᶒ額㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

合㻌 㻌 計㻌 㻣㻞㻌 㻡㻠㻌 䕧㻝㻤㻌

（注）１㻚◚⥢ඛമᶒ㻌

ඖ本又は利ᜥの支ᡶの㐜ᘏが┦当期㛫⥅⥆している䛣とその௚の事⏤に䜘りඖ本又は

利ᜥの取立又はᘚ῭の見㎸䜏がない䜒のとして未収利ᜥを計上しな䛛った㈚出金（㈚出

金ൾ༷を行った部分を㝖く。௨ୗ䛂未収利ᜥ୙計上㈚出金䛃という。）のうち、ἲே⛯ἲ施行

௧➨ 㻥㻢 ᮲➨１㡯➨３ྕの䜲䛛䜙䝩までにᥖ䛢る事⏤又はྠ㡯➨䠐ྕに規定する事⏤が生

じている㈚出金）をいいます。㻌

２㻚ᘏ⁫മᶒ㻌

未収利ᜥ୙計上㈚出金であって、◚⥢ඛമᶒ及びമ務⪅の経営෌ᘓ又は支援を図る

䛣とを目的として利ᜥの支ᡶを⊰ணした䜒の௨እの㈚出金をいいます。㻌

３㻚３䞄᭶௨上ᘏ⁫മᶒ㻌

ඖ本又は利ᜥの支ᡶが⣙定支ᡶ᪥の⩣᪥䛛䜙３䞄᭶௨上ᘏ⁫している㈚出金で、◚⥢

ඛമᶒお䜘びᘏ⁫മᶒに該当しない䜒のをいいます。㻌

䠐㻚㈚出᮲௳⦆࿴മᶒ㻌

മ務⪅の෌ᘓ又は支援を図る䛣とを目的として、金利の減ච、利ᜥの支ᡶ⊰ண、ඖ本の

㏉῭⊰ண、മᶒᨺᲠその௚のമ務⪅に᭷利となる取Ỵめを行った㈚出金で、◚⥢ඛമᶒ、

ᘏ⁫മᶒお䜘び３䞄᭶௨上ᘏ⁫മᶒに該当しない䜒のをいいます。㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌
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㻌 䐧金⼥෌生ἲ㛤♧മᶒ༊分に基づく保全≧ἣ㻌
㻌 㻌 㻌 㻌 （単位：ⓒ୓円）㻌

മᶒ༊分㻌 മᶒ額㻌
保全額㻌

ᢸ㻌 保㻌 保㻌 ド㻌 ᘬ㻌 当㻌 合㻌 計㻌

◚⏘更生മᶒお䜘び㻌

䛣れ䜙に準䛪るമᶒ㻌

２９年度㻌 㻟㻤㻌 㻝㻞㻌 㻝㻜㻌 㻝㻢㻌 㻟㻤㻌

３０年度㻌 㻝㻤㻌 㻥㻌 㻢㻌 㻟㻌 㻝㻤㻌

༴ 㝤 മ ᶒ㻌
２９年度㻌 㻟㻠㻌 㻢㻌 㻞㻣㻌 㻜㻌 㻟㻟㻌

３０年度㻌 㻟㻢㻌 㻠㻌 㻟㻞㻌 㻜㻌 㻟㻢㻌

要 ⟶ 理 മ ᶒ㻌
２９年度㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

３０年度㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

ᑠ㻌 㻌 計㻌
２９年度㻌 㻣㻞㻌 㻝㻤㻌 㻟㻣㻌 㻝㻢㻌 㻣㻝㻌

３０年度㻌 㻡㻠㻌 㻝㻞㻌 㻟㻥㻌 㻟㻌 㻡㻠㻌

ṇ ᖖ മ ᶒ㻌
２９年度㻌 㻝㻟㻘㻝㻤㻥㻌 㻌 㻌 㻌 㻌

３０年度㻌 㻝㻟㻘㻟㻞㻣㻌 㻌 㻌 㻌 㻌

合㻌 㻌 計㻌
２９年度㻌 㻝㻟㻘㻞㻢㻝㻌 㻌 㻌 㻌 㻌

３０年度㻌 㻝㻟㻘㻟㻤㻝㻌 㻌 㻌 㻌 㻌

（注）上記のമᶒ༊分は、䛂金⼥ᶵ⬟の෌生のための⥭ᛴᥐ⨨に㛵するἲᚊ䛃（平成 㻝㻜 年ἲᚊ➨

㻝㻟㻞 ྕ）➨䠒᮲に基づ䛝、മ務⪅の財ᨻ≧ែ及び経営成⦼等を基♏として、次のとおり༊分した

䜒のです。なお、当ＪＡはྠἲの対㇟とはなっていま䛫䜣が、ཧ⪃としてྠἲの定める基準にᚑ

いമᶒ額をᥖ㍕しております。㻌

㻌 㻌 䐟◚⏘更生മᶒお䜘び䛣れ䜙に準䛪るമᶒ㻌

ἲ的◚⥢等に䜘る経営◚⥢に㝗っているമ務⪅に対するമᶒ及び䛣れ䜙に準䛪るമᶒ㻌

㻌 㻌 䐠༴㝤മᶒ㻌

㻌 㻌 㻌 㻌 経営◚⥢の≧ἣにはないが、財ᨻ≧ἣの悪化等に䜘りඖ本お䜘び利ᜥのᅇ収がで䛝ないྍ⬟

性の㧗いമᶒ㻌

㻌 㻌 䐡要⟶理മᶒ㻌

３䞄᭶௨上ᘏ⁫㈚出മᶒお䜘び᮲௳⦆࿴മᶒ㻌

㻌 㻌 䐢ṇᖖമᶒ㻌

㻌 㻌 㻌 上記௨እのമᶒ㻌

㻌

㻌

䐨ඖ本⿵て䜣ዎ⣙のある信クにಀる㈚出金の䝸䝇ク⟶理മᶒの≧ἣ㻌

㻌 㻌 㻌

該当する取ᘬはありま䛫䜣。㻌

㻌

㻌

䐩㈚ಽᘬ当金の期ᮎṧ㧗お䜘び期୰のቑ減額㻌

㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 （単位：ⓒ୓円）㻌

༊㻌 㻌 㻌 分㻌

２９年度㻌 ３０年度㻌

期㤳㻌

ṧ㧗㻌

期୰㻌

ቑຍ㧗㻌

期୰減ᑡ㧗㻌
期ᮎ㻌

ṧ㧗㻌

期㤳㻌

ṧ㧗㻌

期୰㻌

ቑຍ㧗㻌

期୰減ᑡ㧗㻌
期ᮎ㻌

ṧ㧗㻌目的㻌

౑用㻌
その௚㻌

目的㻌

౑用㻌
その௚㻌

୍⯡㈚ಽᘬ当金㻌 㻠㻜㻌 㻠㻜㻌 㻌 㻠㻜㻌 㻠㻜㻌 㻠㻜㻌 㻝㻌 㻌 㻠㻜㻌 㻝㻌

ಶู㈚ಽᘬ当金㻌 㻝㻢㻌 㻝㻢㻌 㻜㻌 㻝㻢㻌 㻝㻢㻌 㻝㻢㻌 㻟㻌 㻝㻝㻌 㻡㻌 㻟㻌

合㻌 㻌 㻌 計㻌 㻡㻢㻌 㻡㻢㻌 㻜㻌 㻡㻢㻌 㻡㻢㻌 㻡㻢㻌 㻠㻌 㻝㻝㻌 㻠㻡㻌 㻠㻌
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䐪㈚出金ൾ༷の額㻌
㻌 㻌 （単位：ⓒ୓円）㻌

㻌 ２９年度㻌 ３０年度㻌 ቑ㻌 㻌 減㻌

㈚出金ൾ༷額㻌 㻜㻌 㻝㻟㻌 㻝㻟㻌
㻌

（注）上記の㈚出金ൾ༷額は売༷損を含䜣でいます。㻌

㻌

㻌

◆Ⅽ᭰㻌
㻌 㻌

䐟ෆᅜⅭ᭰取ᢅ実⦼㻌
㻌 㻌 㻌 （単位：༓௳、ⓒ୓円）㻌

種㻌 㻌 㻌類㻌
２９年度㻌 ３０年度㻌

௙㻌 㻌向㻌 ⿕௙向㻌 ௙㻌 㻌向㻌 ⿕௙向㻌

㏦金・振㎸Ⅽ᭰㻌
௳㻌ᩘ㻌 㻝㻜㻜㻌 㻞㻠㻟㻌 㻡㻥㻌 㻞㻟㻤㻌

金㻌額㻌 㻟㻡㻘㻞㻣㻜㻌 㻡㻣㻘㻜㻞㻞㻌 㻞㻤㻘㻢㻢㻥㻌 㻠㻣㻘㻝㻡㻣㻌

௦金取立Ⅽ᭰㻌
௳㻌ᩘ㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

金㻌額㻌 㻜㻌 㻝㻌 㻝㻞㻌 㻠㻡㻌

㞧 Ⅽ ᭰㻌
௳㻌ᩘ㻌 㻝㻌 㻞㻌 㻝㻌 㻜㻌

金㻌額㻌 㻥㻡㻡㻌 㻞㻘㻝㻜㻞㻌 㻤㻡㻢㻌 㻠㻜㻌

合㻌 㻌 㻌計㻌
௳㻌ᩘ㻌 㻝㻜㻝㻌 㻞㻠㻡㻌 㻢㻜㻌 㻞㻟㻤㻌

金㻌額㻌 㻟㻢㻘㻞㻞㻡㻌 㻡㻥㻘㻝㻞㻡㻌 㻞㻥㻘㻡㻟㻣㻌 㻠㻣㻘㻞㻠㻞㻌

㻌

㻌

◆᭷価ドๆに㛵する指標㻌

㻌 㻌

䐟種類ู᭷価ドๆ平ᆒṧ㧗㻌
㻌 㻌 㻌 （単位：ⓒ୓円）㻌

㻌 ２９年度㻌 ３０年度㻌 ቑ㻌 㻌 減㻌

ᅜ മ㻌 㻝㻘㻞㻥㻢㻌 㻝㻘㻞㻥㻣㻌 㻝㻌

地 方 മ㻌 㻝㻘㻤㻠㻠㻌 㻝㻘㻤㻜㻡㻌 䕧㻟㻥㻌

ᨻᗓ保ドമ㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

金 ⼥ മ㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

▷ 期 ♫ മ㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

♫ മ㻌 㻝㻜㻝㻌 㻝㻜㻝㻌 㻜㻌

ᰴ 式㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

ཷ 益 ド ๆ㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

合㻌 㻌 㻌計㻌 㻟㻘㻞㻠㻝㻌 㻟㻘㻞㻜㻟㻌 䕧㻟㻤㻌

（注）㈚付᭷価ドๆは᭷価ドๆの種類䛤とに༊分して記㍕しています。㻌

㻌

䐠ၟရ᭷価ドๆ種類ู平ᆒṧ㧗㻌

㻌

該当する取ᘬはありま䛫䜣。㻌
㻌
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䐡᭷価ドๆṧ存期㛫ูṧ㧗㻌
㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 （単位：ⓒ୓円）㻌

種㻌 㻌類㻌
１年㻌

௨ୗ㻌

１年㉸㻌

３年㻌

௨ୗ㻌

３年㉸㻌

䠑年㻌

௨ୗ㻌

䠑年㉸㻌

䠓年㻌

௨ୗ㻌

䠓年㉸㻌

㻝㻜 年㻌

௨ୗ㻌

㻝㻜 年㉸㻌
期㛫の定

めのない

䜒の㻌
合計㻌

㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌

㻌

㻌

㻌

㻞㻥㻌

年

度㻌

ᅜ മ㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻢㻥㻣㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻢㻡㻥㻌 㻜㻌 㻝㻘㻟㻡㻢㻌

地 方 മ㻌 㻜㻌 㻠㻜㻜㻌 㻜㻌 㻝㻜㻜㻌 㻠㻜㻜㻌 㻥㻡㻥㻌 㻜㻌 㻝㻘㻤㻡㻥㻌

ᨻᗓ保ドമ㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

金 ⼥ മ㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

▷ 期 ♫ മ㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

♫ മ㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻝㻜㻝㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻝㻜㻝㻌

ᰴ 式㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

ཷ 益 ド ๆ㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

投 資 ド ๆ㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌

㻌

㻌

㻌

㻟㻜㻌

年

度㻌

ᅜ മ㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻣㻠㻡㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻣㻟㻟㻌 㻜㻌 㻝㻘㻠㻣㻤㻌

地 方 മ㻌 㻠㻜㻟㻌 㻜㻌 㻝㻜㻠㻌 㻞㻞㻞㻌 㻟㻟㻣㻌 㻥㻞㻟㻌 㻜㻌 㻝㻘㻥㻤㻥㻌

ᨻᗓ保ドമ㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

金 ⼥ മ㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

▷ 期 ♫ മ㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

♫ മ㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻝㻝㻝㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻝㻝㻝㻌

ᰴ 式㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

ཷ 益 ド ๆ㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

投 資 ド ๆ㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

㻌

◆᭷価ドๆの時価᝟ሗ等㻌

㻌 㻌

䐟᭷価ドๆの時価᝟ሗ㻌

㻌 㻌
㼇売㈙目的᭷価ドๆ㼉㻌

㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 （単位：ⓒ୓円）㻌

㻌

２９年度㻌 ３０年度㻌

㈚೉対↷⾲計上額㻌
当年度の損益に㻌

含まれたホ価ᕪ額㻌
㈚೉対↷⾲計上額㻌

当年度の損益に㻌

含まれたホ価ᕪ額㻌

売㈙目的㻌

᭷価ドๆ㻌
㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌
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㼇‶期保᭷目的のമๆ㼉㻌

㻌

㼇その௚᭷価ドๆ㼉㻌

㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 （単位：ⓒ୓円）㻌

㻌 種類㻌
２９年度㻌 ３０年度㻌

㈚೉対↷⾲

計上額㻌
時㻌 価㻌 ᕪ㻌 㻌 額㻌

㈚೉対↷⾲

計上額㻌
時㻌 価㻌 ᕪ㻌 㻌 額㻌

時価が

㈚೉対

↷⾲計

上額を

㉸える

䜒の㻌

ᅜ മ㻌 㻥㻥㻣㻌 㻝㻘㻝㻞㻝㻌 㻝㻞㻠㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

地 方 മ㻌 㻝㻘㻟㻜㻠㻌 㻝㻘㻠㻟㻟㻌 㻝㻞㻥㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

ᨻᗓ保ドമ㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

金 ⼥ മ㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

▷ 期 ♫ മ㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

♫ മ㻌 㻝㻜㻝㻌 㻝㻝㻜㻌 㻥㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

その௚のドๆ㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

ᑠ 計㻌 㻞㻘㻠㻜㻞㻌 㻞㻘㻢㻢㻠㻌 㻞㻢㻞㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

時価が

㈚೉対

↷⾲計

上額を

㉸えな

い䜒の㻌

ᅜ മ㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

地 方 മ㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

ᨻᗓ保ドമ㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

金 ⼥ മ㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

▷ 期 ♫ മ㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

♫ മ㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

その௚のドๆ㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

ᑠ 計㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

合㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 計㻌 㻞㻘㻠㻜㻞㻌 㻞㻘㻢㻢㻠㻌 㻞㻢㻞㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 （単位：ⓒ୓円）㻌

㻌 種類㻌

２９年度㻌 ３０年度㻌

㈚೉対↷

⾲計上額㻌

取得ཎ価又

はൾ༷ཎ価㻌
ᕪ㻌 㻌 額㻌

㈚೉対↷

⾲計上額㻌

取得ཎ価又

はൾ༷ཎ価㻌
ᕪ㻌 㻌 額㻌

㈚೉対

↷⾲計

上額が

取得ཎ

価又は

ൾ༷ཎ

価を㉸

える䜒

の㻌

ᰴ㻌 㻌式㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

മ㻌 㻌ๆ㻌 㻥㻝㻠㻌 㻤㻜㻜㻌 㻝㻝㻠㻌 㻟㻘㻡㻣㻥㻌 㻟㻘㻞㻜㻜㻌 㻟㻣㻥㻌

ᅜ㻌 㻌മ㻌 㻟㻡㻥㻌 㻟㻜㻜㻌 㻡㻥㻌 㻝㻘㻠㻣㻥㻌 㻝㻘㻟㻜㻜㻌 㻝㻣㻥㻌

地方മ㻌 㻡㻡㻡㻌 㻡㻜㻜㻌 㻡㻡㻌 㻝㻘㻥㻤㻥㻌 㻝㻘㻤㻜㻜㻌 㻝㻤㻥㻌

▷期♫മ㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

♫㻌 㻌മ㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻝㻝㻝㻌 㻝㻜㻜㻌 㻝㻝㻌

その௚のドๆ㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

ᑠ 計㻌 㻥㻝㻠㻌 㻤㻜㻜㻌 㻝㻝㻠㻌 㻟㻘㻡㻣㻥㻌 㻟㻘㻞㻜㻜㻌 㻟㻣㻥㻌

㈚೉対

↷⾲計

上額が

取得ཎ

価又は

ൾ༷ཎ

価を㉸

えない

䜒の㻌

ᰴ㻌 㻌式㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

മ㻌 㻌ๆ㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

ᅜ㻌 㻌മ㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

地方മ㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

▷期♫മ㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

♫㻌 㻌മ㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

その௚のドๆ㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

ᑠ 計㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

合㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 計㻌 㻥㻝㻠㻌 㻤㻜㻜㻌 㻝㻝㻠㻌 㻟㻘㻡㻣㻥㻌 㻟㻘㻞㻜㻜㻌 㻟㻣㻥㻌
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䐠金㖹の信クの時価᝟ሗ等㻌
㻌

㼇㐠用目的の金㖹の信ク㼉㻌
㻌 㻌 㻌 㻌 （単位：ⓒ୓円）㻌

㻌

２９年度㻌 ３０年度㻌

㈚೉対↷⾲計上額㻌
当年度の損益に㻌

含まれたホ価ᕪ額㻌
㈚೉対↷⾲計上額㻌

当年度の損益に㻌

含まれたホ価ᕪ額㻌

㐠用目的の㻌

金㖹の信ク㻌
㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

㻌 㻌 㻌
㼇‶期保᭷目的の金㖹の信ク㼉㻌

㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 （単位：ⓒ୓円）㻌

㻌

２９年度㻌 ３０年度㻌

㈚೉対

↷⾲計

上額㻌

時価㻌 ᕪ額㻌

うち時価

が㈚೉対

↷⾲計上

額を㉸え

る䜒の㻌

うち時価

が㈚೉対

↷⾲計上

額を㉸え

ない䜒の㻌

㈚೉対

↷⾲計

上額㻌

時価㻌 ᕪ額㻌

うち時価

が㈚೉対

↷⾲計上

額を㉸え

る䜒の㻌

うち時価

が㈚೉対

↷⾲計上

額を㉸え

ない䜒の㻌

‶期保᭷目的

の金㖹の信ク㻌
㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

㻌 （注）䛂うち時価が㈚೉対↷⾲計上額を㉸える䜒の䛃䛂うち時価が㈚೉対↷⾲計上額を㉸えない䜒の䛃は、
それ䛮れ䛂ᕪ額䛃のෆヂです。㻌

㻌
㼇その௚の金㖹の信ク㼉㻌

㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 （単位：ⓒ୓円）㻌

㻌

２９年度㻌 ３０年度㻌

㈚೉対

↷⾲計

上額㻌

取得

ཎ価㻌
ᕪ額㻌

うち㈚೉

対↷⾲計

上額が取

得ཎ価を

㉸える䜒

の㻌

うち㈚೉

対↷⾲計

上額が取

得ཎ価を

㉸えない

䜒の㻌

㈚೉対

↷⾲計

上額㻌

取得

ཎ価㻌
ᕪ額㻌

うち㈚೉

対↷⾲計

上額が取

得ཎ価を

㉸える䜒

の㻌

うち㈚೉

対↷⾲計

上額が取

得ཎ価を

㉸えない

䜒の㻌

その௚の㻌

金㖹の信ク㻌
㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌 㻜㻌

（注）䛂うち㈚೉対↷⾲計上額が取得ཎ価を㉸える䜒の䛃䛂うち㈚೉対↷⾲計上額が取得ཎ価を㉸えな

い䜒の䛃は、それ䛮れ䛂ᕪ額䛃のෆヂです。㻌

㻌

㻌

䐡䝕䝸バ䝔䜱䝤取ᘬ等㻌

（金⼥ඛ≀取ᘬ等、金⼥等䝕䝸バ䝔䜱䝤取ᘬ、᭷価ドๆ㛵㐃ᗑ㢌䝕䝸バ䝔䜱䝤取ᘬ）㻌

㻌

該当する取ᘬはありま䛫䜣。㻌
㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌
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２．ඹ῭事業

䐟㛗ᮇඹ῭᪂ዎ⣙㧗・㛗ᮇඹ῭ಖ有㧗

（単位：百万円）

✀ 㢮
２䠕ᖺᗘ ３䠌ᖺᗘ

᪂ዎ⣙㧗 ಖ有㧗 ᪂ዎ⣙㧗 ಖ有㧗

⏕
࿨
⥲
合
ඹ
῭

⤊ ㌟ ඹ ῭

定ᮇ⏕࿨ඹ῭

㣴⪁⏕࿨ඹ῭

䛖䛱䛣䛹䜒

་ ⒪ ඹ ῭

が 䜣 ඹ ῭ 䇷

定ᮇ་⒪ඹ῭ 䇷

௓ ㆤ ඹ ῭

ᖺ 㔠 ඹ ῭ 䇷

ᘓ≀᭦⏕ඹ῭

合 計

（注）㔠額は、ಖ㞀㔠額（が䜣ඹ῭はが䜣Ṛஸඹ῭㔠額、་⒪ඹ῭ཬ䜃定ᮇ་⒪ඹ῭はṚஸ⤥

௜㔠額（௜ຍさ䜜た定ᮇ≉⣙㔠額等をྵ䜐）、ᖺ㔠ඹ῭は௜ຍさ䜜た定ᮇ≉⣙㔠額）を⾲♧

しています。

䐠་⒪⣔ඹ῭のධ㝔ඹ῭㔠額ಖ有㧗
（単位：百万円）

✀ 㢮
２䠕ᖺᗘ ３䠌ᖺᗘ

᪂ዎ⣙㧗 ಖ有㧗 ᪂ዎ⣙㧗 ಖ有㧗

་ ⒪ ඹ ῭

が 䜣 ඹ ῭

定ᮇ་⒪ඹ῭

合 計

（注）㔠額はධ㝔ඹ῭㔠額を⾲♧しています。

䐡௓ㆤඹ῭の௓ㆤඹ῭㔠額ಖ有㧗
（単位：百万円）

✀ 㢮
２䠕ᖺᗘ ３䠌ᖺᗘ

᪂ዎ⣙㧗 ಖ有㧗 ᪂ዎ⣙㧗 ಖ有㧗

௓ ㆤ ඹ ῭

⏕ά㞀ᐖඹ῭
（一᫬㔠ᆺ）

䇷 䇷

⏕ά㞀ᐖඹ῭
（定ᮇᖺ㔠ᆺ）

䇷 䇷

合 計

（注）㔠額は、௓ㆤඹ῭は௓ㆤඹ῭㔠額、⏕ά㞀ᐖඹ῭は⏕ά㞀ᐖඹ῭㔠額ཪは⏕ά㞀ᐖᖺ㔠額を

⾲♧しています。
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㽵年金౒ᷣの年金保有高
（単位：百万円）

⒳ 㘃
２９年度 ３０年度

ᣂᄾ⚂高 保有高 ᣂᄾ⚂高 保有高

年 金 㐿 ᆎ 前

年 金 㐿 ᆎ ᓟ ― ―

ว ⸘

（注）金額は、年金年額（利率ᄌേဳ年金に䈅䈢䈦ては、ᦨૐ保証年金額）を表␜䈚ています。

㽶⍴期౒ᷣᣂᄾ⚂高
（単位：百万円）

⒳ 㘃 ２９年度 ３０年度

Ἣ ἴ ౒ ᷣ

⥄ േ ゞ ౒ ᷣ

் ኂ ౒ ᷣ

࿅૕定期↢๮౒ᷣ ― ―

定額定期↢๮౒ᷣ ― ―

⾩ ఘ ⽿ છ ౒ ᷣ

⥄ ⾩ ⽿ ౒ ᷣ

ว ⸘

（注）１．金額は、保㓚金額を表␜䈚ています。

２．⥄േゞ౒ᷣ、⾩ఘ⽿છ౒ᷣ、⥄⾩⽿౒ᷣはដ金総額です。
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３．農業㛵㐃事業㻌

㻌

㻌 䐟㈙取㉎㈙ရ（生⏘資ᮦ）取ᢅ実⦼㻌

㻌 㻌 （単位：ⓒ୓円）㻌

種㻌 㻌 類㻌 ２９年度㻌 ３０年度㻌

⫧ ᩱ㻌 㻡㻟㻥㻌 㻡㻢㻜㻌

農 ⸆㻌 㻠㻞㻟㻌 㻠㻠㻟㻌

㣫 ᩱ㻌 㻠㻌 㻠㻌

農 業 ᶵ Ე㻌 㻠㻢㻣㻌 㻡㻟㻢㻌

⮬ 動 ㌴㻌 㻝㻝㻌 㻝㻜㻌

⇞ ᩱ㻌 㻝㻘㻡㻥㻞㻌 㻝㻘㻣㻜㻟㻌

そ の ௚㻌 㻠㻝㻠㻌 㻠㻜㻥㻌

合㻌 㻌 計㻌 㻟㻘㻠㻡㻜㻌 㻟㻘㻢㻢㻡㻌

㻌

䐠ཷク販売ရ取ᢅ実⦼㻌

㻌 㻌 （単位：ⓒ୓円）㻌

種㻌 㻌 類㻌 ２９年度㻌 ３０年度㻌

米㻌 㻞㻘㻜㻜㻤㻌 㻝㻘㻤㻞㻝㻌

㯏㻌 㻝㻣㻥㻌 㻝㻢㻟㻌

大㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 ㇋㻌 㻝㻜㻠㻌 㻝㻝㻣㻌

その௚ ✐ 類㻌 㻤㻝㻌 㻤㻣㻌

㔝 ⳯㻌 㻢㻣㻟㻌 㻢㻥㻣㻌

ᯝ 実㻌 㻝㻤㻣㻌 㻝㻥㻜㻌

ⰼ 䛝 ・ ⰼ ᮌ㻌 㻠㻤㻌 㻡㻟㻌

Ⲕ㻌 㻟㻌 㻠㻌

種㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 Ꮚ㻌 㻡㻠㻌 㻢㻜㻌

┤売ᡤ・䜲ン䝅䝵䝑䝥㻌 㻝㻘㻡㻤㻞㻌 㻝㻘㻡㻝㻠㻌

合㻌 㻌 計㻌 㻠㻘㻥㻝㻥㻌 㻠㻘㻣㻜㻢㻌

㻌

䐡㈙取販売ရ取ᢅ実⦼㻌

㻌 㻌 （単位：ⓒ୓円）㻌

種㻌 㻌 類㻌 ２９年度㻌 ３０年度㻌

┤売ᡤ・䜲ン䝅䝵䝑䝥等㻌 㻝㻢㻜㻌 㻝㻣㻡㻌

合㻌 㻌 計㻌 㻝㻢㻜㻌 㻝㻣㻡㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

- 89 -



䐢保⟶事業取ᢅ実⦼㻌
㻌 㻌 㻌 （単位：ⓒ୓円）㻌

㡯㻌 㻌 目㻌 ２９年度㻌 ３０年度㻌

収㻌

益㻌

保 ⟶ ᩱ㻌 㻝㻢㻌 㻝㻡㻌

᳨ ᰝ ᡭ ᩘ ᩱ㻌 䇷㻌 䇷㻌

そ の ௚㻌 㻡㻌 㻡㻌

計㻌 㻞㻝㻌 㻞㻜㻌

費㻌

用㻌

保 ⟶ ᮦ ᩱ 費㻌 㻜㻌 㻜㻌

保 ⟶ ປ 務 費㻌 㻜㻌 㻜㻌

そ の ௚㻌 㻢㻌 㻡㻌

計㻌 㻢㻌 㻡㻌

㻌

㻌

䠐．生活㛵㐃事業㻌

㻌

䐟㈙取㉎㈙ရ（生活≀資）取ᢅ実⦼㻌

㻌 㻌 （単位：ⓒ୓円）㻌

種㻌 㻌 類㻌 ２９年度౪給㧗㻌 ３０年度౪給㧗㻌

㣗 ရ㻌 㻢㻝㻠㻌 㻡㻣㻡㻌

⾰ ᩱ ရ㻌 㻤㻌 㻝㻞㻌

⪏ ஂ ᾘ 費 財㻌 㻞㻌 㻞㻌

᪥用保健㞧㈌㻌 㻝㻝㻌 㻝㻜㻌

ᐙ ᗞ ⇞ ᩱ㻌 㻟㻞㻜㻌 㻟㻝㻠㻌

そ の ௚㻌 㻝㻡㻞㻌 㻝㻞㻢㻌

合㻌 㻌 計㻌 㻝㻘㻝㻜㻣㻌 㻝㻘㻜㻟㻥㻌

㻌

䐠௓ㆤ事業取ᢅ実⦼㻌
㻌 㻌 㻌 （単位：ⓒ୓円）㻌

㡯㻌 㻌 目㻌 ２９年度㻌 ３０年度㻌

収
益㻌

௓ㆤண㜵保㝤収益㻌 㻠㻜㻌 㻠㻟㻌

⚟ ♴ 収 益㻌 㻢㻌 㻡㻌

௓ ㆤ 保 㝤 収 益㻌 㻢㻠㻌 㻢㻠㻌

計㻌 㻝㻝㻜㻌 㻝㻝㻞㻌

費
用㻌

௓ㆤண㜵保㝤費用㻌 㻟㻌 㻞㻌

⚟ ♴ 費 用㻌 㻠㻌 㻡㻌

௓ ㆤ 保 㝤 費 用㻌 㻠㻞㻌 㻠㻜㻌

計㻌 㻠㻥㻌 㻠㻣㻌

㻌

㻌

㻌

㻌
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䊧．┤㏆２事業年度にお䛡る事業の≧ἣを♧す指標㻌
㻌

１．利益⋡㻌
㻌 㻌 㻌 （単位：䠂）㻌

㡯㻌 㻌 目㻌 ２９年度㻌 ３０年度㻌 ቑ㻌 㻌 減㻌

⥲資⏘経ᖖ利益⋡㻌 㻜㻚㻝㻠㻜㻌 㻜㻚㻞㻡㻠㻌 㻜㻚㻝㻝㻟㻌

資 本 経 ᖖ 利 益 ⋡㻌 㻟㻚㻠㻞㻢㻌 㻢㻚㻞㻠㻟㻌 㻞㻚㻤㻝㻣㻌

⥲資⏘当期⣧利益⋡㻌 㻜㻚㻜㻢㻞㻌 㻜㻚㻜㻣㻣㻌 㻜㻚㻜㻝㻡㻌

資本当期⣧利益⋡㻌 㻝㻚㻡㻝㻠㻌 㻝㻚㻥㻜㻤㻌 㻜㻚㻟㻥㻠㻌

㻔注）１㻚⥲資⏘経ᖖ利益⋡䠙経ᖖ利益䠋⥲資⏘（മ務保ド見㏉を㝖く）平ᆒṧ㧗㽢㻝㻜㻜㻌

２㻚資本経ᖖ利益⋡䠙経ᖖ利益䠋⣧資⏘຺定平ᆒṧ㧗㽢㻝㻜㻜㻌

３㻚⥲資⏘当期⣧利益⋡䠙当期剰余金（⛯ᘬᚋ）䠋⥲資⏘（മ務保ド見㏉を㝖く）平ᆒṧ㧗㽢㻝㻜㻜㻌

䠐㻚資本当期⣧利益⋡䠙当期剰余金（⛯ᘬᚋ）䠋⣧資⏘຺定平ᆒṧ㧗㽢㻝㻜㻜㻌

㻌

２．㈓㈚⋡・㈓ド⋡㻌
㻌 㻌 㻌 （単位：䠂）㻌

༊㻌 㻌 分㻌 ２９年度㻌 ３０年度㻌

㈓ ㈚ ⋡㻌
期 ᮎ㻌 㻤㻚㻠㻡㻌 㻤㻚㻡㻣㻌

期୰平ᆒ㻌 㻤㻚㻢㻠㻌 㻤㻚㻟㻞㻌

㈓ ド ⋡㻌
期 ᮎ㻌 㻞㻚㻝㻞㻌 㻞㻚㻞㻥㻌

期୰平ᆒ㻌 㻞㻚㻜㻣㻌 㻞㻚㻜㻜㻌

（注）１㻚㈓㈚⋡（期ᮎ）䠙㈚出金ṧ㧗䠋㈓金ṧ㧗㽢㻝㻜㻜㻌
２㻚㈓㈚⋡（期୰平ᆒ）䠙㈚出金平ᆒṧ㧗䠋㈓金平ᆒṧ㧗㽢㻝㻜㻜㻌

３㻚㈓ド⋡（期ᮎ）䠙᭷価ドๆṧ㧗䠋㈓金ṧ㧗㽢㻝㻜㻜㻌

䠐㻚㈓ド⋡（期୰平ᆒ）䠙᭷価ドๆ平ᆒṧ㧗䠋㈓金平ᆒṧ㧗㽢㻝㻜㻜㻌

㻌

３．ᢸ当職ဨ୍ே当たり取ᢅ㧗㻌
㻌 㻌 㻌 （単位：ⓒ୓円）㻌

㡯㻌 㻌 目㻌 ２９年度㻌 ３０年度㻌

信用事業㻌
㈓ 金 ṧ 㧗㻌 㻝㻘㻢㻥㻡㻌 㻝㻘㻢㻢㻟㻌

㈚ 出 金 ṧ 㧗㻌 㻝㻠㻟㻌 㻝㻠㻞㻌

ඹ῭事業㻌 㛗期ඹ῭保᭷㧗㻌 㻡㻘㻠㻤㻠㻌 㻡㻘㻞㻣㻡㻌

経῭事業㻌
㉎㈙ရ౪給㧗 㻌 㻟㻣㻌 㻠㻝㻌

販売ရ販売㧗㻌 㻣㻤㻌 㻣㻢㻌

㻌

䠐．୍ᗑ⯒当たり取ᢅ㧗㻌
㻌 （単位：ⓒ୓円）㻌

㡯㻌 㻌 目㻌 ２９年度㻌 ３０年度㻌

㈓ 金 ṧ 㧗㻌 㻣㻘㻤㻟㻣㻌 㻣㻘㻣㻥㻤㻌

㈚ 出 金 ṧ 㧗㻌 㻢㻢㻞㻌 㻢㻢㻤㻌

㛗期ඹ῭保᭷㧗㻌 㻞㻢㻘㻟㻡㻞㻌 㻞㻡㻘㻝㻢㻞㻌

㻌
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䊨．ᙺဨ等のሗ㓘య⣔㻌
㻌

㻌

１．ᙺဨ㻌
㻌

（１）対㇟ᙺဨ㻌

㛤♧の対㇟となるሗ㓘࿌♧に規定䛥れている䛂対㇟ᙺဨ䛃は理事及び┘事をいいます。㻌

㻌

（２）ᙺဨሗ㓘等の種類、支ᡶ⥲額及び支ᡶ方ἲに䛴いて㻌

㻌 㻌 㻌 ᙺဨに対するሗ㓘等の種類は、基本ሗ㓘と退職៘ປ金の２種類で、平成３０年度にお䛡る対㇟ᙺဨ

に対するሗ㓘等の支ᡶ⥲額は、次のとおりです。㻌

㻌 㻌 㻌 なお、基本ሗ㓘はẖ᭶ᡤ定᪥に指定ཱྀᗙへの振り㎸䜏の方ἲに䜘る⌧金支給の䜏であり、退職៘

ປ金は、その支給に㛵する⥲会Ỵ㆟ᚋ、ᡤ定のᡭ⥆䛝を経て、基本ሗ㓘に準じた方ἲで支ᡶってい

ます。㻌

㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 （単位：ⓒ୓円）㻌

㻌 㻌 支給⥲額（注２）㻌

基本ሗ㓘㻌 退職៘ປ金㻌

対㇟ᙺဨ㻔注１㻕に対するሗ㓘等㻌 䠒䠑㻌 ０㻌

㻌

（注１）対㇟ᙺဨは、理事２䠔ྡ、┘事䠑ྡです。㻌

（注２）退職៘ປ金に䛴いては、本年度に実際に支給した額ではなく、当期の費用としてㄆ㆑䛥れる部

分の金額（ᘬ当金への繰入額と支給額のうち当期の㈇ᢸにᒓする金額）に䜘っています。㻌

㻌

（３）対㇟ᙺဨのሗ㓘等のỴ定等に䛴いて㻌

䐟㻌 ᙺဨሗ㓘（基本ሗ㓘）㻌

ᙺဨሗ㓘は、理事及び┘事のูにྛᙺဨに支給するሗ㓘⥲額の᭱㧗限度額を⥲会において

Ỵ定し、その⠊ᅖෆにおいて、理事ྛேูのሗ㓘額に䛴いては理事会においてỴ定し、┘事ྛே

ูのሗ㓘額に䛴いては┘事の༠㆟に䜘って定めています。なお、業⦼㐃動ᆺのሗ㓘య⣔とはなっ

ておりま䛫䜣。㻌

䛣の場合のᙺဨྛேูのሗ㓘額のỴ定にあたっては、ྛேのᙺ職・㈐務䜔ᅾ任年ᩘ等を຺᱌

してỴ定していますが、その基準等に䛴いては、ᙺဨሗ㓘ᑂ㆟会（⤌合ဨ䛛䜙㑅出䛥れたጤဨ䠒

ேでᵓ成）にㅎၥをし、その⟅⏦を㋃まえてỴ定しています。また、上記の支給するሗ㓘⥲額の᭱

㧗限度額䜒䛣の基準を䜒とにỴ定しています。㻌

㻌

䐠㻌 ᙺဨ退職៘ປ金㻌

ᙺဨ退職៘ປ金は、理事及び┘事のูにྛᙺဨに支給する退職៘ປ金⥲額を⥲会において

Ỵ定し、その⠊ᅖෆにおいて、理事ྛேูの退職៘ປ金に䛴いては理事会においてỴ定し、┘事

ྛேูの退職៘ປ金に䛴いては┘事の༠㆟に䜘って定めています。㻌

䛣の場合のᙺဨྛேูの退職៘ປ金に䛴いては、ᙺဨ退職៘ປ金支給算定基準及びᙺဨ退

職៘ປᘬ当規⛬に基づ䛝、ᙺဨሗ㓘にᙺဨᅾ職年ᩘに応じたಀᩘを஌じて得た額に≉ูにຌປ

があったとㄆめ䜙れる⪅に䛴いてはຌປ金をຍ算して算定した金額を຺᱌してỴ定しています。ᙺ

ဨ退職៘ປ金支給算定基準に䛴いては、ᙺဨሗ㓘ᑂ㆟会（⤌合ဨ䛛䜙㑅出䛥れたጤဨ䠒ேでᵓ

成）にㅎၥをし、その⟅⏦を㋃まえてỴ定しています。㻌

なお、䛣のᙺဨ退職៘ປ金の支給に備えてබṇጇ当なる会計័行に༶してᘬ当金を計上して

います。㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

㻌

�



�

�

㻌

２．職ဨ等㻌
㻌

（１）対㇟職ဨ等㻌

㻌 㻌 㻌 㛤♧の対㇟となるሗ㓘࿌♧に規定䛥れている䛂対㇟職ဨ等䛃の⠊ᅖは、当ＪＡの職ဨであって、ᖖ໅

ᙺဨがཷ䛡るሗ㓘等とྠ等額௨上のሗ㓘等をཷ䛡る⪅のうち、当ＪＡの業務及び財⏘の≧ἣに㔜要な�
ᙳ㡪を୚える⪅をいいます。㻌

㻌 なお、平成３０年度において、対㇟職ဨ等に該当する䜒のはおりま䛫䜣でした。㻌

㻌

（注）１．対㇟職ဨ等には、期୰に退職した⪅䜒含めております。㻌
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㻌

３．その௚㻌

�
当ＪＡの対㇟ᙺဨ及び対㇟職ဨ等のሗ㓘等のయ⣔は、上記㛤♧のとおり㐣度な䝸䝇ク䝔䞊クをច㉳

するおそれのある要⣲はありま䛫䜣。したがって、ሗ㓘࿌♧のうち、䛂対㇟ᙺဨ及び対㇟職ဨ等のሗ㓘

等のయ⣔と䝸䝇ク⟶理のᩚ合性୪びに対㇟ᙺဨ及び対㇟職ဨ等のሗ㓘等と業⦼の㐃動に㛵する事㡯䛃

その௚䛂ሗ㓘等のయ⣔に㛵しཧ⪃となる䜉䛝事㡯䛃として、記㍕するෆᐜはありま䛫䜣。㻌
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